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『神さま』が、人ヒ間トの願ねがいを叶かなえる存在だとしたら、

『神さま』の願いを叶えるのは、いったい誰だれなんだろう。




　信じているのかと訊きかれれば、よく判わからないと答える。信じていないのかと問われれば、よく判らないと答える。なら、自分の中の願いを誰に願うのか。

　そのときは、きっと。普ふ段だん、信じていなくても、思い出すことがなくても、願いを叶えてほしいとお願いするのは『神さま』だ。

　その十四歳の少年にとって、『神』という存在は、そんな程度の認にん識しきしかなかった。

　いるのか、いないのかもはっきりしない。曖あい昧まいで不ふ確たしかなもの。でも、おかしな話で『神さま』はいて、日々、せっせと人々の願いを聞き入れているらしい。

　だから、人間は願うこと、欲することをやめない。

　ただし。『神さま』は願いを叶えてくれないこともある。もちろんそうだ。願いにはそれに伴う別の何かが必要になる。それを持ち合わせていない人間の願いを『神さま』は叶えてくれないことを人間は判っている。

　それなのに、願いが叶わないとき、「神はいないのか」と嘆なげき悲しむ。

　願いの数だけ『神さま』は、感かん謝しやされ、崇あがめられ、讃たたえられ、蔑さげすまれもすれば、憎まれ、排除されることだってある。信じる神が違えば、人間同士で滅ぼし合うこともある。

　それでも、今日きようも、『神さま』は誰かの願いを叶える。

　だから、この世界は、今日も戦争している。

　だから、この世界は、今日も平和だ。

　あくびが出るほどに。




　その少年が願ったのは、些さ細さいな願いだった。

　少年の前に『神さま』が降りてきた。

　瓦が礫れきの山の上に、鉄てつ屑くずを集めて造つくったような、でも、とても綺き麗れいな羽根を広げて。

『神さま』は女の子で、白銀の髪と虹にじ色いろの瞳ひとみをしていた。少年はその場から、神さまの女の子の瞳から離はなれることができなかった。

　それは繰くり返し見る夢に似ていた。意味があるのかないのか、目覚めてしまえば忘れてしまう夢の中で、忘れることのなかった女の子の姿。それが今、目の前にある。

　裸足はだしで女の子は、軽くゆるやかに羽根を羽ばたかせ、少年へと近付いてくる。

「きみがあたしの〝願い〟を叶えてくれるひと？」

　神さまの女の子の虹にじ色いろの瞳ひとみが希望の色に変わって、やわらかに微ほほ笑えんだ。

　少年は思った。「神さまが願ねがいを叶かなえてくれるんじゃないのか」

　でも、もしかすると、神さまも願いを叶えてほしいのかもしれない。そうだとしたら。

　その瞬しゆん間かん、少年は思った。

「本当に、この女の子が神さまなのなら、その願いを叶えるのは自分でありたい」と。

　醜みにくくて美しい機き械かいの羽根を軋きしませ、女の子は、夜風に白髪を揺らす。少年は見み惚とれて、一歩も動けなかった。このまま神さまの女の子に殺されてしまってもいいとさえ思った。

　風が誘うように女の子の白髪を撫なでていく。

　今すぐ、少女の手を引いて走り出したかった。これは夢だ。だから、そう願えば叶うはずなのに、できずにまた少女を見ていた。

「ゴメンナサイ」

　少女の唇が動いた。

「どうして、謝あやまるの？」

　訊たずねても届かなかった。女の子の虹色の瞳が哀かなしく憂うれうだけで、少年はただ見つめることしかできなかった。

　それでもいいと思った。

　これが夢でも幻まぼろしでもかまわないから、置いてけぼりにしないでほしい。







　それを初恋というのなら。きっと、たぶん、そうなんだろう。
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　今け朝さ見た夢のことなんて、蒸むし暑あつさの中汗だくになって自転車のペダルを漕こいでいるうちにすっかり忘れてしまっていた。

　丈夫なはずの買い物バッグの縫ぬい目めが軋きしむ音が聞こえてきそうだった。

　夏休みになってから、ほぼ毎日通う隣となりの地区にある図と書しよ館かんからの帰り道。夕飯の買い物に寄った青せい果か店てんのおじさんに、

「ちゃんと食ってんのか？　いいから、持ってきなっ」

　目に付いた大根に長ネギにトマトにエリンギに椎しい茸たけにキャッサバにバナナや夏みかんに、あと南国っぽい果実などなどを次から次へと持っていたバッグに詰めこまれた。

　夕飯はカレーにしようと思い、ジャガイモを買いにきただけだったが、その倍以上の合計になるはずの野菜や果物を『おまけ』してもらった。

　普通なら、「アンタ、おまけしすぎなのよ」と、気前がよすぎる店主に釘くぎを刺す係のおばさんも、

「中学生なんて成長期でしょ。食べ過ぎたって平気よ」

　と、今日きようは大目に見てくれていた。いや、今日だけじゃない。立ち寄れば、気前よく購こう入にゆうした商品よりもたくさんのおまけをもらってしまう。

　さすがに毎回毎回そうだと気が引けるが、店に寄らなければ寄らないで、

「なに、どうしたの？　病気？　ケガ？　なんかあったのか？」

　夫婦そろって、段ボール箱ばこいっぱいの野菜や果物くだものを持って家まで押しかけてきたことが過去にあった。さらに青果店のおじさんとおばさんは、西瓜すいかを一ひと玉たま丸ごと渡してこようとしたが断った。それはさすがにもらいすぎだ。

　愛用の自転車クルーザーバイクにはカゴがない。買い物バッグをハンドルに引っかけると、『おまけ』の重みで自転車がふらついた。

「押してくか」

　自転車を降りてみる。この重みは人の真心だ。しっかりと感じて家まで歩こう。

　青果店だけじゃなく、この街のひとたちはやさしくて、ちょっとだけお節せつ介かいだった。

　特に、空渡ソラワタリタケルのことになると、みんなよりいっそう心しん配ぱい性しようになる。

「べつに、ひとりでも大丈夫なんだけどさ」

　やはり、中学生、今年ことし十四歳になる少年の独り暮らしというのは、タケルが思うよりもオトナたちを心配させるらしい。しかし、タケル少年は、自じ慢まんでも強がりでもないが、きちんとやれているつもりだ。少しやせ気味だが、それはもともと。毎日三食かかさず取っているし、なんなら間かん食しよくもちゃんとしている。その証拠に、身長も伸びてきていて現在、成長期の真まっ只ただ中なか。

　炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じだって、

「うちの母親よりも、ぜったい手て際ぎわいいよ。料理もうまいし」

　幼おさな馴な染じみのお墨すみ付つきをいただいている。そんな幼馴染みの石倉イシクラテツナリや、同じく幼馴染みの笠原カサハラナツミも毎日のようにマンションに訪ねてきてくれた。寂さびしさを感じることもない。

　オトナたちの心配を余よ所そにタケルは、ほぼ独り暮らしを満まん喫きつしている。

　ほぼ、というのは、一応、保ほ護ご者しやがいるからだ。現在、海外を放浪中で帰宅予定は、一ヶ月ほど先。それもちゃんと予定通りに帰ってくるかどうかは判わからないが。

　タケルの保護者でおじさんの空渡ソラワタリシュウイチロウは、ちょっとした自じ慢まんになるが、売れっ子の作家だった。国外へ出るにはそれなりの障害や困こん難なんが伴うこの社会情勢で、世界中を旅しながら執しつ筆ぴつ活動をしている。だからといって、世界の真実を書き記す正義のノンフィクション作家というわけじゃない。フィクションもフィクションのラヴとロマンてんこ盛りストーリーの小説を中心にドラマや映画の脚きやく本ほんもやっている。

　ただ、昔から放ほう浪ろう癖へきがあって、一箇所にじっとしていると作品が書けないらしい。今日きようも世界の何ど処こかでコーヒーを飲み、タバコを燻くゆらせながら、次のヒットセラーを生み出していることだろう。

　一方で、商店街のオトナたちには「中学生をひとりで置いていくなんて！」と反感を買っているところもあるけれど、タケルが気にしていないから、オトナたちも怒るに怒れないでいるみたいだ。なにより、

「死んでなきゃいいよ」

　普通の十四歳の中学生には使い道の想像できない大金を口座に残してくれるのはありがたいが、元気でいてくれるのが一番だ。世界の何処で何をしていてもいいから、生きていてくれればいい。

　街に夕暮れが押し寄せてきて、家で夕飯の用意をしている母親の代わりに子供たちを家に帰るよう促うながす。

　立っているだけで体力を奪うばわれる真夏の暑さにもめげず駆かけていく子供たちに追い抜かれながら、タケル少年も家へと自転車を押して歩く。

　途中で、肉屋のおじさんに捕まって、買い物バッグが野菜と果物でいっぱいになっているのを目にして、

「青果店やつんとこには負けられない！」

　というように、図と書しよ館かんで借りた大量の本が入ったリュックに、鶏とり肉にくをつめこまれた。

　それから、斜しや陽ように目を細め、すっかり街が夕景の茜あかね色いろに染まるころ、ようやく商店街から丘ひとつ上あがったところにある、自宅マンションに辿たどり着いた。いつもよりも足どりは重くて、商店街から予想外に時間がかかった。

　でも、これは人の温かさの重みの分の時間だ。

　ただ、独り暮らしには重すぎるが。

「あいつらにも手て伝つだってもらうか」

　幼おさな馴な染じみの顔を思い浮かべて、そして、思い出した。

「あ……、テツのトコに寄らなきゃいけないんだった……」

　すっかり忘れていた。借りていたゲームソフトを返さなければいけなかった。

　タケルはマンションに戻ると、すぐに自分の部へ屋やから借りたゲームソフトを取ってきた。野菜や肉をそのままにはしておけないので、急いで冷れい蔵ぞう庫こなどに詰めてから、再び家を出た。

　テツナリの家は、さっきの商店街の中にある。酒屋の息子むすこだ。

　もうひとりの幼馴染みの少女、ナツミの家も同じく商店街の中。こっちは書店。図と書しよ館かん常連のタケルだが、図書館にない本は、この『かさはら書店』で注文して取り寄せている。貢こう献けん度どは高い。

　さっき入れたばかりの駐ちゆう輪りん場じようから自転車を引っ張り出してきて、暮れなずむ茜あかね色いろの中に、ペダルを漕こぎ出した。
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「少年くん少年くん。そんなに急いで何ど処こへ行こうとゆうんだい？」

　絵本の登場人物のような口く調ちようで、タケルは行く手を塞ふさがれた。

　野や暮ぼったい眼鏡めがねをかけたセミロングの少女は、異性のほうの幼馴染みのナツミだ。

「何処へって、テツにゲームを返しに行く途中ですよ。眼鏡のお嬢じようさん」

　タケルはナツミの口調にあわせた。ナツミは演えん劇げき部ぶで、たぶん今やってる芝居しばいの役がこんな感じなんだろう。今までに何度も練習に付きあわされた。

「あらまあ偶ぐう然ぜん。私もその酒屋さんまで行く途中だったのです」

　そう言うと、ナツミは、タケルの返答を聞かずにすでに自転車のうしろに乗ってきていた。

「すぐ、そこだろ。歩けよ」

　いつもの口調に戻って、タケルは振り返る。が、すぐにナツミの手が伸びてきて、頭をつかまれた。強引に前を向かされる。

「すぐそこならいいじゃない。ほら、発進発進っ」

「こないだもふたり乗り見つかって、おまわりさんに怒られたんじゃなかったか？」

　図書館の帰り道、商店街を通りかかったところを見つかって、ナツミを学校まで乗せていくことになってしまった。

　夏休み中でも演劇部の練習がある。そのとき学校に忘れモノをしてきたらしい。無事忘れモノは回収できたが、商店街に戻る間におまわりさんに、ふたり乗りを注意されてしまった。

「今日きようは大丈夫よ。だって、すぐそこなんでしょ？」

　としかし、ナツミはなんの問題にもしてなかった。

「ったく、んじゃ行くぞ。落ちんなよ」

「出発進行ーっ」

　ナツミが声を弾ませた。演えん劇げき部ぶの中でも際きわ立だつ、綺き麗れいというよりは可か愛わいらしい声だったが、タケルの耳にはよく馴な染じんでいる。

　テツナリの家は、すぐそこ。

　自転車は走り出して、頑がん丈じような扉とびらに閉ざされた軍用ゲートの前を通りすぎる。

　商店街にも住宅街のいたるところにも、こういった軍の車両などが出入りするためのゲートがある。駅前などの街中、背の高いビルや公園の傍そばでも、この今にも戦隊ヒーローの巨大メカが発進してきそうなゲートを確かく認にんできる。

　ゲートからの通路は街中の地下に張はり巡めぐらされていて、有事の際の避難場所シエルターにもなっている。市民が参加する軍の演習で普ふ段だんから街の人々はそのシェルターを利用する。だから、商店と商店の間や瓦かわら屋や根ねの住宅のすぐ隣となりにゲートがあっても、街の風景としては異様で一際目立つが、気にする者はいない。

　ゲートをふたつほど横切ると、目的地に到着した。「すぐそこ」だった。

「うむ、ご苦労」

　白しら々じらしく科白せりふがかっていたが、ナツミからは一応のねぎらいがあった。

「どういたしまして、お嬢じようさん」

　自転車から小さく跳はね降りたナツミに、帽子など被かぶってなかったが脱帽してタケルは浅く腰を折った。

「そこのふたり、ひとんちの前でシェイクスピアごっこか？」

　頭上から声が降ってきた。こちらもタケルの耳には馴な染じみだ。

　見上げると『リカーショップ　イシクラ』の看かん板ばんすぐ上、開けた窓からテツナリが半身を覗のぞかせていた。

「違うって、ただの営業妨害だよ」

　もちろんジョークだ。

「黙だまってろ、そこの中学生ども」

　テツナリは呆あきれた風ふうに言って、手にしていたジュースの缶をタケル目がけて放り投げてきた。

「うぉっ！　おまえも、中学生だろ……てかっ！」

　身体からだで自転車を支えながらじゃ、缶が落下してくる位置に手が届かない。

「ナイスキャッチ、ナツミ」

　困こん惑わくして結局、ジュースに手が届かなかったタケルに代わり、ナツミが両手で受け止めた。

　ナツミは、幼馴染み三人の中で運動能力が一番優すぐれている。現在、演劇部に所属しているナツミだが、「下へ手たな運動部より走りこんでるわよ」と言う。実際、ナツミたち演劇部が中学校の外周を走っているのをよく目にする。

　それと、三人が幼いころから通う近所の合あい気き柔じゆう術じゆつの道場でも、ナツミの実力は男二人ふたりよりも頭ひとつ抜きんでている。タケルは練習でも試合形式の本気勝負でもほとんどナツミに勝ったことがなかった。テツナリも右に同じだ。

「記念にやるよ、それ」

　二階の窓から放り投げられた缶をキャッチしたナツミにテツナリが言った。

　もともとタケルではなくナツミが受け止めると思っていたテツナリは、二階の窓から笑いながらこちらを見下ろしていた。ナツミの運動神経もタケルの間の抜けたところも十年以上の付き合いで判わかりきっている。

　笑われているほうのタケルは、苦にが虫むしをかみつぶすような表情で薄うす目めで抗こう議ぎの視し線せんを送った。

「コレ、お店のじゃないの。てゆうか、いいのかしらー、こんなの吞のんで」

　ナツミの手の中にあるのは、黄おう金ごん色いろの麦汁ビールだった。ジュースじゃなかったみたいだ。

「酒屋の息子むすこがビールを吞んで、何か問題でも？」

　テツナリは肩をすくませて、おどける。

「問題あるわよ、未成年っ！」

　ナツミは呆あきれて、手にしたビール缶を投げ返す素そ振ぶりをした。

「ハハハッ。吞まないさ、そんな苦いもの。俺おれじゃなくて、アネキのだ」

　テツナリはおどけて肩をすくませた。







「わたしは、お母かあさんのおつかいがあるから」

　と、一階のリカーショップで買い物をするナツミを置いて、タケルは石倉イシクラ家けに上がった。一階が酒屋と倉庫になっていて、生活の場は二階と三階になっている。テツナリの部へ屋やは三階にあった。

　勝手知ったる幼おさな馴な染じみの家。裏口から入って、三階まで上がるとテツナリの部屋の戸をノックもなく開ける。この季節独特の蚊か取とり線せん香こうのニオイに、あっという間に全身が包まれた。

「うす、これ、借りてたやつ」

　畳の上のベッドに寝転がり飼い猫とじゃれるテツナリを横目に、タケルは整せい頓とんされた勉強机にゲームソフトを置いた。

　机の端に置かれ、存在感のある風ふう貌ぼうをした幼虫石エレメンタラーの鉱こう石せきラジオから、落ち着き払った声で軍事関係の放送が流されていた。

　この街の『ヒガシ』の海軍司令部が放送している。難むずかしそうな単語や何ど処こか知らない国の知らない場所の情報を教えてくれているらしいが、まったく頭には入ってくることなく左から右へ抜けていく。

「今日きようも、世界は平和ってことか」

　ということだけは判わかった。そう、この街が平和なのもすべて軍のおかげだ。世界のいたるところで今日も戦争が続いているが、平和も続いている。軍の演習に参加させられるのは、急な場合はひどく面めん倒どうだけれど、それによって平和も保たれていると考えれば、むしろ感かん謝しやしなければならない。

　タケルは勉強机の椅い子すに腰かけた。サスペンションがおかしくなって、座ると重みで何ど処こまでも沈んでいく。

「もういい加減かえればいいんじゃないの？　小学生んときから、もう十年近くだろ？」

　この椅子に腰を下ろすたびに言っている。

「まだ八年だ。だいたい俺おれが座れば沈まないんだよ。コツがいるんだ、コツが」

「コツねー」

　左から右へテツナリの言葉を聞き流した。この部へ屋やでは毎回こんな会話ばかりになる。

　風ふう鈴りんが微かすかに鳴る。開けられた窓からは網あみ戸ど越しに高こう湿しつの空気が流れてきている。それを窓のすぐ傍そばに置かれた扇せん風ぷう機きが部屋中へと吹き付けた。

「エアコンも壊こわれてんだっけ」

　テツナリが寝転がっているベッドの枕まくらが置かれているほう、部屋の一角には水冷クーラーが備え付けてあったが、梅つ雨ゆ先くらいにめでたく壊れたままだった。

「あのエアコンもこの椅子と同じくらいだっけ？」

「ああ、エノシマにきてから……違うな、俺が小学生になるちょっと前に買ったから……もう、十年くらいか？　そりゃ、ガタもくるだろ」

　タケルの曖あい昧まいな質問の意図をくみ取ってテツナリは答える。生まれる前からの幼おさな馴な染じみのタケルたちには難むずかしくない。

「だったら、椅子も新しいのにしてエアコンも直せよ。水冷じゃないやつに」

　タケルが言うと、テツナリが猫を抱きかかえ起き上がった。ベッドの上であぐらを組む。視し線せんは猫に向けられたまま、呟つぶやく。

「エアコン嫌いのおまえには言われたくない科白せりふだな」

　この街、人工の島『恵乃島エノシマ』が完成して二十年ほど。まずは、ヒガシの海軍司令部など軍関係施設やそれに携たずさわる人間たちがやってきて、それからタケルやテツナリやナツミの親や家族などの民間人の移住があったのが、十五年前。

　わざわざ本土から離はなれた場所に島を造つくって大橋をかける手間より、本土の海岸を埋め立てるほうが容易たやすい。それをしなかったのは、人が暮らすというより、軍の拠きよ点てんとしての比重が高いせいだろう。

「オレたちが生まれて、十四年。何にも変わんねぇよな、この街は」

　網あみ戸どから透すける窓の外は、すっかり陽ひも落ちて、いつの間にか蟬せみの声も聞こえてこない。

「変わらないものなんて、ないさ。なあ、チク」

　テツナリが話しかけると、腕の中でおとなしくされるがままになっている猫チクがちいさく啼ないて返事をした。

　チクももう十歳前後になっているはずだ。もともとは、捨て猫だったのをナツミが拾ってきたが、ナツミの家もタケルのマンションも飼うことができず、ここ石倉イシクラ家けに引き取られることになった。チクという名前は、そのときにナツミが付けた。身体からだの模も様ようが竹ちく輪わみたいだからと。

「こいつももう、じいさんだぞ？　オレもタケルも歳としを取ってるし、椅い子すもクーラーも壊こわれた。なっ、変わらないものなんてないんだ」

　あいかわらず、鉱こう石せきラジオからは軍事関係の情報ニユースが流れている。

　陽気なパーソナリティがひたすらハガキ職しよく人にんのネタに答えるようなラジオプログラムではなく、どうして中学生の部へ屋やでこんな放送が流れているかといえば。

　テツナリは軍事関係の学校へ進学するつもりでいるらしい。士官学校を経て当然、将来は軍人になる。エノシマの子供なら珍しくない青写真だ。

　これから先のことを何も考えていないタケルとはまるで違う。将来のビジョン。

　ただし。この世界で起こっている戦争を自分たちにまるで関係ないように思っているのは、タケルだけじゃない。テツナリもほかの人々も同じだ。正義感云うん々ぬんよりも軍人がこの国で定職としては、一番成り立っているからだろう。タケルがただただ吞のん気きなだけじゃない。

　エノシマはヒガシの軍のために造つくられた人工の島だということも、軍の施設で成り立っていて人口の半分が軍の関係者だということも、すぐに忘れてしまう。

　そして、この国が今現在、戦争の真まっ只ただ中なかにあるということも忘れてしまっている。エノシマの空では見上げれば、鳥の代わりに軍用の泳ぐ鳥などの機き動どう兵器が簡かん単たんに見付かる。が、しかしそれら兵器を誰だれかを殺傷するためのモノだとタケルはあまり考えたことがなかった。

　タケルだけじゃない、この国に住むほとんどの人間が同じだった。それらはあまりにも見なれすぎている。加えて言うなら、兵器は人を傷付けることもできるが、護まもることもできる。護られていると思えば、人殺しの道具も不ふ思し議ぎと怖くなくなる。

　こんな日常では、目の前の現実を忘れてしまっても仕方ないことかもしれない。

「少しは現実にも目を向けろよ。本ばっか読んで妄想してないでさ」

　としかし、気の抜けた表情で鉱石ラジオに目を向けていたタケルに、テツナリが言った。

　妄想という単語が妙に引っかかる言い方だ。タケルにはその理由が判わかるエピソードが思い浮かぶ。やはり、あのことは話さないほうがよかったんじゃないかと、今さらながらに後悔した。あの『女の子』のことを、だ。

　妄想と言われても仕方がないんだろう。この街では、何も起こらない。静かで穏おだやかな時間が、日々過ぎていくだけ。夢見がちを誰が咎とがめられるのか。

「平和だからかなぁ」

　タケルは、この街が好きで、ここに住むちょっとお節せつ介かいすぎる人たちも大好きだ。

　汗だくになりながら隣となりの地区の図と書しよ館かんまで自転車で行ったり、帰りに商店街で買い物をしたり、行く先々で独り暮らしでは困るほどのおまけをもらったり。

　今、こうして、幼おさな馴な染じみとなんでもない会話をして、蒸むし暑あつくて、蚊か取とり線せん香こう臭い部へ屋やの空気もタケルにとって、たいせつな日々のひとつになっている。

　ただ、少しだけ退屈すぎるのかもしれない。タケルたち子供やエノシマに暮らすオトナたち、すべての人間が『平和』しか知らないからだ。

「なんにせよ、平和ってのはたいせつだよ」

「そうだよなぁ、……ふぁ……ぅ」

　再びベッドに寝転がったテツナリの科白せりふに、タケルはあくびをかみ殺しながらうなずいた。

　そこへ、もうひとりの幼馴染みがやってきた。

「おいおい、うちのおじいちゃんたちみたいな会話だなぁ。そこの中学生ふたり」

　タケルが開けっ放しにしていた戸のところに、ナツミが立っている。手には、おつかいの缶ビールが数本入ったビニール袋をぶらさげて。さっきテツナリが放り投げてキャッチしたビールもちゃっかり中に入っている。

「ふたりともだいぶ平和ボケしてるんじゃないのぉ？　そんなんで、いきなり『どかーんっ！』とかやられても知らないわよ」

「どっかーんて、誰だれに何をだ」

　テツナリの言うとおりだが、いきおいだけで口にした科白せりふの揚げ足を取られても、ナツミにはどうしようもなかった。

　いや、きっとナツミだけじゃないはずだ。テツナリも、タケルだって、この街、もっと大勢、この国で『平和』に暮らす人間は知らない。戦争がなんなのか、誰と戦っているのか、どうして戦わなければならないのか。誰も知らなかった。

　しかし、それで困ることなんてない。

　なにしろ、この国は、どうしようもなく平和だから。

「そういやさぁ」

　部屋の中に入ってきたナツミはタケルの座る椅い子すの背もたれに手をかける。

「ん？　なんだ、俺おれか？」

　ナツミの視し線せんが自分に向けられていることにテツナリが気付く。視線にうしろめたいものを感じたのか、テツナリが一いつ瞬しゆん目をそらした。

「どうしたテツナリ？　おいおい、また、なんかやったのか？」

　さっきの妄想の件くだりの仕返しとばかりに、タケルはにやけてテツナリに訊たずねる。

「『また』ってなんだよ。おまえじゃないんだ。特に問題なんて起こしてないさ。それに俺は生徒会の役員なの。全校生徒の見本だぞ？」

　高校への推すい薦せんを狙ねらって立候補したクセに、とは言わずタケルは反はん撃げきをナツミに任せることにした。

「テツさ、こないだ告白されたでしょ？」

「こないだ？　それ、野球部のマネージャーの？」

　ワリと最近のことだからタケルも覚えている。現在彼女持ちのテツナリは丁てい寧ねいに断った。が、

「いや、違くて。また別のコ」

　としかし、タケルには衝しよう撃げき的てきな事実をナツミが淡たん泊ぱくに喋しやべった。

「うぉっ、マジかよ。なんだよ、オレ、それ知らないぞ!?」

　置いてけぼりを喰くらった感じがした。最近、こんなことが多い。前はお互いのことはなんでも知っていたのに。

「ほっとけよ。どうせ、断ったんだし」

　ばつが悪そうにテツナリは、チクを持ち上げながらベッドに寝転がった。

「しかし、その子もあれだな。テツに彼女がいるって知らなかったのか？」

「ううん。知ってたみたい」

「へぇー、じゃあ、勇気あんなー」

　相手に彼女がいると知って告白するのには、ふたつの可能性が考えられる。

　好きな人に自分の気持ちを知ってほしい。それだけでも自分の気持ちを消化させたい。この恋にピリオドを打とうとする場合。もうひとつは、彼女がいようといまいと相手を自分のものにしようとするアグレッシブかつ大胆な自分に自信がある人物だった場合。

　ただし、ほとんどが前者だ。

「なんか、告白するだけしたかったみたいよ」

　ナツミが言う。やはり前者だった。だが、ナツミがこんな話をするにはまだ理由があった。

「でもさあ、最近、テツナリにとある噂うわさが流れてるの知ってる？」

　ナツミが呆あきれた風ふうな視し線せんをテツナリに向けた。

「噂？」

　学校でもそれ以外でも幼おさな馴な染じみのふたりと過ごしているタケルは、よほどの大きな噂でないかぎり、二人ふたりから聞く以外に話題を耳にしにくい。つまり、噂について何も知ち識しきがなかった。

「テツナリが彼女と別れる寸前。ってゆう」

　ナツミが薄うす目めでテツナリを見る。タケルにもテツナリが一いつ瞬しゆんため息をつきそうになったのが判わかった。噂があることをテツナリも知っていて、噂が事実と異ならないということもテツナリの表情を見ていれば判った。

　実はタケルも薄々は感じていたが、テツナリは彼女とうまくいっていないようだ。別れるのも時間の問題か。付き合いはじめのころにナツミが「三ヶ月もったら、バーガーの特大セットおごるわ」と言っていたくらいだから、予想はできていたと言えばそうだが。それでも、もうすぐ三ヶ月だった。タケルはこのままうまくいってくれればと思っていた。

「噂うわさを聞きつけて、今ならって思ったのか。告白してきたその子は？」

　人気者を引ひき留とめるのも難むずかしいが、捕まえるタイミングも難しい。

「なんで、こんなのがモテるかなぁ」

　呆あきれた風にナツミは、タケルの背中に肘ひじをついてぼやいた。

「今のコも告白してきたコもわたしの友達の友達だからねぇ」

　ナツミは人気者の幼おさな馴な染じみとしても、姉あね御ご肌はだな性格からも、頼りにされてしまう。だから、今後の友達関係を考えると頭が痛い話だ。赤ん坊のころからいっしょにいる幼馴染みに友達がどんどん振られていくなんて。

　だからといって、

「あんな男、やめておいたほうがいいわよ」

　とナツミは言わない。タケルもそうだが、テツナリのいいところも悪いところも判わかっている。だからこそ、むしろ、

「あなたたちじゃ、テツナリとは釣り合わないわ」

　ナツミにしてみれば、そんな厭いや味みのひとつやふたつでも言いたくなるところだろう。けれど、口に出すことはないはずだ。言ってしまえば、友達関係は非常に冷めたものになる。

「俺おれの話はいいんだよ。それより、おまえらのほうはどうなんだよ」

　自分の話題ばかりに自宅だというのに居い心ごこ地ちが悪くなったのか、自分に向けられた刃やいばをこちらへ跳はね返そうとしてきた。

　向けた刃が自分に返ってくることを予想していなかったわけでもないが、タケルとナツミは、押おし黙だまってしまった。

「って無言かよ」

　すかさず妙な間をテツナリに突っ込まれてしまう。合あい気き柔じゆう術じゆつではナツミに敵かなうのが難むずかしくても、口くち喧げん嘩かなら勝率を五ご分ぶには上げられる。

「いやいや悪かった。タケルはアレか、あの娘こがいるか」

　やはりきたかとタケルは目を細めた。

「どうだ最近は逢あってるのか？　前は毎晩毎晩逢ってるっていってたじゃないか」

　何も言い返すまい。タケルは唇を結ぶ。ヘタに言い返したら突っ込まれて、蜂はちの巣すにされるのがオチだ。

　タケルが気になっている相手は、テツナリを想おもう女の子たちから比べても、その障害は困こん難なんでどうしようもなかった。

「ほら、あの娘。名前なんていったっけ？　なぁ？」

　したり顔で訊たずねてくるテツナリに、一呼吸前のテツナリ以上にばつの悪い表情でタケルは、

「……知らない」

　蚊かの啼なくような声で呟つぶやいた。本当はちょっと泣きたかった。

　とにかく。タケルが気になっているあの女の子とはじめて逢ったのも、今も、逢うときはいつも──夢の中だったからだ。
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「タケルの好きなコってどんなコ？」

　ナツミがそんなことを訊きいてきたのは、ふたり乗りでテツナリの家から自転車で走り出してから、しばらくのことだった。

　不意を突かれたタケルは思わず自転車のペダルを踏ふみ外はずしてしまう。

　あのあと。テツナリに『あの女の子』の話題を出され気まずくなって、

「あ、そうだ。そ、そのビールいい加減ぬるくなるだろ？」

　そう言って、ナツミの手をつかんでテツナリの家を出てきた。

「ど、どんな子って……てゆうか、好きとかそういうんじゃないし」

　大体、夢に出てきた女の子が気になる。なんてこと、笑い話にしかならない。実際、テツナリには「おまえどんだけ妄もう想そう癖へきなんだよ」と大笑いされた。

「でも、気にはなってるんじゃないの？」

　幼おさな馴な染じみに遠えん慮りよはなかった。続けざまの質問攻めだ。タケルは、嫌いやでもあの女の子のことが頭に浮かんでくる。

「気になってないし」

「ウソつき」

　あっさり見抜かれた。さすが幼馴染み。というより、タケルが判わかりやすいだけだが。

　一方で、タケルは、このところ判らなくなることが増えてきた。ナツミやテツナリのことを。

　いっしょにいる時間が減る一方で、今まで口にしなくても伝わってきたふたりの心や気持ちや想おもいや考えが判らなくなるときがある。

「そんなんじゃないよ」

　口の中で不ふ明めい瞭りように呟いてタケルは誤ご魔ま化かした。ふたり乗りのせいじゃなく、ペダルが重く感じた。ハンドルにかけてあるビール缶が入ったビニール袋が生なま温ぬるい風に当たって、軽々した音を鳴らす。

　それからしばらくナツミから言葉が出てこなかった。短い時間だったが、妙な間にタケルは耐えきれず、首を振ったり、空を見上げたりする。夜空に赤く点滅する灯あかりがあった。軍の泳ぐ鳥だ。

　鳥のような姿をして、造つくられた当初は陸上のみを走っていたため走る鳥と呼ばれた。その後、海や空を航行するようになるころに、泳ぐ鳥と呼ばれるようになる。走る鳥は陸上用、泳ぐ鳥が海や空用。この街ではトリといえば、走る鳥や泳ぐ鳥の通称で呼ばれる軍用戦せん闘とう機きを意味する。それら軍が『魔神マシン』と総称する起動兵器には人型もある。鳥ト型リは軍の主力だが、次期主力は『ＫＭＥスーツ』のコードネームが付く人型になるだろう。それでもこの街では、まだまだ空を泳ぐのは鳥ではなく、軍のトリだ。そんな鋼こう鉄てつのトリが編へん隊たいを組みながら基地に戻っていく。と、すぐにまた別のトリが基地から飛び立っていった。

　エノシマはもともとヒガシの駐ちゆう留りゆう軍ぐんのために造られた街だ。一般的な住宅やビルのレトロさの中に軍がもたらす発達した最新の設備があるという風変わりな街並みを持つ。だからこそ軍用のトリなんてめずらしくない。ただこのところ、その数がやけに多く、空を見れば必ずといっていいほど軍の機動兵器が目にとまる。

　近々、また演習があるんだろうか。でもそんな連絡は入ってなかったはずだけれど。ナツミは知らないだろうかと、それを訊きくため口を開きかけたとき。

「恥ずかしいことじゃないよ。べつに、気になるコがたまたまさ、夢の中に出てきたそのコだったたけでしょ」

　ナツミの声がぶっきらぼうに明後日あさつてのほうへ消えていった。

　前に夢の中のあの女の子のことを話したときは、あまり意見らしい意見も言わなかったナツミだった。今のは、タケルの気持ちをくんでくれようとしているように聞こえた。

　ただ、いつも明るくて元気な彼女の声が、何ど処ことなく憂うれいを帯びているようだったのは、幼おさな馴な染じみ故ゆえに気にしすぎているんだろうか。

　ここは一度、話を変えて、いや、振り出しに戻ってみよう。そう思って、

「もしかして、おまえにも好きなやついるのか？」

　タケルは何気なく訊たずねた。いつもの『お調ちよう子し者もの』らしく振ふる舞まって冗じよう談だんですめばいいという考えは、なんとも浅はかだった。ナツミもいつもみたく、このお調子者に付き合って、軽口を叩たたいてくれるんじゃないか。そんな期待があった。けれど、

「いるよ」

　ナツミは、短く答えを言葉にした。

「へっ？」

　タケルが虚きよを突かれてしまう。

「わたしにだって、好きなひとぐらいいるよ」

　冗談には聞こえない。本当の気持ちなんだろう。

「へえ、そっか……そっか」

　だから、お調子者にもなれず、茶ちや化かすこともできずに、タケルは黙だまるしかなかった。

　ナツミも何も言わず、自転車のタイヤを廻まわすチェーンが擦こすれる音とタイヤが地面に触れる音がやけに大きく聞こえた。

　もう夜だというのに何ど処こからか、蟬せみの啼なく声も聞こえてくる。

　結局、それからふたりは口を開かないまま、ナツミの家に着いた。

　ブレーキをかける。タイヤの回転が減っていき、ゆっくりと停車した。タケルが両足を地面につけても、しばらく、ナツミは降りなかった。

「着いたぞ」

　判わかりきっていることをあえて口にする。それでようやく、

「うん。ありがと」

　ナツミが自転車のうしろから降りた。

「んじゃ」

　小さく言ってそのまま家の中に入ろうとする。

「おい、忘れもの」

　タケルは呼び止めて、ハンドルに引っかけてあったビニール袋をつかんだ。ビール缶の他ほかにも何か入っているんじゃないかと錯さつ覚かくするほど、手のひらにビニールの取っ手が食い込む。

「ごめん」

　ナツミがビニール袋に手を伸ばす。

「…………」

「…………」

　袋の取っ手をつかんだままナツミの動きが止まった。タケルも手を離はなせず、どうしたのかとナツミを見る。

　ナツミは何かを言いかけて、でも、それを飲みこんだ。

「バイバイ、またね」

　小さく手を振るナツミに背を向けて、タケルはペダルを漕こぎ出した。

　ナツミがどうしているのか振り返りたくなかった。ナツミを置き去りにするように、目一杯ペダルを漕いだ。

　なのに、自分だけが置き去りにされてしまった感覚がタケルを襲おそってきていた。

　どれくらい走ったか。道を曲がって曲がって、坂を上って下って、また曲がって、自宅マンションに戻るはずが、いつの間にか軌道自動車リニアレールバスの発着所までやってきてしまった。ここはもう街の中心部だ。

　やってきたレールバスに次々と人が乗りこんでいく。時計とけいはないから判わからないが、もう七時をすぎているはず。みんな家に帰っていく。その多くは軍関係施設に勤めていると思われた。

　不意にタケルは思い出したように、自転車にまたがったまま身体からだをひねった。今さら振り返っても、ナツミが手を振ってそこにいるはずもないのに。

「なにやってんだ……」

　我われながら苦笑いが出る。息を切らして、マンションから離れたこんなところまでやってきてしまった。

　タケルは自転車から降りて、手で押しはじめた。夜になっても蒸むし暑あつい湿度の毛布が、大粒の汗を浮かべる肌にまとわりついてくる。

　ナツミが最後に言いかけた本当の言葉はいったい何だったんだろうか。はっきり言ってくれればよかったのに。そうすればもっと簡かん単たんに言えることがタケルにもあったに違いないから。

　タケルの肩をつかんだナツミの手からは何も感じることができなかった。

　このところ、ずっとだ。

　本当はタケルは、ナツミのことも、テツナリのことも、判らなくなってきていた。

　ふとしたときに、ふたりとの距きよ離りを感じることがある。

　以前なら、言葉にしなくても伝わったものが伝わらなくなってきた。感じられなくなってきてしまっている。

　それがどうしようもなくタケルには寂さびしかった。

「変わらないものなんてない」

　何気ないテツナリの科白せりふが、タケルの頭の中で、耳の奥で、何度も何度もリフレインする。

　やはり、変わってしまったんだろうか。テツナリも、ナツミも、そして、タケル自身も。

　タケルは、テツナリやナツミと同じ時間を過ごすそれだけで、十分楽しかった。満足していた。でも、ふたりは違っていたのかもしれない。今さらにそんなことを気付かされた。

　テツナリに彼女ができたとき、ちゃかしたりしたけど、素直すなおに嬉うれしかった。同時に、寂しかった。取り残されたように感じた。

　さっきもそう。ナツミが「好きなひとがいる」と言ったとき、動揺した。

　また、置いていかれてしまった。寂しさは胸をかすめただけで、呼吸をつらくした。

　何も変わらずに、ずっと三人いっしょにいられると思っていた。本気でそう思っていたのに。

「オレだけ違うのかもなあ」

　呟つぶやいて、自分の声の情けなさにため息が出そうになる。

「みんなも変わってるとしたら、自分だけ変わってないなんてことないもんな」

　そうだ。タケルがテツナリやナツミのことが判わからなくなってきているんだとしたら、ふたりがタケルのことを判らなくなってきていることもあるはずだろう。

　何も変わらないつもりでも、気が付かないうちに変わっていることがある。




　明日あした、平和が終わるなんて誰だれも思ってなかっただろう。

　夢の終わりがくる、そんな日に。
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　午前二時。海軍司令本部のあるエノシマ上空に近付いてくる機き影えいがあった。




　月と星の光に照らされ、一般貨物運うん搬ぱん用よう中型飛ひ行こう艇ていがその限界速度を超えて空気の壁かべを貫つらぬいていく。

「姐ねえさんっ！　追いつかれちゃうよ！」

　操そう舵だ席せきから身体からだがはみ出いでて余るほどの大男が、図ナ体リにまったく相応ふさわしくない怯おびえた声を上げた。エンジンのオーバーヒートや機体の耐久度その他諸もろ々もろの危険を知らせるブザーが、けたたましく操舵室に響ひびく。飛行艇は機体が今にもバラバラになってしまいそうなほど、揺れ、軋きしんでいた。

「社長とお呼びよ、莫ば迦かが！　いいから目一杯飛ばしな！」

　大男のうしろで、こんな揺れの中で仁に王おう立だちした女が怒ど鳴なる。

「国際貨物便の偽フ装リしてれば、軍の間抜け共どもはだませると思ったが。『カミサマ』のほうはそんなに甘くなかったか。しかもまあ、あんな大物をよこすとは、なんてサービスだい！」

　咥くわえ莨タバコを燻くゆらせながら、女は歯ぎしりする。偽ぎ装そうの単語が示すとおり、操舵室コツクピツトには貨物便の船にはありえない、軍の技術と異なるが高度な技術による機器類が並んでいた。

　女以下乗員十数名と貨物を乗せた飛行艇、偽装貨物便の後方約四百メートルに、巨大な影かげが迫っていた。現在、追跡を受け逃亡を図っている最中だが、こんな空の上では、隠れる場所は雲くらいしかない。快晴の今こ宵よいはその雲を捜すのにも苦労する。

「姐さん、機関室の蝦夷尊エジソンから動エ力ン機ジ関ンが火を噴ふきそうだと」

　女の傍かたわら複ふく数すうの操作機器に向かうサングラスの男が、機関士からの幼虫石エレメンタラーによる有線通信ワイヤードを臨りん場じよう感かんをまったく無視したひどく冷静な声で伝える。男のヘッドセットのインターカムから聞こえているのは、機関士の臨場感たっぷりの悲鳴に近い叫ＳびＯ声Ｓだった。

「泣き言なんて聞きたくないね。エジソンに言っときな、水でもぶっかけとけって！　それに生きて孫の顔が見たいんだろってね。アタイ等らもまだ死にたくないんだよっ」

　と、女も冷や水のような言葉を口にした。エンジンが火を噴ふいてもまだ飛んでもらわなくてはいけない。しかし、

「あ、姐ねえさんっ！　出力が上がんないよ！　スピードも落ちてきて、機体も落ちていってる！」

　機関室同様機体の限界を肌で感じている大男は、もはや半ベソだ。

「黙だまりな、ウドっ！　本当にあんたは名前通りの独う活どの大たい木ぼくかい!?　違うだろ、なんのためにそんなにデカイんだ！　しっかり舵かじを握って前だけ見てな！」

　女は声を張り上げ、ウドと呼ばれた大男のモヒカン頭を右手で思い切り張った。こうなってくると、図ずう体たいの大きさはまったく関係なかったが。

「痛ぃっ！　ご、ごめんよ、姐さん！」

　大男は、素直すなおに女の言い付けに何度もうなずいて、必死で舵を握り前だけを見つめた。

「姐さん、軍が出てきました。約五分で接触します」

　相変わらず冷静にサングラスの男が傍ぼう受じゆした軍の無む線せんの内容を女に伝える。

　軍とはもはや敵対関係にあると言っていい。もともと好きでもないし、好かれてもいなかっただろう。あちらはこの世界で一番の正義の味方。こちらは社会のつまはじき者の集まりだ。

　ただし、今こちらが追い立てられている相手は軍にとって最大の『敵』。必ず軍は動く。そうすれば交戦状態に入るだろう。その混乱に乗じて逃げ切るつもり。だった。

「このタイミングでようやくか。予想より遅い。まったく、もう少し早くできなかったのかい。お粗そ末まつだね。さっさと後ろの大物と戦やり合ってくりゃ、楽できたんだよ」

　女は舌打ちして、頭の中でこれまでの計画と変更、事態の把は握あくと予測を組み直す。

　すると、一いつ瞬しゆん、目が眩くらむほどの閃せん光こうが飛ひ行こう艇ていをかすめていった。同時に、機体が大きく揺さぶられる。体勢を保っていられず膝ひざを折った女は咄とつ嗟さに目の前にあったそれをつかんだ。

「いたたたたたた……っ！」

　それは大男の髪の毛モヒカンだった。が、女はまったく意に介さずモヒカンをにぎり立ち上がった。

「クソッ！　もう射程に入っちまったのか！」

　今の閃光は雷かみなりやその類たぐいではない。百ひやく雷らいが落ちたような衝しよう撃げき波ははあったが、後方に迫る追跡者が放った一撃だ。サングラスの男が操作する機器類のモニターに、飛行艇後部の見張りにつく仲間が持つカメラが捉とらえた映像が表示される。

「不気味すぎだろ、コイツはっ！」

　闇やみ夜よに巨大な彫刻のごとき姿が迫りくる。しかも。

「おいおい、何を出そうってんだい……！」

　女が乾いた笑えみを浮かべる。

　巨大彫刻のおそらく口こう辺へんが大きく開かれると、そこから姿形がよく似た小型の彫刻のようなモノが次々と飛び出してくるのが確かく認にんできた。

「ど、ど、どうするんですか!?　姐ねえさん!!」

　悲鳴を上げ女に助けを求める操そう舵だ席せきの大男。
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「社長だっつってんだろ、この間抜けが！　仕方ない、軍がくるまで時間を稼かせぐか……」

　大男を怒ど鳴なりつけ、女は言った。

「いいかい、ウド。よくお聞き。軍が出てきても無視して船をこのままエノシマの市街地に突っ込ませるんだ」

「は、はいっ！」

「アタイは細かい奴やつ等らを何とかする。泳ぐ鳥トリで出るよ。格納庫の連中にエンジンかけとけって伝えな」

　女に言われ、大男は骨が鈍にぶい音を鳴らすほど強く首を振り、サングラスの男は静かに一度だけ首を縦たてに折った。

　女の言う『泳ぐ鳥』は軍用とは違う。よく似ているが、やはりこの船と同じ独自の技術によって設計および制作されたモノだ。兵器としてではなく、商売道具として、機き動どう力りよくに長たけた特性を持つ。すべて、機き関かん室しつの天才だが奇き天て烈れつなエジソンと、その天才を凌しのぐ天才（今回の依頼には同行していないが）弱冠十三歳のエジソンの孫娘が手がけている。

「連中に教えてやるんだよ。アタイ等らのチカラをさ。運び屋『アシナガ』に運べないものはないってね。依頼者クライアントが望むのなら、他人から奪うばったとしても、それがたとえ鳥とり籠かごの中の『神さま』だったとしても……！」

　女の軍ぐん靴かが床ゆかを蹴ける。大男の席にかけてあったトレンチコートをひっつかんで、女は操そう舵だ室しつを出た。不安がないといったら噓うそになるだろう。それでも。

「必死の思いで手に入れた、鳥籠の中の御神体カミさまだ。あっちのカミサマの同類だからって、そう簡かん単たんに渡せないんだよ。──行くよ、野郎共ども！　気合いを入れなッッ!!」

　女の怒ど声せいが飛ひ行こう艇てい内に響ひびき渡わたった。




　今、まさに、誰だれも知らない戦争がはじまろうとしていた。
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　タケルは寝苦しさで目が覚めた。

　哀かなしい夢だった。羽根があるのに鳥籠の中でずっと羽ばたくことがない鳥の夢。

　タケルはただそれを遠くから見ているだけで、何もできない。それがどうしようもなく悔くやしくて、でも、籠かごの中の鳥は綺き麗れいに唄うたっていた。それがどうしようもなく哀しくて。

　籠の中の鳥は、あれは、女の子だったんじゃないかと思う。

　タケルに何かを言っていた。言おうとしていた。なのに、今はもう思い出すことができなくて、よけいに哀しくなった。明日あしたには忘れてしまう想おもいだとしても。

　マンションの自室。ベッドの上で半身を起こす。身体からだが接していた部分、シーツが汗で湿って沼地のようになっていた。この分だと、マットレスにまで染みこんでいるはず。

　朝になったら、天てん日ぴ干ぼししよう。天気予報はどうだったか、頭がまだ活動を活発化させていないらしく、思い出せない。天気予報を見た記き憶おくもない。

　ナツミを家まで送ってそれから何ど処こをどう行って、いつ、帰ってきたんだっけ。

　眠気で開き切っていない目でエアコンを見れば、すっかり音もなく、タケルの思考回路と同じく活動を停止させていた。

「自分で消したんだったっけ？」

　このエアコンは音がやたらとうるさく、冷えすぎる。それにタケルはエアコンが苦にが手て。寝ぼけて無む意い識しきに止めたのかもしれない。

　ベッドから降りてタケルは、ベッドの傍かたわらにある扇せん風ぷう機きの操作部を足で踏んづけた。スイッチが入る軽い音がしたが、一いつ向こうに羽根が廻まわる気配けはいがなかった。不ふ真ま面じ目めなだけか、それとも、

「コイツもガタがきてんのか……」

　仕方なくあきらめ、寝起きで力不足の安定感のない足で窓に近付く。エアコンをつけていたから、窓も閉めたままにしてあった。ロックを外はずし窓まど枠わくに手をかけ、力を入れた。サッシとレールが擦こすれ、鈍どん臭くさい金属音の悲鳴を上げる。

「……あちぃ」

　窓が開くと、微かすかにカーテンが揺れた。室温よりも生暖かい風が部へ屋やに注ぎこんでくる。閉めきった部屋よりも風がある分まだましか。

　タケルは崩れるようにベッドの上に寝転がった。自分の汗で湿ったシーツがこの上なく不快に感じる。

　おかげで寝付けず、天てん井じようを眺めていると徐じよ々じよに目も冴さえてきてしまった。枕まくら元もとに置いた目め覚ざまし時計どけいに手をやった。

　時刻は、午前二時。ベッドに入ってからそれほど時間が経たっていない。体感ではもう少し時間が経っているはずなのに。

「……喉のど渇かわいたな」

　齢よわい十四にしての独り暮らし、独り言もすっかり板に付いてきた。

　タケルは、壁かべからコードの繫つながった目覚まし時計を元に放ると、再びベッドから離はなれた。

　部屋を一歩出ると壁の代わりに本棚が迫ってくる。

　廊下は本棚で人が通るスペースが制限されてしまっていた。すでにすべての段に空あきがなく本棚の上に積つまれた書しよ籍せきが天井まで到達している。まるで本棚が書籍に埋没して見える。この異様な光景は、タケル宅マンションの全室全通路にわたって繰くり広げられていた。

　ほとんどが叔お父じが収集したもので、タケルが自分の小こ遣づかい分からやりくりして購こう入にゆうした本などたかが知れている。

　これだけの本があって、それでもタケルが図と書しよ館かんに通っているのは、叔父の書籍は資料系のものが多いからだ。タケルはＳＦでもファンタジーでも現代物でもストーリーがあるものを好んで読んでいる。

　それと、タケルには何ど処こに何の本があるのかさっぱり判わからない。それを唯一知っている叔父は、海外を放浪中の身。今何処で何をしているのやら。

　手紙が届いているので、ちゃんと生きてはいるらしい。

「……くあぁ……ふぅ」

　大きなあくびが出た。眠いクセに意い識しきは、はっきりしてしまっている。眠りたいのに眠れそうになかった。夏休みでよかった。明日あしたは少し遅くまで眠っていよう。

　本のアーチの廊下を抜け、キッチンに向かう。

「ん？　あれ？」

　暗がりの中、手探りで照明のスイッチに触れた。が、点灯しない。何度かスイッチを指で押してみるも、やはり反応がなかった。

「……マジか。停電……？」

　道どう理りで。さっきエアコンも止まっていた。扇せん風ぷう機きも動かなかった。

　動揺はない。何しろ、こんなこと此こ処こではよくあることだった。

「てことは、もしかして……」

　キッチンの水道の蛇じや口ぐちに手をかける。

「やっぱ出ねぇし」

　水が出ない。これも珍しくなかった。平日昼間でも起こりうることだけに、夜中ならなおさら。おそらく、電話も使えなくなっている。

「目め覚ざましも止まってたってことか……じゃあ、今ほんとは何時だ？」

　自室の目覚まし時計どけいは電池で動くタイプではなく、コンセントに差し込むタイプ。これまでにも何度か夜中の停電で、正せい確かくな時間を刻めないことがあった。

　それでも毎日同じような時間に目が覚めるタケルは、中学を無む遅ち刻こく無欠席の皆かい勤きん中。リビングに行けば、アナログな振り子時計があって、きちんと撥条ゼンマイを巻いておけば、正確な時間を知らせてくれる。

　というわけで、キッチンからリビングに移動する。といっても繫つながっているので、キッチンから時計が見えないこともないが、暗くて時計の針が確認不可能。結局、そこまで歩いて近付く必要があった。

「……ん？　二時？」

　時計とけいの針が停電で無力となった部へ屋やの目覚まし時計と同じ時刻で止まっている。

「地じ震しんでもあったのか」

　振り子時計は制せい御ぎよしているのが振り子だけに、揺れに弱い。地震があったとしたら、停電も断水も、振り子が止まっているのもすべて納得できる。

　納得できないのは、それほどの揺れに気付かず眠っていた自分の間抜けさだけだ。

「オレ、夜中に大地震が来たらまず助からないタイプだな」

　そう卑ひ下げしても虚むなしいだけだ。タケルは、時計の振り子室を開けて、手で振り子を揺り動かした。機き械かい式しきの腕時計の精密な機関カラクリとはまた違った重厚な音を立てて、振り子時計が再び動きはじめる。念のために、撥条ゼンマイも巻いておこうと、振り子室に入れておいた鍵かぎを手にした。

　前方後円墳のような形状の差し込み口に、鍵を刺し入れる。

　鍵穴の向こうで金属が触れあう堅い音がした。と、同時に、

「…………なんだ……え？」

　地面が鼓こ動どうしているような大きな揺れがマンション全体を襲おそってきた。床ゆかから突き上げられる感覚にタケルはよろめいて尻しり餅もちをつく。

「ちょ、なにが……!?」

　何が起こったんだ。思考が働く前に続けざま、鼓こ膜まくを激はげしく揺さぶる爆ばく発はつ音おんが鳴った。遠くから聞こえてきたが、それでもかなりの轟ごう音おんだ。部へ屋やの家具ががたつき、肌に張りついた空気が怯おびえるように小刻みに震ふるえる。

「カミナリか……？」

　窓の外がやけに明るくなっている。落らく雷らいでもあったんだろうか。

　倍速で脈打つ心しん臓ぞうを落ち着かせるためにタケルは、光が漏れるカーテンを手に取った。

「…………エッ？」

　街が夕焼けのように赤く燃もえていた。なのに空はまだ真夜中の暗くら闇やみ。街を覆うように広がる炎が空を染めている。

　タケルはその瞬しゆん間かん、部屋を飛び出していた。寝間着パジヤマがわりの中学の体たい操そう着ぎのまま、サンダルを足に引っかけマンションの部屋の外へ。

　そして、タケルの目に映ったのはさらに、夢の、それも悪夢のような、惨さん憺たんたる光景だった。




　　　　６．




　流れ星が空から滴したたって、こんな地上の小さな人工島まで降りてきた。そんな風ふうに思った。

「…………っ」

　言いかけてすぐにやめた。どんな言葉だったら正しかったのか判わからない。けど、綺き麗れいとか美しいとか、あまりにも場違いだった。

　夜空を星の代わりに明るい閃せん光こうが駆かけ抜けていた。一いつ瞬しゆん、それを真夏の流星群だとか暢気のんきに思ってしまう。こんなとき、人間は現実を容易に受け入れられなくて、逃とう避ひしようとするんだとタケル少年は身を以もつて知った。

　停電でエレベーターも停とまっている。タケルは階段を下りていく間に、いつしか駆け足になっていた。息を切らしマンションのロビーから外へ飛び出した。

「なんだよ」

　空が夕景のように明るい。軍の基地がある街の西側だ。

「燃もえてる……!?」

　やはり夕焼けの茜あかね色いろなんかじゃない。暗闇に明かりを灯ともしているのは、黒い煙を激しく立ち上らせ、燃え上がる炎だった。

　タケルが暮らす背の高いマンションからは、街の半分、主おもに軍の施設が集中している西側が見渡せる。その軍施設から街の中心部へと火の手が広がりつつあった。

「どうなってるんだ……っ！　なんなんだよ、アレ!?」

　小型中型合わせて無数の泳ぐ鳥が空を駆け抜けていく。流れ星だと思った光は、軍の機き動どう兵器、泳ぐ鳥や人型魔神マシンが放つ砲ほう撃げきの火だった。

　攻撃しているのは、夜空を覆おおうように飛ぶ鳥──いや、普通の鳥類にしては大きすぎる。人間が乗っている泳ぐ鳥と同じくらいの大きさで、姿形も似たまったく別の〝何か〟だ。鳥が羽根を開いたようなカタチをしている。機き械かい的てきな容姿フオルムの鳥型や人型魔神とは違い、その何かは、まるで天使をデフォルメした彫刻作品のよう。そいつもまた攻撃を放っていた。

　天使の下方から光の環わが出現し、全身をなぞり上半身そして頭上へと転位する。光の環は大きく広がると同時に閃せん光こうを弾はじき出した。それらが夜空に無数の火を灯ともす。

　魔神の砲撃が天使に弾着し黒煙に包まれながら堕おちていく。

　天使が咆ほう哮こうすると光の矢に射い貫ぬかれた魔神が白煙を上げながら、墜ちていく。

　天使と魔神の戦争。そんな光景が空で繰くり広げられていた。

　軍の機動兵器が墜つい落らくする。その火が街へ落ちていく。街を壊こわして、街を燃やしていく。街を護まもるはずの、そのためにいるはずの軍が街に被害を与えてしまってどうするんだ。なんのための軍だ。しかも民タ間ケ人ルを巻き込みそうな距きよ離りで派は手でにやらかしている。

　見なれた軍の──正義のヒーローのマシンがやけに滑こつ稽けいにその目に映った。

「なにやってんだよ……。どうなってんだよ……！」

　繰り返した。しかし誰だれも答えてくれなかった。周囲に誰の姿もない。みんな、すでに避ひ難なんしているのか。テツナリやナツミは、無事だろうか。いや、無事に決まっている。タケルは乱らん暴ぼうに首を振って、浮かんでくる最悪の想像を振り払った。こんなときに本好きとして培つちかった豊かな想像力を発はつ揮きしなくてもいい。

「クソッ！　この街もこの国も平和じゃなかったのかよ……！」

　こんな戦争なんて、小説や物語の中だけで十分なのに。誰だれが望んだ？

「なんなんだよっ！」

　何もしなくても誰かに咎とがめられることはない。そこへ行って何ができるわけでもないが、タケルは走り出した。

「大丈夫大丈夫だ。停電しても最低限のものしか入ってないし、保冷機き能のうが働いてれば今日きよう貰もらった野菜とかは大丈夫だろ。電話もどうせ使えない。非常時連絡用のやつがマンションにあったけど──とりあえず、走るしかないだろ……!?」

　夜空に鮮あざやかな放ほう物ぶつ線せんを描く弾丸や閃せん光こうに負けず、タケルの口からは矢や継つぎ早ばやに独り言が出てくる。混乱して思考がまとまらず集中もままならずにあちらこちらへと散乱する。現実に足をすくわれそうになっていた。膝ひざが笑って力が抜けて転んでしまいそうだ。

　本当は大声で叫びたいくらいだった。どうしても悪いことばかりが頭に浮かんでくる。

　マンションのエレベーターは動いているはずもなく、タケルは必死になって階段を駆かけ下りていく。

「何だよ……！　何だよ……っ！」

　繰くり返し繰り返し発する言葉にもはや意味などない。

　みんな今、どうしているんだ？

　幼おさな馴な染じみの顔やよくしてくれている人たちの顔が次々に浮かんでくる。

　演習でもそうでなくても、この状況ならもうみんな軍のシェルターに避ひ難なんしている可能性が高い。原因が判わからなくてもこういう有事のためのシェルターや避難訓練も兼ねた演習だったはずだ。

　もし、こんな街の炎の中にタケルだけが取り残されているんだとしたら。そんなことを考えるだけで、心しん臓ぞうが異常な速さで脈打ち息が上がってきてしまう。

「なんだよ……！」

　悪い想像に次いで自分に対して羞しゆう悪おがわき出てきた。こんな状況下では、警けい報ほうや避難勧かん告こくの放送がやかましくあちこちで流されていたはず。どうやったら気付かないでいられる。寝苦しさで起きるような浅い眠りで、何な故ぜ、眠っていられた。

「うわーッ！」

　さっき勢い余って、マンションの外へ出てきてしまった。非常時連絡用の電話器は管理室の傍そばにあったはずだ。しかし、こんな状況でいったい何ど処こへ何をどう連絡したらいいのか思いつかなかった。

　タケルは地面を踏みしめた数秒後に躓つまずき、アスファルトを二度、三度と転がっていた。

　体感で百メートルほど先の上空で爆ばく炎えんが上がった。軍の魔神マシンとも天使の彫刻のような何かとも違う。民間の貨物車両の飛ひ行こう艇ていに見えるそれは、夜空を走る閃せん光こうに飲み込まれると一いつ瞬しゆんにして、炎の塊かたまりと化した。

　その直前に飛行艇から小型の泳ぐ鳥が脱出したが、タケルの目では確かく認にんできなかった。そのとき、立っているのが困難になるほどの衝しよう撃げき波はがタケルを襲おそったからだ。

　髪の毛が焦こげるような爆ばく風ふうに身を弄もてあそばれ空中を散歩した。地面に叩たたきつけられたタケルが再び目を開いたとき、狭くなった視界に巨大な影かげが映っていた。

　声が出せなかった。咄とつ嗟さに出た受け身のおかげで大おお怪け我がはしなかったが、息を吞のむのも呼吸をするのも忘れ、タケルは地面に寝転がったまま、それを呆ぼう然ぜんと見上げた。

　貨物飛行艇を焼いた閃光を放ったのは、その影。あまりにも異様な姿をしていた。天使の彫刻のような何かは軍の飛行母ぼ艦かんに匹ひつ敵てきする大きさだった。

　これが戦争だというならば、巨大な影あれはいったい何なんだ。

　あれが人の手で造つくられたモノとは思えない。マシンなどの機き械かい的てきな『鎧よろい』に身を包んだ、いわゆる戦争のための道具とは違う。そう、あれは人間以外が創造した『化物バケモノ』だ。

　天使の彫刻のような巨大なバケモノはその翼つばさを羽ばたかせることなく宙に悠ゆう然ぜんと浮かぶ。口こう辺へんから放たれる光が、小型の天使の彫刻やまとわりつく軍のマシンなどを一閃、なぎ払う。

「戦争って……どっかの国と、誰だれか──人間と戦争してるんじゃなかったのか!?　あんなモノ、バケモノじゃないか。何が起こってるんだ……!?」

　言葉にして消え去るほど簡かん単たんな不安じゃなかった。膝ひざや腕をすりむいて血が滲にじんでいる。それでも、タケルは自分が立ち上がるのを待ち切れずに、這はうようにその場から走り出した。痛さなど感じている余裕もない。サンダルが脱げても気付かず、無む我が夢む中ちゆうでアスファルトを蹴けった。

「これが戦争だっていうんなら、軍は何やってんだよ!?　こんなときのためにこの街にいるんじゃなかったのか!?　あのバケモノをなんとかしろよッ!!」

　バケモノが放つ閃光が空を照らし、マシンが次々と墜おちていく。

　戦争の灯とう火かが、炎と爆発音が、少しずつタケルに近付いている。爆音と衝撃波が襲ってくるまでの時間が短くなっていく。

「走れよ、オレっ！」

　今必死にならなくていつ必死になればいいっていうんだ。地面を蹴って歩道の手て摺すりを飛び越える。戦争に巻きこまれて生き延びる自信なんて、ない。こんなとき、決まって、小説や物語の主人公は奇き蹟せき的てきに生き延びることができるが、タケルは、そうじゃない。ただの、人ヒ間トだ。

「でも、オレだって、やれるんだよっ！　やらなきゃなんだよ！」

　心の中の混乱が口を突いて出る。誰だれに言うわけではなく、自分の声が聞こえているうちは自分が無事だと確かく認にんできる。

　夜中に目が覚めたら自分だけ独り取り残されていた街が戦場になっているなんて、何ど処この誰が想像できるというんだ。だったら、夢だ。これは夢だ。

「夢だろ、こんなの夢でしかありえねぇ！　夢なら早く覚めてくれよ！　なんであのバケモノ、オレがいるほうにくるんだよ……ッッ！」

　悲鳴ともつかない叫びを上げながらそれでも走り続ける。だが、バケモノやマシンが、閃せん光こうと衝しよう撃げき波はが背後に迫ってくる。まるで何かを追いかけるように。軍のマシンがその行く手を阻はばもうと、数すう機きがバケモノの周囲を旋せん回かいしながら攻撃をしかけるが、一いつ瞬しゆんで光に払われてしまった。その爆ばく風ふうがまた、タケルを襲おそう。

　首筋に熱ねつ風ぷうを感じると、何かが焦こげる匂においがした。それが自分の髪の毛が灼やけているんだと自覚する前に、再び、タケルの身体からだは地面から遠ざかっていた。

　バケモノの閃光に焼かれたマシンがタケルから少し離はなれた場所に落下。空を飛ぶはずのモノが地面を転がっているのを異様に感じた刹せつ那な、爆発が起こった。その衝撃がタケルの細身の身体をいとも簡単に宙に浮かせた。

　地面を蹴っていた足が空から振ぶりして、強風に吹かれた枯れ葉のようにタケルは空中を舞まう。

　空と地がゆっくりと入れかわるスローモーションの景色けしきに、タケルは、「これが走そう馬ま灯とう？」「やっぱり夢か？」などと、とんでもなく間抜けなことを思い浮かべていた。

　みんな、大丈夫かな。テツナリもナツミもちゃんと避ひ難なんしてるだろうな。

　オレみたく寝坊してないか。あいつらは大丈夫だ。オレなんかよりも何倍もしっかりしている。人望もあって、将来の夢もあって。そんなことを考えながら、

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────っ!!」

　叫んでも声は轟とどろく爆音に容易たやすくかき消される。

　また咄とつ嗟さに受け身を取っていた。こんなときだが、合あい気き柔じゆう術じゆつをやっていて、日ひ頃ごろナツミに投げられ続けていたのが功を奏したんだろう。ただ、そんなささやかな喜びも、このままでは無に還かえってしまう。戦いの火がすぐそこまで近付いてきている。

　そして、ようやく思い出した。

「そうだ。戦争は他ひ人と事ごとなんかじゃなかったんだ。この国は今も──戦争中だったんだ」

　平和すぎて忘れていただけなんだ。でも、ずっと戦争をしていた。この国で暮らす人たちが誰だれも知らないまま戦争は続いていた。それが今、目の前で起こっている。これはただそれだけのことなのかもしれない。

　見上げる空で起こっている戦争。

「だとしたら、やっぱり、あのバケモノが……〝敵〟ってことか？」

　軍のマシンが戦っているんだから、そうなる。だとしても、タケルはどうしてか気になった。相手のバケモノの火力は軍に比べて圧倒的だ。が、一方的な攻撃をしかけてない。攻撃してくるマシンに対し、ある一定の距きよ離りの中で反撃する。

　もうひとつある。

「何かを捜しているのか？」

　そんな気がした。根拠も自信もないが。タケルにはそう思えて仕方がなかった。

　バケモノは、落とし物を捜すときのように同じ場所を往復する。タケルも落とし物をして何度も同じ場所を巡めぐったことがある。ならば、バケモノが捜している『もの』とは？　この街に何があるというんだ。

　しかし、タケルの思考は唐とう突とつに途と絶だえた。

　目の前を光がかすめていく。時間は数秒もなかったかもしれない。やけに長く感じた滞空時間の末、タケルはそのままアスファルトに今度は受け身も取れず叩たたきつけらた。

「イッてぇ……！」

　バケモノが放った閃せん光こうがタケルがいたすぐ傍そばを吹き飛ばしていた。タケルの身体からだのいたる箇所から血が流れ出す。腕や肩から全身へと鈍にぶい痛みが走る。けれど、その痛みのおかげで自分はまだ生きていると確かく認にんすることができた。状況は絶望的だったが。

　身体を起こし、立ち上がる。網もう膜まくに映りこんだその現実に息が止まりそうだった。

　さっきまでタケルが走っていた場所に吹き飛ばされた数すう機きの泳ぐ鳥の塊かたまりが、瓦が礫れきの山と化して目の前にそびえ立っていた。

　中に人が乗っていたとしたら、人間がこの中に……。

　あたりは一面、火の海。タケルは、これが夢ではなく現実のことだと信じられず、ただ呆ぼう然ぜんとして逃げることもできなかった。

　絶望とともにこの世の果てに立ち尽くした若者たちの物語を思い出した。夕景とともに世界の終わりがきたんだと燃もえる真あ緋け色いろが煙を吐きながらタケルに教えてくれた。

　タケルの身長を遥はるかに超える高さの瓦礫を前に、立ちつくす。このまま終わるのかもしれない。これは夢だと信じたかった。

　しかしながら、アスファルトや金属やいろんなものが灼やける匂においや呼吸の苦しさや身体中の痛みが、これが現実だとタケルに知らしめる。あまりの現実に気が遠のいていく。このまま気を失ってしまえば、次に目覚めたときには全部が夢かもしれない。そんな淡あわい期待を抱きつつも、この現実をどうにも受け入れられずにいる自分もいた。

　頭上、すぐそこには巨大な化物ケモノが浮遊し、その周囲を軍の魔神マシンが取り囲んでいた。口の中の血の味と火薬の匂いで吐き気がした。

「なんでこんなことになってんだよ……」

　どうしてこんなことになったのか理由が判わからないまま、たった十四歳で最期を迎えたくない。

　何な故ぜ、どうして、何が、どうなっているのか。

　知りたい。誰だれか教えてくれ。

「こんなところで死んでたまるかよ……！」

　そう思ってみても、脚が震ふるえて動かせなかった。本当は今すぐに逃げ出したいのに、逃げることもできない。どうしようもない自分の弱さに絶望しそうになった。

　そのときだ。

　音がなくなった。

　タケルは、死にたくないと望んでもやはり命の終わりがきてしまったのかとそう思った。

　時間も止まっている気がした。

　ゆっくりとタケルの前に光が舞まい降りる。それはタケルに終わりをもたらすバケモノの閃せん光こうでも、マシンの爆ばく撃げきの炎でもなかった。

　光は、人ヒ間トのカタチを──女の子の姿をしていた。

　鉄てつ屑くずを集めて造つくったような瓦礫の山の上に、でも、とても綺き麗れいな羽根を広げてゆっくりゆっくりと空から舞い降りてくる。

　タケルが願ねがったのは、ささやかな「死にたくない」という願いだった。

　こんな奇き蹟せきを起こしてほしいなどと望んだつもりはない。なのに、タケルは、生きていてよかったと思った。これが夢だとしても現実だとしても、生きていなければ見られない夢だ。生きていなければ、逢あえなかった。

　あれは夢だった。タケルの見た夢だった。だが、これは現実。

　夢で逢った女の子。タケルが想おもっても、願っても、叶かなわなかった女の子がそこに。

　空からやってきた金属の羽根を持つ女の子。淡あわく白にも銀にも見える髪の毛が風に揺れ、その長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた大きな虹にじ色いろの瞳ひとみが、タケルのことを静かに見つめていた。

　バケモノが女の子を見つけると、引きつけたマシンとともに滑かつ空くうしてくる。

「あのバケモノ……この子を捜していたのか……!?」

　タケルと女の子の存在に気付いた軍のマシンが地面に向かってくる。まるでそれを防ごうとするように、小型の天使の彫刻もそれに続き地上へ降り立った。

　途端とたん、そこが戦場になった。タケルと女の子の周囲はあっという間に閃光と弾丸の雨う飛ひの中に飲みこまれる。

　それでもタケルは女の子から目をそらせなかった。目が離はなせなかった。戦争の真まっ只ただ中なかにいるのに、天使と魔神マシンが争う最中に、間の抜けた表情で女の子の神こう々ごうしい姿に見み惚とれていた。

　目覚めてしまえば忘れてしまうような夢の中で、出逢った女の子。けっして忘れることのなかった女の子の姿。それが今すぐそこにあるんだ。

　女の子は裸足はだしで軽く瓦が礫れきの山を蹴けると、ゆるやかに金属の羽根をはばたかせ、タケルの傍そばに降り立つ。間近で見る女の子はやはり、夢の中で逢ったそのまま。虹色の瞳に吸いこまれそうになる。
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「きみがあたしの〝願い〟を叶えてくれるひと？」

　その虹色の瞳には、タケルだけが映っていた。

　ひどく弱々しい、でも、女の子は柔らかに微ほほ笑えむ。タケルももう女の子しか見えなくなる。まるで、そこはふたりっきりの世界。

　さっきまで逃げ出したくて仕方なかったのに、この女の子を護まもりたいと思った。そして、タケルは強く願ねがった。

「もし、この女の子の言うことが真実ならば、彼女の願いを叶かなえるのは自分でありたい」

　タケルは左手を伸ばして、女の子に、透すき通るように白い肌に触れようとした。

　けれど、その手は女の子に触れられなかった。身体からだが勝手に遠ざかっていく。

「やっぱり、ダメだよ……っ」

　女の子が遠ざかっていくタケルの手を握った。花きや車しやな指ゆび尖さきがタケルの指に絡められる。しかし、それを感じるタケルの感覚はすでに失うせていた。女の子の言葉の意味も理解できず。

　地面に崩れ落ちるタケル。その細身を銃弾と光の矢が貫つらぬき、そのひとつが額ひたいの真ん中を撃うち抜いていた。魔神と天使、互いに向けられ、飛び交った銃弾と閃せん光こうにタケルは巻きこまれた。

　女の子の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　それを察知したかのように、上空の巨大な天使が地上に向け〝反はん撃げき〟の光を放った。

　そして何事もなかったかのように、そこには最初から誰だれもいなかったかのように、軍のマシンが姿を消した。消し去られた。

　しかし、タケルの瞳ひとみにはもう何も映らず、耳も聴きこえない、声も出せない。

　花車な腕がタケルを抱きしめる。女の子の白い肌や白い服や白髪がタケルの血液でみるみる赤黒く染まっていく。

　タケルは、死んだ。と感じることもなく、死に至った。

　それなのに、タケルの目には風景が映る。

　夕焼けに染まる海岸。白銀の髪と虹にじ色いろの瞳ひとみの女の子が立っていた。

「ごめんなさい」

　女の子は言った。

「本当なら、あなたを死なせずにすんだはずなのに。あたしは、願ねがいを叶かなえることしかできないから、知っていてもそれを止められなかった。あなたが死んでしまうことも」

　知っていたけれど。女の子にはどうしようもなかった。願いを叶えることができても、願われなければ何もできないという。

　──そっか。でも、いいんだ。

　タケルは、夢もなくて目標もなくて、一日一日を楽しくすごせるだけでよかった。ただそれだけの人生にも、満足している。強がってみたり、寂さびしくないふりをしてみたり、無理に笑ってみたり、早くオトナになりたかったり。物語の主人公には、なれそうにないが、それでもまあまあの人生だったんじゃないかって、思う。

　もう終わってしまった。死んだんだ。

　なのに、どうしてだ。女の子の姿も目に映り、耳が声を聴きいて、肌が温かさを感じている。不ふ思し議ぎだ。

　神さまが少しだけ、タケルに猶ゆう予よをくれたのかもしれない。

　じゃあ、喜ぼう。最さい期ごに、想おもっていた女の子に出で逢あえてよかった。名前も、何も知らないけど。たぶん、好きだったんだ。初恋だったんだ。

「ごめんね。助けられなくて。辛つらい思いばかりさせちゃうのに。──でも、」

　女の子の手が触れる。

　だけど、タケルはその手を取ることができない。もう、動かない。

「あなたに死んでほしくないの。ごめんね、勝手ばかりだけど……願ってほしいの」

　泣きそうな虹色の瞳がタケルを見る。とても哀かなしい色だ。

　これは心の痛みか。女の子の感情がタケルの心に流れこんでくる。死んでしまってもまだ、心は此こ処こにあるんだとタケルは想った。それなら、この心で差し伸べられた女の子の手をつかめないだろうか。

　神さまがこの時間をくれたのだとしたら、なんて意地悪だろうか。さっきは感かん謝しやしたけど、やっぱり、残ざん酷こくだろう。

　もっと生きていたくなるじゃないか。

「そうだよ。願って」

　女の子の醜みにくくて美しい金属の羽根が羽ばたく。虹色の瞳はタケルを見つめたまま、彼女の右手がタケルの左手に添えられる。

　タケルは、このまま死んでしまってもかまわないのに、生きていたい。と本気で願ねがってしまうような、ぬくもりだった。

　女の子が言った。

「あたしがあなたの『神さま』になる。あなただけの『神さま』に。だから、願って──タケル。生きたいと」

　生きる？

　もう死んでいるのに。

　生きていいの？

「天穹あたしの光があなたに神の威いを与える」

　神の威？

　それで、生きられる？

「うん。でもあたしの身勝手な願いだよね。でも、叶かなえたいの。タケルしかいないから、……ごめんね」

　なんで、謝あやまるんだろう。

　謝らなければいけないのは、オレじゃないか。

　死んだのに、願ってしまうんだ。

　彼女に触れていたいと。このぬくもりをずっと感じていたいと。

　だから、オレは、まだ、

「──生きたい」

　それが自分の声だったのか、判わからない。

　微かすかに聴きこえたのは、獣けものの咆ほう吼こうのようだった。

「ゴメンナサイ」

　女の子の唇が微かに動き、指ゆび尖さきが、タケルの額ひたいの傷穴に触れた。

「どうして、謝るの？」

　訊たずねても言葉は声にならず、タケルの咆哮に変わっていた。

「がぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　左腕が弾はじけ飛んでしまったような激げき痛つうがタケルを蘇よみがえらせた。

　自分の身体からだ、自分のものじゃなくなっていく。左手が二倍にも三倍にも膨ふくれ上がり、恐ろしく醜みにくい『化物ケモノ』に変わろうとしていた。

「……………………………………………………………………………………!!」

　声も出ない。その場で崩れ落ちた。しかし、感覚がない。膨れた左腕は骨が飛び出たように凹おう凸とつができ、左腕を押さえこもうとつかんでいた右腕も同じく変形をはじめていた。

　それはもう、変化というより、空渡ソラワタリタケルという少年を新しく生まれ変わらせようとする形質転換だった。

　やがて、変態する部分は全身になり、かつて空渡ソラワタリタケルだった姿はそこになく、別の何か、醜みにくいバケモノになりはてていた。

　だが、しかし、女の子は、地面にうずくまった生まれたばかりのバケモノに手を伸ばし抱きしめる。愛いとおしいものに触れるように。

　そして、女の子は囁ささやいた。

「ごめんなさい」

　その瞬しゆん間かん、バケモノが嘶いななく。

　光が放たれ空に突き刺さった。

　それは、すべてを焼き払う天そ穹らの煌きら々きらだった。







　──という夢を見た。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　タケルは寝苦しさで目が覚めた。

　哀かなしい夢だった。羽根があるのに鳥とり籠かごの中でずっと羽ばたくことがない鳥の夢。

　タケルはその鳥を助けるために鳥籠を壊こわそうとするが、なかなか壊せずに、ついに壊すことができたとき、中にいた鳥もいっしょに殺してしまった。

　なのに、鳥は、タケルに、「アリガトウ」と言う。そして、「ゴメンナサイ」と。

　目覚めてしまうと、タケルには鳥が残した言葉の意味はもう判わからなくなっていた。それがよけいに哀しい。この気持ちも明あ日すには忘れてしまうんだろうか。

　マンションの自室。ベッドの上で半身を起こした。身体からだが接していた部分だけ、シーツが沼地のように汗で湿っていた。おそらく、マットレスにまで染みこんでしまっている。

　朝になったら、天てん陽ぴ干ぼししないと。晴れならいいが、天気予報はどうだったか。

　頭がまだ活動を活発化させていない。思い出せない。天気予報を見た記き憶おくもない。

「そういや……きのう……」

　テツナリの家へゲームを返しに行って、それからいっしょに行っていたナツミを家まで送って、何ど処こで何をどうして、いつ部へ屋やに戻ってきたんだ？

　眠気で開き切っていない目でエアコンがちゃんと動いているのを確かく認にんする。タケルはエアコンが苦にが手てで、設定温度を上げていた。古くはないが性能が悪いらしく、設定温度を一度下げると効きすぎて凍こごえてしまうが、一度上げれば緩ゆるすぎてあまり効果がなくなる。

「オレのエアコン嫌いはこのエアコンのせいじゃないか……？」

　そんな風ふうに思える。音もやたらとうるさいし。

「扇せん風ぷう機きでいいや」

　独り言を呟つぶやいて、タケルはベッドから降りた。傍かたわらにある扇風機の操そう作さ部ぶを足裏で踏んづけると、スイッチが入る軽い音がした。羽根が廻まわり出し、ぬるい空気だが汗ばんだ肌の体感温度を下げるには役に立つ。

　寝起きで力不足の安定感のない足取りで窓に近付き、閉めていた窓を開く。古くなり滑なめらかに開かなくなった窓のサッシを強引に手で押した。

「……あちぃ」

　微かすかにカーテンが揺れる。扇風機を廻しているから、空気が循じゆん環かんしているはずだ。

　と、多少の涼しさに思い出したように眠気が襲おそってくる。

「……くあぁ……ふぅ」

　タケルは、ベッドの上に倒れ込みながら寝転がった。

　ところが、タケルの身体は自分の寝汗でしめった不快なシーツに触れることなく、その前に、何かとんでもなくやわらかなものに触れた。

「ん？」

　温かい。やわらかい。そして、心地ここちがいい。

　それは枕まくらなのか。しかし、枕はタケルの目め線せんの先にあった。

　ならば、暑くてはぎ取ったタオル地のブランケットか。それは、さっき立ち上がるときにベッドから床ゆかに落っことしたままだった。

「じゃあ？」

「今こん晩ばんは。お早はようかしら？」

　温かくてやわらかくて心地がいいそれが、言った。タケルに。

「え？」

　タケルは目を丸くした。

　夢の中で逢あった白髪と虹にじ色いろの瞳ひとみをした女の子がタケルの下になっている。いや、正せい確かくに言えば、タケルのベッドに寝ている女の子にタケルがもたれかかっていた。

　汗が噴ふき出してきた。暑さのせいじゃない。別の、冷や汗というもの。

「きみ、誰だれ？」

　タケルは間ま抜ぬけ面づらで訊たずねていた。







　──夢じゃなかった。
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　マンションの鍵かぎを開けても、何も言わずに玄関でスニーカーを脱ぐ。

　誰だれもいない部へ屋やに帰ってくるのにもすっかり慣なれていた。だから、

「おかえり」

　そう言われて、心しん臓ぞうが小さく余分に鼓こ動どうしてしまった。

　部屋の奥から声がしたかと思うとリビングへ通じるドアが薄うすく開いて、その隙すき間まから短い白髪が躍おどった。

「おかえりなさい、タケル」

　ずっと昔からの知り合いのように名前を呼んで迎えてくれた。顔を出した女の子がおだやかな笑えみを浮かべている。

　独り暮らしに慣れてしまった十四歳のタケル少年は、女の子になんと返したらいいか本気で迷ってしまった。

「ただいま。でいいんだよ」

　スニーカーを脱ぎ途中で身を固めてしまったタケルの心中を見み透すかした。女の子は屈くつ託たくのない笑みを見せて、ドアから覗のぞかせた顔を引っこめて部屋に戻っていった。

　金かな縛しばりにあったように、女の子がいなくなったただの空間を見つめたままだった。タケルは、しばらく左足を上げてスニーカーに手をやる不安定で窮きゆう屈くつな姿勢で立ちつくしていた。ややあって片脚だけで体重をささえきれなくなった身体からだがバランスを失った。玄関の壁かべにもたれかかった衝しよう撃げきでタケルの呪じゆ縛ばくは解けた。

　リビングに入ると、さっきの女の子が、ソファに腰を下ろしている。

　見なれた部屋に見知らぬ女の子の存在が胸の奥になんとも言えないくすぐったさを感じさせた。女の子の虹にじ色いろの瞳ひとみがタケルに向けられる。

「どうだった？」

　女の子が訊きいた。

「ああ、驚おどろいたよ。やっぱり、夢なんじゃないかって思ったよ」

　タケルは言いながらリビングに接したキッチンに立った。

　さっきまで自転車で街中を少しだけ見てきた。昨日きのう『あんなこと』があったばかりだったが、街は思いのほか、いや、夢でも見ていたのかと考え直すほど平静だった。

　あれが軍の『演習』だったと言われてもタケル以外、街の誰も驚かないだろう。これまで軍の演習中は、タケルたち市民はシェルターに入る。だから、外の様よう子すは確かく認にんできなかったし、演習後外に出てみると、瓦が礫れきの山や建物の破損など、軍が活動した『跡』が残っているのは、いつものことだった。

　今タケルが外へ出て見てきた『跡』は、いつもよりは多く建物が壊こわれていた程度だった。街の人たちはいつものように朝を迎えていた。だからこそ、タケルにとって昨日きのうの夜、目にしたものはすべて幻まぼろしだったんじゃないかと思えた。

　街全体が火の海に包まれていたあの映像は、タケルの極度の緊きん張ちよう状態における思いこみだったとしても納得ができる。たしか、以前読んだ小説にも似たようなシーンがあった。

　歴史物。幕ばく末まつを描いた作品だ。周囲が燃もえているのを城自体が燃えているように見えてしまう場面。自分たちの護まもるべき城を失ったと若者たちは絶望して、次々に自害していった。

　はじめてそれを読んだとき、タケルは「生きてさえいれば、また、作り直せるし、やり直せるのに。バカだなぁ」と寂さびしさ虚むなしさ哀かなしさを感じると同時に呆あきれてもいた。けれど、昨日街が燃えているのを目にしたときのタケルは、終わりがきてしまったんだという絶望に頭の中を支配されそうだった。さすがに自分で自分の命を絶つなんてことはしなかったが。

　少しだけ、本の中の若者たちの気持ちが理解できた気がする。ただし、今も「やっぱ死ななくてもよかったよ」とは思う。

　惨さん劇げきのような昨晩のことも蓋ふたを開けてみれば、たいした被害もなかった。タケルが目にしたのは、ほとんどが街の建物などではなく、壊された軍の泳ぐ鳥などの車両だったらしい。

　もともとこの街自体、有事の際に被害を最小限に食い止めるために様さま々ざまな仕掛けがあった。一定以上の高層の建物は地下に沈み格納される仕組みになっているし、民家や背の低い建物はせり出した防ぼう護ご壁へきによって護られる。

　タケルが住むこのマンションは地下に格納されるはずだったが、昨日は、タケルが飛び出すのを待っていたように直前まで沈まなかった。結果的にマンションへの被害はなかった。

　これらの建けん築ちく構造や、民間人が避ひ難なん訓練を兼ねた軍の演習に参加するのも、この街を護るプログラムのひとつだ。が、タケルは失念していた。有事とはかけ離はなれた平和な毎日は、危き機き対策の意い識しきをすっかり薄うすれさせていたからだ。それはタケルだけの話ではなく、この街、そして、この国に暮らしているすべての人々も同様。

　だからこそ、よけい、昨日のことが夢のようにタケルは感じていた。

「瓦が礫れきとかはもうほとんど撤てつ去きよされてたし。それに瓦ア礫レは防護壁が破損したやつだったみたいでさ。オレ、街が壊されてるかと思って焦あせったけど、商店街も街もほとんど無事だった。みんな落ち着いてるところを見ると、昨日のは演習だったって思ってるんじゃないかな」

「そう。よかった」

　タケルの言葉に女の子は安あん堵どの表情をうかべる。昨晩の出来事が夢かもしれないというタケルの杞き憂ゆうをはらしてくれるのは、此こ処こにいる女の子の存在だけだ。

　止まっていた水道もガスも電気も使用に制限があるもののすでに動き出している。

　幼おさな馴な染じみのふたり、テツナリとナツミとはまだ連絡が取れていないが、この様よう子すならなんてことなく、無事でいるだろう。あとで電話のひとつでもしてみよう。

　これですっかり日常が戻ってきた。そうなると気になってくるのは、独り暮らしのせいか、母親の教育によって高められた主婦度のせいか──冷れい蔵ぞう庫この中身だ。

　止まっていたのは数時間。保冷機き能のうがあるとはいえ、季節柄がら、常温になるのも早かったはずだ。野菜は大丈夫だろうが、夜中でも三十度近い気温の中で肉類はあっという間に悪くなる。かといって完全に腐っているわけでもなく、捨てるのはもったいない。火を通せばまだまだ十分食べられるはずだ。

「さてと……」

　蛇じや口ぐちをひねると、申もうし訳わけ程度の量の水が出てくる。水道は復旧したが、出はじめは濁にごっていて、錆さびが交じっていることもある。しばらく流しっぱなしにして、さらに。

「一度沸わかすか」

　生水を吞のむのは控えたほうがいい。とりあえず手洗いはウェットティッシュで済ませて、水が透明になってきたところでケトルに注ぐ。それを物置から取ってきておいたカセットボンベ式の簡かん易いコンロの火にかけた。ガスも復旧しているが、まだ出が悪い。これらのことに、タケルやこの街に暮らす人間はすっかり慣なれている。手て際ぎわよくタケルは、作業を進めた。

　その間ずっと女の子が、タケルの動作ひとつひとつを注視していた。視し線せんを感じたタケルが、ケトルから目を離はなして顔を上げると当然、視線がぶつかる。

「……えーっと」

　どうすればいいのか困って、目をそらしてしまった。悪いことをしているわけでもないが、女の子の虹にじ色いろの瞳ひとみにまっすぐ見つめられると全部、心の中まで見み透すかされる気がした。心しん臓ぞうがいつもよりずっと速く鼓こ動どうしているのもばれてしまいそうだ。

　そんなタケルに対して女の子は、

「タケルはおもしろいね」

　そう言って、表情を崩して頰笑ほほえんだ。

「お、おもしろかった……オレ？」

　特に何もしていないつもりだったが、この暑い最中にお湯を沸かしていたのが、おかしかったんだろうか。この街では当たり前だが。それとも女の子に見つめられて、タケルが内心であわてふためいていたのが、顔や動作に出てしまっていたんだろうか。そのことをおもしろいと言われているなら、それは、ちょっと恥ずかしい。

　顔が赤くなるのが自分でも判わかった。タケルは今度はうつむき気味に誤ご魔ま化かした。

　こんな気持ちになるのは、はじめてでどうしたらいいのか判らない。しかも、相手は夢でしか逢あったことのない女の子。昨日きのうまでは、こうして現実に逢えるなんて思っていなかった。というより、今この瞬しゆん間かんが、夢の中だとしたらすべてがうまくはまってしまう。いろんな疑問だって解決してしまう。

　夢だとしたら、この胸の鼓動も暑さも汗も匂においも、そこにいる女の子の存在も全部、噓うそで幻まぼろしになる。苦しいくらいに締しめ付けられる胸の痛みは本当だと信じたい。いつもの夢の中と同じで、目覚めたら消えてしまわぬように。

　そんなふうに考えると急に不安になった。うつむいた顔を上げると、女の子の姿がなくなっているんじゃないか。そんな気がして。確たしかめてみようか。でも、夢で幻で噓うそでそこに誰だれもいなくて、いつものひとりっきりの部へ屋やになっていたら。昨日きのう、街が燃もえていたときの絶望感がまた繰くり返すだろう。もう何度も、朝目が覚めて夢だと判わかったときの寂さびしさや虚むなしさ、哀かなしさを知っている。タケルは、ゆっくりと顔を上げた。

　女の子は、まだタケルを視みていた。

　夢じゃなくて、現実だ。だけど、夢の中のように静かだった。

　開け放たれた窓から遠くから蟬せみの合唱が夏の知らせを届け、ケトルに付着していた塵ちりが灼やける音が微かすかに響ひびく。風がなくひどく蒸むし暑あつい。簡かん易いコンロでも火の傍そばにいればなおさらだ。

　額ひたいにちいさな汗の粒が浮かんで、流れ落ちていく。すると、

「こっち、こない？」

　女の子が言った。汗が噴ふき出しているタケルを気づかって、自分が座っているソファの隣となり、空あいたスペースを左手で軽く打った。

「……あ、うん」

　女の子のほうを見ないまま、うなずいてはみたが、タケルはためらって足が進まない。

　しょうがないなぁ、というように女の子は、

「ほらほら、汗でコンロの火が消えちゃうよ」

　冗じよう談だんっぽく笑って、女の子はタケルをうながした。

「う、うん」

　さすがに汗で火消しはできないだろうが。ようやくタケルは火の傍から離はなれた。リビングのソファに、女の子のところに歩みよっていく。女の子はこの暑さの中でも涼やかな表情を浮かべてタケルを迎えてくれた。

　虹にじ色いろの瞳ひとみに吸い寄せられるようにタケルは女の子の隣に、腰を下ろした。しかし、ふたりの間には子供ならもうひとり座れる空間ができていた。

　また心しん臓ぞうが高鳴って、鼓こ動どうが速くなる。タケルは落ち着かなかった。火の傍を離れたのに汗がしたたり落ちてくる。

「暑い？」

　女の子が訊きいてきた。首をかしげてうつむき気味のタケルの顔を覗のぞきこむ。

「あ、いや、大丈夫大丈夫。電気が止まっててそのままにしてたから。エアコンも扇せん風ぷう機きもつけようか。って、エアコンは無理だった……電力の使用制限が解けてないから」

　自分で言って、じゃあ何が大丈夫なんだ。と思った。女の子の瞳の吸引力から逃のがれるために、視し線せんを止まって動かないエアコンや扇風機に向ける。

「アレで涼しくなるの？」

　女の子が指を差した。タケルが生まれる前から活かつ躍やくしている年代物の扇せん風ぷう機きだ。女の子はそれを首をかしげて視し線せんをそらさずに見つめる。

「扇風機、つける？」

　今度は、タケルが訊きいた。

「いいの？」

　吸い付いていた女の子の視線が扇風機から離はなれて、隣となりに座るタケルに向いた。視線が触れあうだけで、タケルの胸が高鳴って歓かん喜きとも悲鳴ともつかない声を上げる。苦しいのに嬉うれしい。タケルは、はじめての感情に振ふり廻まわされっぱなしだった。

「ちょっと待ってて」

　言って立ち上がるタケル。ソファを離れて、窓まど際ぎわに置かれた扇風機の前にしゃがみこんだ。消えかけたゴシック体で『入』と電源の所在を知らせるスイッチを指で押しこもうとする。

「…………」

　と一いつ瞬しゆん、タケルの動きが止まる。肩越しに視線を感じた。振り向かなくてもそれが誰だれか判わかる。なにしろ、この部へ屋やにはタケルのほかにもうひとりしかいない。タケルの肩に乗りかかるように女の子の顔があって、耳に息がかかるほどでこの気温で体温を感じられるような近きん距きよ離りだ。

　また心しん臓ぞうが脈打つ。先ほどよりも高速で息ができなくなる。

「え、あの、ちょっと……」

　これ以上密着されると心臓が止まってしまう危険性を感じて、タケルは思わず身をよじって自分から距離を取った。

　女の子は、興きよう味み津しん々しんな表情で扇風機を眺めていた。

　こんな旧式の扇風機の何が珍しいんだろう。いや、逆に、古すぎるから珍しいんだろうか。ともあれ、

「……えっと」

　身体からだはそのまま、タケルは扇風機のスイッチに腕だけを伸ばした。

　女の子は、何が起こるのかそのときを待ち構えているという様よう子す。期待しても特別なことなど起こらず、ただ、三枚の羽根がモーターで回転するだけで、申もうし訳わけない気持ちにもなる。タケルは、そっとスイッチを押しこんだ。金属とプラスチックが鳴る軽い音がして、扇風機が動き出す。ただ、それだけだ。

「おお……っ！」

　としかし、女の子は、嬉き々きとして虹にじ色いろの瞳ひとみを煌キラ々キラさせた。

「すごいねっ！」

　首を振る何でもない扇風機の動きに合わせて、首を振る女の子は興こう奮ふん気味に言った。

「そ、そう？」

　もしかして、扇せん風ぷう機きを知らないんだろうか？　不ふ思し議ぎな子だ。でも、それでがっかりすることもなかった。むしろタケルは女の子のうれしそうな表情をもっと見てみたいと思った。そして、この女の子のことを何ひとつ知らないんだと気付かされた。夢で逢あってはいたけれど、そのときも今も、何も知らないままだ。

　この子はいったい？

「タケルが、望んでくれれば、あたしはそれを叶かなえる」

　不意に女の子が言った。目め線せんは、扇風機に向けられたままだ。しかしその意い識しきはたしかにタケルのほうにあった。

「だって、あたしは、タケルの『神さま』だから」

　女の子の紅あかい唇が弾はじく言葉が、噓うそを吐ついているとは思えなかった。その虹にじ色いろの瞳ひとみはあまりにも綺き麗れいで、よく澄すんでいる。

　女の子は扇風機が送るぬるい風に白髪をたなびかせる。

「きみは、いったい誰だれ？」

　タケルは訊きいた。

「二度目だね、それ」

　表情を崩して女の子はおかしそうに笑った。

「さっきも言った。あたしは、タケルの『神さま』だよ」

「え？　え？　え？」

　とタケルは、返事に困って。言葉に詰まって女の子を見つめ返すしかなかった。これも二度目だった。そう。昨日きのうの夜、タケルはこの女の子と出逢っていた。

　この神さまの女の子に。

　だけど、タケルは昨夜ゆうべのことがとても曖あい昧まいでおぼろげな記き憶おくしかない。それこそ夢の中で見た記憶のような不確かなもの。

　今日きようの明け方寝苦しさで目覚めて、全部、夢だと思った。

　炎に包まれる街や、空を飛ぶ化物バケモノと交戦する軍の兵器や、羽根を広げて空から降りてきた女の子。それから──

　それから──？

　ところどころが思い出せない。

　それなのに、何な故ぜかそれを疑問に思わなかったし、女の子のことを全部、知っているようなそんな錯さつ覚かくに陥おちいっていた。事実を何ひとつ知りもしないのに。

　夢か現実か。爆ばく風ふうのあおりを受けてアスファルトに派は手でに転んだときに負った傷が、身体からだの何ど処こにもなかった。バケモノが放った閃せん光こうや軍の攻こう撃げきによる音も火薬の匂においも覚えているのに、現実味がない。現実だったのか夢だったのか。タケルは、夢と現うつつの狭はざ間まに立っている気分だった。

　まるで、小説の世界に迷いこんでしまったよう。本当の自分はその本を手にして読んでいる。そんな不ふ可か思し議ぎな感覚。

　でも、目覚めると、女の子がベッドの上にいた。

　夢で逢あった、そして、昨夜ゆうべ出逢った──短い白髪に虹にじ色いろの瞳ひとみと背中に羽根を持つ女の子。

　女の子は、自分のことを「神さま」だと言った。

　仮に、願ねがいを叶かなえてくれる存在が神さまだとしたら、夢の中で逢ったあの女の子に逢いたいとタケルは心の何ど処こかで願っていた。

　それを叶えてくれたのがこの女の子なら、本当にタケルの「神さま」なのかもしれない。そう思いたかった。

　だからこそ、タケルはさっきまで街の様よう子すを自分の目で確かく認にんするために外へ出ていた。確たしかな夢と曖あい昧まいな現実をはっきりさせるためだ。

　昨晩起きたことが現実なら、街は想像もできない有あり様さまになっているはずだった。

　しかし、街は、いつも通り。あんなことがあったとは思えないほど落ち着いていた。通りかかった顔見知りのおじさんに昨日きのうのことを訊たずねると、

「ああ、急にね。あんな夜中に演習なんてこまるよな」

　と、軍への文句は口にしたが、タケルが見た、化物バケモノや軍の魔神マシンによる交戦のことは知らないみたいだった。昨日のことを説明しようにも、マシンの残ざん骸がいや瓦が礫れきのほとんどは、おそらく軍によって撤てつ去きよされてしまっていたために、どう言ったらいいのか判わからなかった。

「タケちゃん、どうせ寝ぼけてたんだろ？　軍は駐ちゆう留りゆうしてても、戦争なんてどっか遠い国の話だよ」

　去さり際ぎわにおじさんが呟つぶやいてたその言葉に、タケルはこの街、エノシマが戦争のときのために造つくられた人工島だということを思い出させられた。

　民家や建けん築ちく物ぶつのほとんどが、地下へ格納されたり、防ぼう護ご壁へきに護まもられたりするのも、日々行われる軍の演習にともなう避ひ難なん訓練もすべて、戦争のため。

　もちろん、そんなことは学校でも教わっていたが、通常の演習の際は、タケルたち民間人はシェルターなどに避難が命じられるため、実際に民間人が『演習の内容』を目にすることは極きわめて少ない。

　それでも確かに昨日、『戦争』はあった。だが、タケルが目にしたような悲ひ惨さんで、絶望的な光景はそこにはなかった。ますますタケルの現実と夢は曖昧になって、家に戻ってきた。

　ただ、女の子が今ここにいるのは、まぎれもない現実だ。手を伸ばせば容易に指ゆび尖さきが女の子の白銀の髪に触れられる距きよ離りにいる。いつの間にか機き械かいと金属の羽根がなくなっているが、その不思議で神秘的な雰囲気は失われない。

　何な故ぜ、夢の中の女の子が此こ処こにいるのか。何故、タケルの前に現れたのか。昨夜あのあとどうやってマンションまで戻ってきたのか、どうして、女の子が同じベッドで眠っていたのか。

「……今は、いいや」

　判わからないことはたくさんあるけれど、女の子が笑っていて自分を見ているという事実だけで今は、十分だ。そんなふうに思った。そんな簡かん単たんなことじゃないとしても。

　昨夜ゆうべのことが本当に起きてしまったことだとして、あれだけのことがあったんだ。慌あわてふためいていた自分の記き憶おくが曖あい昧まいだったとしてもさして不ふ思し議ぎじゃない。ポジティブシンキングといこう。これは母親の教え。

　それにしても何な故ぜ、女の子がタケルのマンションに、それも自分の部へ屋やのベッドで眠っていたのかが、まったくもって思い出せない。わりと重要なんだと思うが。

　しかも、これからどうしたらいいのかも、さっぱり判らない。

　女の子は、（タケルが）目覚めてからしばらく、タケルの部屋マンシヨンの中を観かん察さつしていた。今、扇せん風ぷう機きとにらめっこしているのとまったく同じ、楽しそうな表情で。

　古臭い扇風機よりも、各部屋や廊下にも溢あふれた本の山々、生活感溢れるキッチンやリビングなど雑多な我わが家やを女の子に見られることのほうが、かなりの抵抗を感じる。

　しかし、もう、ベッドにまで入られたあとで、何を今さら恥ずかしがることがある。そう思ってタケルは、女の子が「タケルの暮らしているところが見たいの」と言ってくれたことを喜ぶべきだと思うことにした。

　女の子は、図と書しよ館かん並みの蔵ぞう書しよのわりにジャンルに偏かたよりのある本たちの山を前にものめずらしそうにしていた。というより、タケルにとってはなんでもないような振ふり子こ時計どけいや鉱こう石せきラジオやテレビゲーム機きにも、女の子はいちいち反応して、「ふぁ」とか「ふぇ」とか、声を上げる。

　だから、これまで女の子がどうしてきたのか、まるで想像できなくて、よけいに女の子の不思議さ神秘さが際きわ立だつことになった。

「あ、そうか。空気をいろんなところに送るために、このコ首を振ってるんだね」

　扇風機が首を振る理由に気が付いて、なるほどと女の子は納得した。それで、

「これが、強弱を付けるスイッチで。これは、なんだろう？」

　ダイヤル式のタイマーを左に廻まわしたり右に廻したり。

　本当に、不思議な子だな。タケルは傍かたわらでずっと女の子を見ていた。そういえば、女の子の背中に、あの機械でできた羽根は生はえていない。またもタケルは、やはりあれは夢だったんだろうかと考えを巡めぐらせてしまう。あわてて、首を振った。これは現実だ。現実であってほしい。今ここに夢で逢あった女の子がこんなにも近くにいるんだから。

「なんだかくすぐったくて、気持ちいいね」

　扇風機の風に女の子は目を細めた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　扇せん風ぷう機きに話しかけたりしていた女の子は会話を終えて、十数分前と同じく鉱こう石せきラジオが流す軍の放送をＢＧＭに耳を傾け静かにソファに腰を下ろしていた。タケルはその、やはり人ひとり分の空間を空あけた隣となりに座る。気持ちさっきよりもふたりの間は狭くなっていた。

　すると、

「タケルのママは、本当にあったかい人だったんだね」

　不意に女の子はそんなことを言った。

　夢の中の女の子はどうだったかは判わからないが、現実の女の子は目覚めたときに着ていた服がぼろぼろだったため（タケルもだが）、タケルは自分や母親の服を貸した。

　タケルが女の子のことを訊きかないのと同様に、女の子もタケルのこと、母親のことや家族のことを何も訊いてこなかった。普通なら、十四歳で独り暮らしをしているなんて、不ふ審しんに思われてもしかたない。

　マンションは、本で溢あふれているだけに生活感はそれほど感じられないらしく。女性がいる雰囲気もしない。タケルはよく判らないが、この部へ屋やにちょくちょく顔を見せる幼おさな馴な染じみのテツナリやナツミでさえそう言っていたから、きっとそうなんだろう。

　唯一、母親の存在を示すのは、タケルや叔お父じが部屋中に飾った母親の写真だけ。

「これ、タケルのママの？」

　女の子はタケルが渡したデニムのサロペットを手にしてすぐにそんなことを訊いてきた。母親のことについて何も話していなかったのに。特にサロペットなんて、ユニセックスな衣服だ。

「ああ、そう。母かあさん、背が高めだったからサイズ合わないかも」

「ううん。大丈夫」

　着がえの間自室の外で待っていたタケルが中に戻ると、女の子は、サロペットのベルトを調ちよう節せつし、裾すそをロールアップして自分のサイズに合わせていた。

　見知らぬ女の子が自分や母親の服を着ているのは不お思か議しな感じだが、普通の服だと余計に普通の女の子にしか見えない。ほんの少し、言動が変わっている気もしないでもないけれど。

「似合う？」

　女の子はくすぐったそうに訊たずねてきた。おそらく、タケルが呆ぼう然ぜんと女の子に見み惚とれていたからだろう。瞬まばたきもせずに無言で見つめられたら、女の子も困る。

「似合ってる。うん、似合ってる……！」

　二度繰くり返した。サイズオーバーのサロペットだが、口の広い裾をロールアップしてそこから見える細い足首や、Ｔシャツから伸びた花きや車しやな腕が、彼女の神秘さの中にある可か愛わいらしさを強調する。

　それのせいか、なんだか、似てないのに母親の面おも影かげを見たような気になった。

　タケルの母親は、十年ほど前に他界している。

　もともと身体からだが強くなかったが、大好きな人の子供を身ごもったとき、母親は自分が病気だということを知ったそうだ。もちろん、医者はその子供──タケルの出産をあきらめさせようとした。なにしろ母親はそのときすでに余命一年だった。

　それでも母親はあきらめることなく、タケルを生んだ。母親は、病気のこともタケルを身ごもったことも、タケルの父親には話さなかったらしい。

　だから、タケルは父親の顔も知らない。写真もなかった。だけど、母親は「すっごいかっこいい人だったんだよ」と教えてくれた。それで、タケルに父親がいないことの埋めあわせになるはずもなかったけれど、その分、母親はタケルにありったけの愛情を注いだ。

　タケルが生まれる少し前に、母親の弟でタケルの叔お父じのシュウイチロウの勧すすめで、今のマンションへやってきた。余命短くシングルマザーの母親を街の人たちは当初受け入れてくれなかった。

　しかし、そのうち、明るくて他人のことを自分のことのように考えることができる母親は、街の人たちに認められていく。街の人たちがタケルにものすごく親切なのも過か保ほ護ごなのもこのときの、母親の人じん徳とくのおかげだ。

　宣告された余命が過ぎて、いつ死んでもおかしくない状態になった母親は、タケルが幼くても独りで生きていけるくらいの力と技術を持たせるため厳きびしく、でも愛情いっぱいにタケルを育てた。四歳のときには、洗せん濯たくして干して取りこんで畳むまでを完ぺきに、台所に立ってご飯も作れるようになっていた。

　タケルの成長を見届けて、母親は逝いった。タケルは五歳になったばかり。そのときには、炊すい事じ洗濯全部ひとりで、しかも完ぺきにこなすことができた。

　母親は自分が死ぬことも判わかっていたし、弟のシュウイチロウの放ほう浪ろう癖へきも判っていた。だから、タケルに独りで生きる術すべを身に付けさせた。

　だからこそ、十四歳での独り暮らしも平気だった。学生寮りようや施設に入ることも周囲の大人おとなたちに勧められたが、

「ここには、母親が遺のこしてくれたものがいっぱいあるから。想おもい出でもそうだけどさ」

　タケルはここでの独り暮らしを選んだ。

　それに、こうして、逢あったばかりの女の子が家にいても誰だれにも咎とがめられないのは、独り暮らしのおかげだ。母親は、こんなときのことまではまさか考えていなかっただろうが。

　偉大な母親だ。命を賭としてタケルを生んで育ててくれた。生きる術やこの街の人たちとの人間関係、たくさんのものを遺してくれた。そのひとつひとつ、何ひとつ欠けても今此こ処こにいる空渡ソラワタリタケルという存在は成り立たなかった。

「タケルのママは本当にあったかい人だったんだね。温ぬくもりが、この家からも、このママの服からもちゃんと伝わってくるよ」

　何かを感じ取ったのか、女の子は目を細めて胸のあたりで手を重ねた。

「ありがとう。そう言ってくれて、母かあさんも喜ぶと思う」

　ただ、さすがの母親もタケルに、ひとつだけ遺のこしてくれなかったものがある。

　それは──夢だ。

　目を閉じてみる夢も目を開けてみる夢も。ようするに、それは自分で捜せ、ということなんだろう。

　母親の服も着る人を失なくしてクローゼットの奥でずっと眠っていた。母親も、彼女が着てくれてうれしそうにしていると思う。

　そんな母親の服を着た女の子は、部へ屋やの隅すみサイドテーブルの上に置かれた鉱こう石せきラジオに目を向けていた。これは、電源は幼虫石エレメンタラーだから電気が止まっていても使える。ラジオからは、電気水道ガスが順次復旧しはじめているという内容の臨りん時じ放送が流れている。

「どうかした？」

　女の子がタケルの視し線せんに気がついて、首をかしげた。

　可か愛わいいと思って見つめていたなんて恥ずかしくて言えやしない。

「あ、ううんっ」

　なんでもないと首を振る。丁ちよう度ど、さっき火にかけたお湯が沸いた。蒸気で持ち上げられたケトルのフタが小刻みに不規則に揺れて、音を鳴らす。

　助かった。内心で安あん堵どしつつ、

「火を止めなきゃ」

　わざわざ口に出して、タケルは火を止めるために立ち上がった。どうも、ナツミと接するときみたいにいつもの自分でいられない。不必要な力が入ってしまう。蒸むし暑あつさや寝不足だけのせいじゃなさそうだ。しかし、いつまでもそういうわけにもいかないだろう。

「あのさ……って、そうだ」

　タケルは女の子に話しかけようとして、名前を知らないことに気がついた。女の子は、自分を「神さま」と自称しただけだ。

　一いつ瞬しゆん、「神さまじゃなくて、『上様』とか『紙佐間』とかいう名前なのか？」と思い浮かんだが、あまりのくだらなさに苦にが笑わらいが出た。

「あたし、名前がないの」

「え？」

　また顔にそんなことが出ていただろうか。女の子の名前を考えていること。

「あたしは、今、タケルの神さまだから。それだけだから」

　ソファから振り返ってタケルに微ほほ笑えむ女の子の表情は、何ど処こかに影かげが見えた。寂さびしそうな憂うれいの影を。

「じゃあ、きみのこと、」

　タケルはすぐに思い浮かんだ。昔から知っているように、その名前を呼んだ。

　名前のない神さまの名前。

「神名カンナ。カンナって呼んでいい？」

　我われながらとても安直で恥ずかしくなったが、女の子は、

「うん。うれしい、タケル」

　ソファの上に立ち上がって、喜んでくれた。
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「やっぱり、タケルはあたしの願ねがいを叶かなえてくれるんだね」

　女の子の、カンナの笑え顔がおは、この蒸むし暑あつさなど吹き飛ばしてくれるくらいタケルの心をいっぱいにしてしまった。

「タケルはあたしにはじめて名前をくれて、はじめてあたしの名前を呼んでくれた。あたしの願いを叶えられるのは、タケルだけなんだよ」

　けれど、彼女の『願い』の本当の意味をタケルはまだ知らなかった。




　　　　２．




「あそこが図と書しよ館かんで、あっちは昔通ってた小学校。で、あっちが……」

　容よう赦しやなく照りつける太陽光こう線せんがいつもなら寝不足には堪こたえるが、今日きようは、まったく平気だった。ただ、寝不足とは別の理由で、綿毛の絨じゆう毯たんを歩いているような浮遊感がある。

「アレは何？」

　と、その虹にじ色いろの瞳ひとみに映るすべてのものに興きよう味みを示す彼女がいるからだ。

「タケルの街が見てみたい」

　神さまの女の子、カンナがそう言ってきた。タケルにそれを断る理由はなかった。

　白銀の髪と虹色の瞳は目立つかもしれないと、母親が使っていた麦わら帽子と、叔お父じの部へ屋やにあった伊だ達て眼鏡めがねで申もうし訳わけ程度にカンナに変装してもらって、ふたりは外へ出た。

　自転車を使ってもよかったが、歩いていくことにした。散歩感覚でのんびりできればいい。

　タケルは少しでもカンナが楽しんでくれたらいいと思っていたが、昨日きのうあんなことがあったばかり。それでもカンナは、目の前のすべてをはじめて目にするように瞳を輝かがやかせる。

「小学校のとき、あそこの駄だ菓が子し屋やでクジやってさ。オレとテツナリが、あ、テツナリっていうのは、幼おさな馴な染じみなんだけど。そいつとでズルしようとしたら、もうひとりの幼馴染み、ナツミってやつに見つかって、『ズルするな』ってぶん投げられたんだ」

　他人タケルの思い出話なんて退屈なだけだろう。けれど、カンナはいちいち「うんうん」とうなずいて話に耳を傾けてくれる。おかげで、タケルもいい気になって喋しやべりすぎてしまう。

「いろいろあったんだなぁ、ってなんか今センチメンタルになった」

　カンナのために説明しようとしていたが、街の何ど処こにでも、自分や幼馴染みや街の人たちとの想おもい出でがある。それに気付いて、タケルは此こ処こで暮らしていた時間の長さを感じた。母親といっしょに過ごした時間よりも、いなくなってからのほうがすっかり長くなってしまった。

　商店街を抜けてしばらく歩くと、幼いころ母親とよく行っていた公園に辿たどり着く。その道すがらもタケルの想い出話は尽きず、カンナも楽しそうにしてくれた。そして、この公園にももちろん想い出が溢あふれていた。

「母親が死んでもう、十年近くになるんだけど。ひとつ歳としを取る度たびに、母親との想い出が薄うすれていく気がしてさ。新しい想い出が増えていくんだけど、母親のことを忘れそうになる。昔よりも、母かあさんのこと考える時間が少なくなってて。忘れちゃいけないって思うのに、どんどん忘れていくんだ……」

　こんな話するつもりじゃなかったのに。寂さびしいときはいつも、幼馴染みのふたりがいたから寂しくなんかなかった。オトナたちの前では精せい一いつ杯ぱい強がって寂しくないふりをして、明るくおどけて見せていたが、ふたりの前では弱い自分を出すことができた。

　けど、ここ最近はふたりともすれ違うことが多くなった。共ともに過ごす時間は減った。合あい気き柔じゆう術じゆつの道場には今も通っているが、ほかの時間。学校へ行くときも、学校でも、帰るときも、そのあともずっと一いつ緒しよだった小学生時代とは違ってきている。そのせいもあって、こんなに感傷的になってしまったのかもしれない。

「お母かあさんのこと、思い出せなくなったわけじゃないんでしょ？」

　そんなセンチメントもカンナは受け止めてくれた。

「うん。失なくなるわけじゃないんだろうけど、ささいな想おもい出でを忘れそうになってる」

　公園のブランコで母親と何を話していたかなんて、まったく思い出せない。他愛たわいもない話だったんだろう。そんな思い出せもしないような会話が大切になっている。幼かった自分に後こう悔かいしないように自分で決めて行動しろと教えてくれた母親の言葉が、今さらに重く響ひびく。

　想い出の公園は、昨日きのうの戦争の爪つめ痕あとか、あちこちにでこぼこの穴が空あいていたり、撤てつ去きよしきれなかったマシンの残ざん骸がいが落っこちていた。無理もない。タケルが墜おちたのを見たのは、それはそれは夥おびただしい数だった。

　これでは余計にセンチメンタル過か剰じようになる。想い出や記き憶おくも壊こわされていくみたいで。

「大丈夫」

　としかし、カンナは微ほほ笑えんでくれた。

「想い出は失なくならないと思うよ。忘れてしまっているだけ。それでもちゃんと、忘れた想い出も今日きようのタケルを作ってくれてるんだから」

「そう、かな？」

「そうだよ。この場所もそう言ってる」

　カンナは不ふ思し議ぎなことをよく言う。小さく瞳ひとみを閉じて何かの声に耳を傾けて、まるで、この場所での想い出をアルバムをめくって見てきたような口ぶりだ。

　けれど、カンナなら本当にそんなことができてしまえるんじゃないかと思える。だって、タケルの『神さま』だ。

「想い出があるって、本当に素敵すてきなこと。タケルは幸せなんだよ」

　微笑む彼女に、また憂うれいの影かげがほんの少しだけ見えたようだった。すぐにそんな影は判わからなくなった。カンナは、湿度の高い空気の中でも涼しげな笑えみを浮かべていた。

　カンナのことを意い識しきしすぎて、タケルが過か剰じように反応してしまっているだけだろうか。

「あっちのほうも見てみる？」

　母親との想い出はまたにして、今は、カンナにこの街を紹介することが目的だった。タケルは浮かれて、すぐに自分のことになってしまう。

　逢あったばかりの彼女に少しでも自分のことを知ってほしい。が、タケルはそれに無自覚だ。ひとりの女の子をこれほどまで意識したのははじめてで、何をどうしたらいいのか、何がどうなっているのか。自分で自分が判らなくなっている。

「うんっ」

　笑え顔がおでうなずいてカンナは跳はねるようなリズムで歩く。タケルは、大きくない小さな街で、慣なれ親しんでいるが故ゆえに、つまらない街の案内ガイドになってはいないか多少不安があった。彼女の表情や仕し草ぐさを見る限り、今のところ退屈にはさせていないらしい。

　ほっとするより、カンナが楽しそうにしているのにつられて、タケルも楽しくなった。

　はじめのうちは彼女が隣となりにいるだけで息がつまりそうなほど緊きん張ちようしていたが、ようやく落ち着いてきた。まあ、相変わらず浮き足立ってはいるが。

　ふたりは公園を抜け、肩を並べてまた歩き出した。今度は商店街のほうに向かう。あのあたりが一番タケルに馴な染じみのある場所だ。幼馴染みもいる。連絡が取れていなかったから、丁ちよう度どいい。そう思った。しかし、幼馴染みふたりの顔が思い浮かんできた途端とたん、タケルは背中を平手で打たれたように我われに返った。

　夢で逢あった女の子と本当に肩を並べ歩いている感動で完全に失念していた。テツナリとナツミに、どういうふうにカンナのことを説明すればいいんだ。

「夢の中で逢った女の子に本当に出逢ってさぁ、連れてきちゃったぁ」

　とか言えばいいのか。それで信じてくれればいいが、テツナリに、

「……病院行け」

　哀れんだ目で見られてしまうに違いない。

　隣を歩く彼女の横顔がこんなに近くにある。夢の中での幻まぼろしじゃない。でも、それが判わかるのは、残念ながらタケルのみ。いくら本が、小説や物語が好きでもそこまで妄もう想そう癖へきではない。

　が、テツナリにもナツミにも、女の子がどんな子なのかすら話していない。話したのは、「最近気になっている子がいるんだけど……夢で逢った」そのくらい。

　今までろくに好きな異性の話もしなかったタケルがいきなりそんなこと言い出したせいで、テツナリは、さんざん笑った。あげく、可か哀わい想そうな絶滅危き惧ぐ種しゆを見るような目で、タケルに、

「誰だれか紹介してやるから」

　と本気で心配されてしまった。夢の中のことだと思ったからもちろんタケルも恋だとかそういうつもりじゃなかった。

　あのときは、テツナリやクラスメイトの恋人事情など、ナツミたちとなんとなくそんな話になった流れで、うっかり話してしまった。話さなければよかったと今は思っている。

　夢でもなんでもなく現実に、タケルの隣を夢の中で逢ったあの女の子が歩いているとしてもだ。よけいややこしくなる。

　狭くもないが広くもない街だ。タケルは、商店街のほうに行くのにためらいが出てきた。

　万が一、商店街の人たちにはまだごまかしが利くとしても、幼馴染みのふたりにはなんて言ったらいいか。

「やっぱり、商店街はあとにして、ここからだとオレの中学のほうが近いからそっちに行こうか」

　タケルは、目的地変更を申し出ることにした。

「中学？　中学校？　タケルが勉強しているところ？」

　カンナがやや首をかしげている。まさか『中学校』のことをよく知らないのか。

「そう。オレが通ってる場所。今は夏休みだけどね。学校自体は開いてるし。部活やってるやつがいるから」

「うん。行きたい。見てみたいっ」

　タケルの提案に、カンナは大きく興きよう味みを示して頷うなずいた。

「そっか。じゃあ、行こうか」

　自分に関することになんでも興味を持ってくれるカンナに、タケルはいちいちうれしさを隠しきれなかった。意い識しきして抑おさえようとしてもにやけただらしない表情をしてしまう。

　本当にこんなところを他人に、特に幼おさな馴な染じみのあのふたりに見られたら向こう半年は、「いやぁ、あのときのにやけ面づらったらもう」などと冷やかされ小こ馬ば鹿かにされ弄いじられるに決まっているんだ。

　しかし、噂うわさをすれば影かげ。こういうときに一番望まない結果が形になって現れるのが、世の常なのかもしれない。

「──タケルっ!?」

　まさにタケルにとっては諸しよ行ぎよう無む常じようというやつだった。

　公園を出てすぐのところ、住宅街との間の何もない道路の真ん中で、予期していなかった明後日あさつてのほう、背後から呼び止められた。耳によく馴染んだその声は、一いつ直ちよく線せんに早足でこちらへ向かってくる。

「タケル、大丈夫だったの!?」

　心配そうな声に対して、タケルは、だらしのない表情を無理に引ひき締しめた左右非対称アシンメトリーな間抜け面で振り返った。

「おっす。ナツミ、テツナリっ、元気？」

　縁えんあっての腐れ縁。それが幼馴染みだと改めて思い知らされた。タケルの目に、ナツミとテツナリがいるのがはっきりと映っていた。それがこちらへ近付いてくる。

「バッカじゃないの!?　こっちがどれだけ心配したか知りもしないで！」

　片手を上げて、挨あい拶さつを交わすタケルと、テツナリ、ナツミの空気感の温度差が激はげしい。場違いなあいさつだった。ナツミが怒れる瞳ひとみでタケルを凝ぎよう視しし、その数歩うしろでテツナリがタケルの態度に呆あきれた風ふうに肩をすくめる。

「昨日きのう、いきなり深夜に予定外の演習がはじまったりしただけでも、びっくりだったのに。いつもの避ひ難なんシェルターにタケルがいないしさ……っ」

　ナツミの言葉から深夜に何が起こっていたのかを少しだけ知ることができた。やはり、タケルが見たあれは、街の人たちには軍から演習だったと伝わっているようだ。この場にカンナがいなければ、タケルもそれを信じていただろう。

　カンナはタケルが自分の背中で隠したその意図をくみ取ってくれたのか、黙だまったままだった。

　ただ、あれが実際の戦争だったのか演習だったのか、断言できる自信がなかった。タケルは昨日きのうの記き憶おくが曖あい昧まいだ。思い出せるのは、巨大な天使の姿と、それと、もうひとつ──醜みにくいバケモノの姿。

「タケルのマンションが地下に格納されてなかったみたいだし。演習が終わっても、全然タケルとは連絡取れないしさ。朝、お父とうさんたちが商店街の近くでタケルのこと見かけたって教えてくれて、それで少し気が楽になったけど……なんで、わたしたちのところに顔見せにこなかったの!?」

　完全にナツミは怒っていて、テツナリは呆あきれていた。

「でも、無事でよかった……」

　ようやくナツミの表情が崩れる。と同時に安あん堵どしたのかナツミの目が潤うるむ。

「ごめんなさい」

　タケルの背後に隠れていたはずのカンナが、ナツミの涙を静せい観かんしていられなかったのか、一歩、二歩と前に出た。

「あっ」

「ん？」

　タケルとテツナリがほぼ同どう調ちようして、唸うなった。

「あなたを泣かせないようにって、タケルは約束したのにね」

　カンナは手を伸ばして、やさしくナツミの頰ほおを、涙をその指でぬぐった。ナツミは驚おどろいた表情でカンナを見つめる。

　ナツミとはべつの理由で、テツナリとタケルは驚いていた。

「ナツミを泣かせるようなことはしない」

　それは幼おさな馴な染じみとしてのテツナリとタケルの約束だった。ふたりしか知らないはずの。テツナリが「話したのか？」と無言の視し線せんを向けてきた。すぐにタケルは首を左右に振って疑いを否定した。

　どうして、カンナはテツナリとタケルだけの秘密を知っているんだ。

「ま、泣くなよ」

　カンナの存在に固まったままのナツミを解凍させるため、つとめて、軽い口く調ちようでテツナリが言って、ナツミの頭を撫なでた。

「なっ、泣いてないわよっ！」

　強がりな口調でナツミが「泣いてないからね？」ともう一度、強調した。

「そうそう。ナツミには笑え顔がおのほうが似合うよ」

「え……？」

　またもカンナのひと言でナツミが身動きを止めた。

「って、タケルが言ってたの」

　としかし、カンナはイタズラっぽく微ほほ笑えんで付け加える。

「あ、うん。ありがと……？」

　ナツミはぼんやりして、カンナとタケルを交互に見やった。

　タケルも笑って誤ご魔ま化かしたが。何かと誤魔化しきれない。カンナの不ふ思し議ぎな雰囲気に飲みこまれつつあった空気に、

「で、タケルちゃん。そのうしろのカノジョはどちら様なんだ？」

　テツナリがいち早く切り込みを入れてきた。

　麦わら帽子を目ま深ぶかに被かぶっていて顔は見えず、Ｔシャツもデニムのサロペットも大きめのサイズで一見性別不明だ。が、透すき通る声やＴシャツから伸びた花きや車しやな腕や白い肌、雰囲気は完全に女の子そのものだった。それに気付いて腕組みのテツナリは、口もとに薄うす笑わらいを浮かべる。

「いや、あの……っ！」

　巧妙かつ辻つじ褄つまの合った言いい訳わけなんて思いつくわけがなかった。タケルはとりあえず、カンナの肩に手をやり、自分の身体からだをカンナとナツミの間に滑すべりこませた。

　ずいぶんと近い距きよ離りにナツミの顔があって、タケルに湿った視し線せんを送る。怒っているのか、睨にらまれているみたいにも見える。それに焦あせったタケルは脳のう裏りに浮かんできた単語を反射的に口から出任せに並べた。

「てかさ。あれなんだ。──お、叔お父じさんの知り合いの娘さん！」

　ナツミとテツナリがあからさまに怪け訝げんな表情をした。そう。タケルの叔父、シュウイチロウは現在も海外にいて、いつ帰ってくるかも判わからない。なのに、その叔父の知り合いの娘が何な故ぜ、此こ処こにいるんだろうか。

　自分で言って、幼おさな馴な染じみふたりと同じような疑問を頭に浮かべてしまったタケルはすぐさま次なる出任せを口にした。

「ほ、ほら、だからだよ!?　叔父さんがいないからさ、オレがこの子の面めん倒どうを見ることになっちゃって？　いや、急だったから、こっちにくることになったんだよなぁ……？」

　終始疑問系のタケルは、テツナリとナツミの疑いの目に耐えきれず、背後のカンナのほうを振り返った。自分の出任せの辻褄合わせを彼女に求めたわけじゃないが、

「ごめんなさい。あいさつがまだだったよね。はじめまして。えっと、あたし、カンナです」

　カンナは、目深に被った麦わら帽子から少し顔を覗のぞかせて、お辞じ儀ぎをした。

「は、はじまして。笠原カサハラナツミです」

「ども、右に同じく空渡ソラワタリタケルくんの幼馴染みをやってる、石倉イシクラテツナリ。よろしくね」

　ふたりの視線は、不思議な女の子に釘くぎ付づけだ。

「この子、本土に着いたの昨日きのうなんだけど、いろいろあって、夜中になっててさ。それでオレが迎えに行ってたんだ」

　ふたりの視線をなんとかカンナからはがしたくて、タケルは思いつくままに喋しやべり続ける。

「本土までか？」

　タケルの言葉に焦りを感じ取ったテツナリが疑い深く訊たずねてきた。

「そ、そう！　そうだよ。だから、昨日きのうの夜うちにいなくて、演習のことも知らなくてさ。で、今になって吞のん気きに散歩してて、なんとなく昨日演習あったんだって気付いたわけだ。なっ、カンナ？」

　いつものお調ちよう子し者もので知られる空渡ソラワタリタケルを精せい一いつ杯ぱい演じるタケル。カンナに同意（助け）を求めると、カンナは肯定とも否定ともつかない笑えみを浮かべた。

　その笑みを肯定ととらえたのか、テツナリとナツミは、「へぇ」と相づちを打った。

　しかし、これで安あん堵どができるほど、幼おさな馴な染じみたちは容易たやすくない。タケルがそれを一番よく知っている。タケルは学芸会の端は役やくにしかなれない自分の演技が幼馴染み相手に通用するのかどうかよりも、カンナの不ふ思し議ぎな雰囲気のほうが気になる。早くここから離はなれたほうがよさそうだ。

「──なもんで」

　タケルは唐とう突とつに、一方的に話を打ち切って、後ろ手にカンナの手をつかんだ。

「まだカンナを案内したいからさ。いくわ、予定もあるんだ、このあと？　えっと、じゃなっ！」

　一気に言い切って、タケルは陽気に片手を振り、ふたりがやってきたのとは逆の方向へ歩き出す。カンナは去り際に「タケルを借りてくね」と、小さく腰を折ってふたりに会釈した。

　早足で離れていくタケルとカンナの後ろ姿を蜃しん気き楼ろうを眺めるような瞳ひとみで、ナツミは見送った。

「気になるか？　あのふたり」

　意味ありげに戯ぎ言げんをテツナリが口にした。

「べつに」

　タケルとカンナの背中に視し線せんを向けたまま、ナツミは呟つぶやく。

「女っ気なんてまったくなかったんだけどなぁ、タケルのやつ」

　あとでカンナとのことを茶ちや化かすつもりなんだろうテツナリはおどけてみせる。

　しかし、ナツミの表情は変わらないままだった。

「あの、カンナって子」

「ああ、そんな名前だったな。顔はよく見えなかったが、あれは美人だぞ。それもかなりな」

　異性関係に明るいテツナリらしい科白せりふだ。

「あのコ、」

「タケルにはもったいないな。タケルにはもっと、普通の、って言い方は悪いかもしれないが、あいつのことを判わかってるやつがいいな」

　幼馴染みとしてはそう考えている。たとえば──そのあとに続く言葉の代わりに、テツナリは横目にナツミを見たが、すぐに視線を正面に戻した。タケルがカンナの手を引いて、角を曲がってナツミとテツナリの視界から姿を消した。

「俺おれたちも行こうぜ。商店街のほう、演習の後始末あるしさ。軍の連中ももうちょっと遠えん慮りよしてくれればいいのにな。昨日きのうは滅め茶ちや苦く茶ちや派は手でにやったみたいだからな」

　いつまでも誰だれもいなくなった空気の壁かべを道路の真ん中に突っ立ったまま眺めていても仕方がないと、テツナリは反転した。

　が、ナツミは動こうとしなかった。

「どうしたんだよ？　やっぱ、気になってんのか？」

　テツナリが振り返り、軽い口く調ちようでナツミに問いかける。

「うん」

　ナツミが頷うなずいた。

「『ごめんなさい』って言ってたよね、あのカンナってコ」

「は？」

「なんで、謝あやまってたんだろう……」

「さあな、まあ、気にするなよ。不お思か議しな子だったってことでいいだろ？」

　硬直しているナツミの緊きん張ちようをほぐすように、テツナリが少しだけ強めにナツミの肩を叩たたいた。

「もう、行くぞ」

　肩を叩いた手で、テツナリはナツミの腕をつかんで強引に身体からだを反転させる。

「うん」

　ようやくナツミが頷いて、タケルたちとは反対方向に歩きはじめた。
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「アタイ等らじゃ知ることもない〝チカラ〟が働いてるって、そんな気がしちまうのさ」

　立っているだけで人目を惹ひく容姿を雑な三みつ編あみおさげと、乱らん暴ぼうな口調で覆おおい隠かくしてしまっている運び屋『アシナガ』の女社長、凌霄花ノウゼンカズラは、ボトルに入った水を一気に飲み干した。こぼれた水を半はん袖そでシャツの袖に口を近づけぬぐった。

　しかし一応自分が女性だということは忘れていないのか、突き刺さる紫し外がい線せん対策でサングラスをかけ、腰に巻いていたミリタリーシャツを無む造ぞう作さに羽は織おった。

　カズラは歩き出すと、すぐうしろにいる二人ふたりの男のひとり、無ぶ骨こつで巨大な男、ウドにカラのボトルを渡した。

　膝ひざ丈たけのワークパンツのポケットをまさぐって、皺しわの寄ったタバコと年季の入ったオイルライターを手にする。容姿端たん麗れいな女性とは思えない険けわしい表情で左口こう角かくにタバコを咥くわえ、ライターで火を点つけた。

「ったく、なんであんなもんがタイミングよく出てくるかね」

　皮肉が煙と一いつ緒しよにカズラの口から吐き出される。

　カズラのうしろを歩くもうひとりの男が携けい帯たい無む線せんにひと言ふた言いって、別行動している部下──アシナガの社員に情報と指令を送受信している。

「姐ねえさん、やはりダメです。民間人はおろか軍の下のほうの連中にまで情報統制がかかってますね。『鳥とり籠かご』は軍に回収されたようです。中身の、『御神体カミ』の情報ですが、ほかの連中からの新しい情報はありません」

　無む線せんでのやりとりをカズラに報告しながら、男はすばやく肩から斜めがけしたメッセンジャーバッグの中に無む線せん機きを押し入れた。

　幼虫石エレメンタラーを使用した無線は一般に普及していない最新技術。しかも電波が公共のものではないこの国で、無線機の携けい帯たいが許されているのは、ヒガシの軍かその関係者、もしくは、警けい察さつだけだ。これもアシナガの天才発明家エジソン老師とその孫娘の手製。無線機は軍の純正の性能を凌しのぐ。あくまで一般人を装よそおっているカズラたちが無線機の所持を軍か警察に見つかれば、容よう赦しやなく取り上げられるか、最悪、逮捕もありえる。

　平和ボケした軍や警察に自分たちアシナガが、しっぽをつかませるような軽率な失敗はありえないにしても。万が一、仮に捕まったとして、逃げ出すのはたやすくてもこれ以上の面めん倒どうを増やすのは御免だ。

「あの騒さわぎでよくもまあ大おお怪け我がした奴やつもいなかったもんだ。飛ひ行こう艇ていはどうせ乗り捨てるつもりだったんだし、運がよかったと喜んでおこうか。ついでに、落っことした積つみ荷にも早いとこ見付かるといいんだがね」

「やっかいなことになりましたね」

　男が言った。

「そうでもないさ。嵐あらしの前の静けさってやつでね。ヒガシの本国から鳥籠を持ち出せたのも、ここまで何事もなくきたのも、アタイには逆に不気味だったよ。簡かん単たんすぎてさ。一寸チヨツトくらい何かあるほうが普通だろ？　あっちの〝カミサマ〟が積み荷の〝小娘〟を迎えにくるのは予測できないことじゃなかったが、あんな大物バケモノだとはねぇ」

「ど、どうするんです、姐さんっ」

　モヒカン頭の大男、ウドは似つかわしくない挙きよ動どう不ふ審しんな動きで狼狽うろたえる。

「姐さんじゃない、社長だと言ってるだろ？　ったく、ウド。しゃきっとおし、ただでさえアンタの無む駄だに糞くそ巨デ大カい身体からだのせいで目立つんだ。普通にしてな」

「すいやせん、姐さん」

「社長だ、弩ど阿あ呆ほうが」

　どやされたウドは仔こ犬いぬのように身を小さくしたが、大男では限界がある。

　街の中で、若い女が、男二人ふたりそれも一人ひとりは身長二メートルはある大男を従えて歩く様よう子すは嫌いやでも目立ってしまっていた。

　昨晩は、国際貨物便の飛行艇を装よそおって、クライアントから依頼された『鳥籠』と軍の上層部が『御神体』と呼ぶ中身を運んでいる途中だった。このエノシマ上空に近付いたところで、その積つみ荷にを狙ねらってきた〝敵〟に遭そう遇ぐう。追おい廻まわされたあげく、飛ひ行こう艇ていを弾うち落とされた。その直前に積み荷の中身ごと鳥とり籠かごを投下して追っ手や軍から逃のがれさせた。が、鳥籠の中身は──いなくなっていた。

　カズラたちは今、中そ身れを捜していた。昨日きのうあれだけ派は手でに立ち廻ったせいで、泳ぐ鳥トリは修理中。とりあえず、歩くしかない。

　しかし、とにかく、一行は目立った。

　単純に若い女が大男を引き連れ歩いている様は、まるで熊くま使いか象使いだ。または猛もう獣じゆう使い。

　目立つことこの上ない。街中を歩くと、昨晩の『戦争』で破損した防ぼう護ご壁へきなど瓦が礫れきの撤てつ収しゆう作業に追われていた人々が手を止め、カズラたちに注目する。

　カズラはそんなことを気にする様よう子すもなく、

「ったく、あの小娘も穏和おとなしく籠の中の鳥でいてくれりゃ、ちょろい軍相手に楽に仕事ができたのにさ。いったい何をやったんだい小娘は。あんな〝神威カムイ〟まで呼び出して。ヒトのカタチをしたヤツなんて見たことないよ、まったく。カミサマが小娘カミサマを追ってきて、軍が出しゃばってきてる。こりゃ本当に面めん倒どうくさいことになったよ。──でも」

　カズラは独り言で小言を呟つぶやく。

「ひひひっ。ダメだわ。どうしようもなく、血が騒さわいじまう」

　としかし、カズラは自分に流れる海かい賊ぞくの血が騒ぐのを抑おさえきれなくなっていた。今は運び屋なんてやっているが、自然と腹の底から興こう奮ふんと笑いがわき上がってきた。

「姐ねえさんっ」

　そのとき、部下の男がバッグにしまった無む線せん機きを取り出して、カズラに差し出してきた。振り返らずに男の口く調ちようでことを察したカズラは、素早すばやく無線を受け取った。

「どうした？」

　無線の向こうの別働隊の部下に問う。カズラは返ってきた部下からの情報に、口もとを弛ゆるませた。捜していた目的のものの足どりがつかめた。

「ちょろいね。いくら〝カミサマ〟でも結局は別種。見た目通りの小娘ってことかい。よし、アタイ等らが先行する。オマエ等はアタイの泳ぐ鳥の整せい備びを急ぎなッ。別働隊にはとにかく走れって伝えておけ！」

　カズラは一気にまくし立て一方的に連絡を済ませると、無線機をウドに放った。

「あぶあぶ、アブナイよ。姐さん、壊こわれたらもったいない。エジソンの新発明なのにっ」

　ウドは大おお慌あわてしながら無線機を空中で受け止め、小さく息を吐く。

「壊れたらアンタが直しな、ウド。そのためにいるんだから」

　カズラは歩く速度を速めた。

　そんな騒がしく珍妙な一行に、エノシマの人々は好こう奇きの目を向けていた。
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　正直、カンナのことで頭がいっぱいで、ナツミとテツナリがタケルの安否を心配してくれたほど、タケルはふたりのことを考えていなかった。大丈夫だろうと易やす々やすと決め付けて。

　もしかして、ふたりはナツミの父親にタケル目もく撃げき情報を聞いて、朝からずっとタケルを捜していたんだろうか。だとしたら。

「ごめんね、タケル」

「へ？」

　スニーカーの爪つま先さきに目をやっていたタケルは、うつむいた顔を上げる。すぐ傍かたわらに、カンナの顔があったが、麦わら帽子のせいで表情が見えない。

「なんで、カンナが謝あやまるのさ？」

　歩くスピードが無む意い識しきに遅くなった。周囲は住宅街ではないがそれなりに民家のある場所だった。人ひと気けはない。

　立ち止まったタケルに遅れること数歩。カンナも足を止めて、振り返る。

「たくさん噓うそをつかせちゃったから」

　カンナが目ま深ぶかに被かぶっていた麦わら帽子に両手をやった。麦わらが持ち上がると、哀かなしく沈んだ虹にじ色いろの瞳ひとみがわずかに潤うるんでいた。

　タケルは、心しん臓ぞうをつかまれたような気がした。

　さっきは必死で、ナツミやテツナリのことまで考えている余裕がなかった。噓をついているという気持ちも当然わいてこなかった。カンナの言葉で今さらに罪悪感が芽め生ばえてきた。

　ずっと一いつ緒しよだった幼おさな馴な染じみについた噓の重さをタケルじゃなく、カンナが背負っていたことにもたった今気付かされた。

「学校に行ってみようか」

　タケルは不ふ図と、それをカンナに提案した。

「がっこう？　さっきタケルが言ってた場所？」

　カンナが首をかしげる。

「そう。オレや、テツやナツミが通ってる中学。ここからちょっと歩いたところにあるから」

　学校に行けば特別な何かが起こるわけじゃない。ただ、なんとなくタケルは自分のことを知ってほしかった。カンナのことを何ひとつ知らなくて、自分が何ができるのか、何をすればいいのかも判わからない。

　なら、まず自分を知ってもらおう。そして、彼女に謝らなくてもいいんだって、知ってもらおう。

「うんっ、学校に行こう」

　カンナはうなずいてくれた。

「よし、んじゃ、こっち！」

　タケルは張り切って道案内をはじめた。




　中学は夏休み中で、昨日きのうあんなことがあったために、部活動のほとんども休みで、生徒たちの姿はなかった。

「そのほうが中に入りやすいか」

　ひとりごちて、カンナを連れたタケルは堂どう々どうと生徒玄関から、校舎内に足を踏み入れた。仮にクラスメイトや顔見知りの生徒、教師に出くわしても、「転校生」とかなんとか言えばいい。ちょっとの間なら、カンナの不ふ思し議ぎっぷりもバレたりしないだろう。

　生徒玄関から入ってすぐの階段から二階へ上がると、タケルのクラスの教室が見えてくる。

「ここ、オレのクラス」

　入り口の硝子ガラス小窓から中をのぞくと、幸い誰だれもいない。ドアを開いて、

「さあ、どうぞ」

　カンナを先に教室へ、それからタケルが続いて中へ。

「わあ、すごいね」

　タケルには見なれて、当たり前すぎるいつもの教室に一歩踏み入ったときから、カンナの表情が明るくなった。カンナは教室中を見み廻まわし、黒板に残った誰かのらくがきに目を細めたり、窓まど際ぎわに立ってカーテンにくるまったり。何気なく手を触れ、腰を下ろしたその場所は、タケルの席だ。

「そこ、オレの……？」

　偶ぐう然ぜんかと思ったが、

「知ってたよ」

　カンナはそう言って、微ほほ笑えんだ。

　どうして知っているのか、タケルは訊たずねなかった。きっと彼女はこういう。

「だって、あたしはタケルの『神さま』だから」

　それに今は、自分が知るよりも自分のことを知ってほしい。

「いいね。想おもい出でがたくさんたくさん、詰まってる。みんな、笑ったり泣いたり。いろんな感情に満たされた。すごく幸福な場所」

　タケルの机にうつぶせるようにカンナは、身体からだを折った。

「やっぱり楽しいことばっかりじゃないけどな。テスト前とか憂ゆう鬱うつだし」

「でも、タケルはそんなに成せい績せき悪くないんでしょ？」

　知ってるよとでも言いたげに、机に伏せたまま視し線せんをタケルに向ける。

「お陰かげ様さまでね。帰宅部で時間はあるから。でも、やっぱ、テストは好きじゃないよ。試されてるって感じもさ」

　試して験ためすから試験テストなんだが。

「テストが終わったら、友達と見せあったり？」

「そうそう。あそこができたとかできなかったとか。オレのほうが点数がよかったとか悪かったとか。毎回だな。テツなんか、あんまり勉強してないくせにいつも成せい績せき上位なんだ。不公平だろ？」

　タケルが苦にが笑わらいすると、カンナは微ほほ笑えんで、

「いいな。すっごく楽しそう。あたしにはそういう想おもい出で、ないから」

　彼女が不意に見せる悲ひ哀あい。カンナはタケルたちとはまったく別の時間を生きてきたみたいだ。だからこそ、当たり前のことを知らないし、タケルの想い出を羨うらやましそうにうれしそうにする。

「だったら、夏休みが終わったら、一いつ緒しよにここにくればいい」

　簡かん単たんに口にする科白せりふじゃないと思ったが、そうしたいと思った。タケルはカンナが座る席の前に腰を下ろす。

「絶対楽しくなるよ。テツもナツミもいるし、あいつらすっげーいいやつだから、カンナも仲よくなれる」

　タケルが寂さびしいときや哀かなしいとき、その逆にナツミやテツナリが落ちこんでいるとき、いつも三人で励まし合ってきた。このところ、すれ違いやバラバラになる時こ間とが増えているが、それよりも一緒に過ごした時間のほうが長いはずだ。三人が四人になれば、また何かが変わるかも知れない。三人よりも四人。きっと楽しくなる。楽しく、笑えるはず。これはタケルの確かく信しんと、ささやかな願ねがいだった。

「細かいとこはさ。叔お父じさんがなんとかしてくれるから。あのひと、放ほう浪ろう癖へきがあるけど、有名人だし。えーっと、なんか無責任に言ってみたけど、たぶん、大丈夫だから！」

　根拠なんてない。無責任すぎる自分でも、カンナと学校に通う想像をしただけで、胸が高鳴って想いが止められなくなっていた。

「そうなると、いいね」

　しかしカンナは窓の外に目を向けて、まるで他ひ人と事ごとのように微笑むだけだった。

「いや、大丈夫だって、オレもがんばるし、なんとかなるよ」

　何をどうがんばるかはこれから考えればいい。タケルにとってカンナが此こ処こにいること、これからも此処で一緒に、放ほう課か後ごの教室で他愛たわいもない話ができたら、そのほうが何より大切な気がした。

「タケルはあたしにも想い出をくれようとしてくれる。うれしいよ」

　そういう彼女は笑っていたけど、何ど処こか哀しそうに見えた。タケルの胸は締しめ付けられ苦しくなった。見たかったのは彼女の笑え顔がお。本当の笑顔だ。

　こんなとき、小説や物語の主人公は、きっと彼女のようなヒロインを笑顔にできるんだろう。

「……ただ、オレ……」

　タケルは言葉が出てこなかった。情けなくて、うつむくしかできない自分が悔くやしくて。

「いいんだよ。謝あやまらなきゃならないのは、あたしのほう。だって、あたしはタケルに願ねがいを叶かなえてもらうから」

「どういう……？」

　願いを叶えるのに、何な故ぜ、カンナはタケルに対して謝らなければならないんだ。

　が、訊たずねることはできなかった。

　カンナの言葉を確たしかめる前に、やかましく乱らん暴ぼうに教室のドアが開いた。

「──やあやあ、お姫さま」

　黒板側の開いたドアから女が顔をのぞかせていた。咄とつ嗟さにタケルは立ち上がり、カンナの前に出た。

「そっちのガキは、何だ？　中こ学この学生か？　まあ、いいか。お姫さま、迎えにきたよ」

　三みつ編あみおさげのその女は、タケルを無視して、カンナに話しかける。

「迎えにきたって……？」

　身体からだは女に向けたまま、タケルはカンナに視し線せんを向けた。

「違う。あたしは、あのひとたちと一いつ緒しよにいけない」

　カンナがちいさく言った。それでタケルの気持ちは決まる。目の前にいる女からカンナを護まもらなくてはならない。

「カンナ、立って」

　タケルはカンナの手を握り、女がいるほうとは逆側のドアに少しずつ歩いて行く。

「軍やらあっちの〝カミサマ〟やらタダでさえ天手古舞てんてこまいなんだ、これ以上手を煩わずわせないでおくれ」

　女は笑いながら近付いてくる。獲え物ものを狙ねらう野や獣じゆうのような目をカンナに向けて。

「行こうっ！」

　迫る女との距きよ離りがこれ以上近くなる前に、タケルはカンナの手を引いて、教室から飛び出した。しかし、ドアを開き、廊下へ出てすぐに、タケルはそこにあるはずがない『壁かべ』にぶつかって立ち止まった。

　違う。それは壁じゃない。壁のような大男だ。

「逃げないでくれよ」

　大男は図ずう体たいに似合わない落ち着かない口く調ちようで、タケルとカンナに言った。

「逃げてもいいこたないよ。どうせ、捕まえるんだ。だから、ここで観かん念ねんしときな」

　廊下に出てきた女が仁に王おう立だちで、タケルたちを大男と挟はさみ撃うちにした。

　大男の印象が強すぎて気が付くのが遅れたが、その隣となりには、もうひとり色眼鏡サングラスが立っている。こちらは中肉中背の物静かな印象だ。

　しかし、黙だまっていればかなり人の目を引きつけるだろう女も、立っているだけで人目を引く大男も、サングラスの男も、何ど処こか〝普通〟じゃない空気を漂わせる。

　幼いころからずっと合あい気き柔じゆう術じゆつを続けてきたタケルはその気の流れをよけいに強く感じ取った。そんな普通じゃない空気を身にまとった連中が、カンナを狙ねらっている。

「迎えにきた」と言ったが、カンナはそれを拒こばんでいるようだ。

「しかしまあ、まさか、こんなところを吞のん気きにお散歩されていらっしゃるなんてぇ、びっくりですわ。お姫さま、いや、神さまか」

　わざとらしい口く調ちようで女が言う。表情のないサングラスの男をのぞいて、女も大男も笑え顔がおだけに不気味さが際きわ立だつ。前と後ろから迫る女と大男たちにタケルは身動きが取れなかった。

「大丈夫、大丈夫だから……！」

　後ろ手にカンナをかばいながらも、タケルの頭の中は大混乱状態に陥おちいっていた。何も大丈夫な要素が見つけられなかった。

　なんなんだ、この連中は。ただのチンピラやそこらへんの不良たちと雰囲気がまるで違う。目的はなんだ。やっぱり、カンナなのか。だとしたらカンナをどうするつもりだ。

「さて、と」

　女の目め線せんがカンナからタケルに向けられた。顔は笑っているが目はまったく笑っていない。その視線がタケルをさらに混乱させ動けなくさせる。

「あんたみたいな子ガ供キがどうして、その娘こと一いつ緒しよにいるのか知ったこっちゃないが。おとなしくすっこんでたほうが身のためだよ」

　そう言って脅おどしてきた女は、風ふう貌ぼうや口調からくる印象よりも実際はもっと若い。が、その若さにして、この高気圧を思わせるプレッシャーは、女がどれだけの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたのか、計りしれないものにしていた。

　環かん境きようは特別かもしれないが自分自身ではごく普通の中学生として生活を送ってきたつもりのタケルにとって、身体からだの奥の恐怖に突き刺さるような目で貫つらぬかれた経けい験けんなどなかった。意い識しきははっきりとしているのに、身体がちゃんと言うことを聞いてくれない。

　なさけないことに、目と首を動かすだけで精せい一いつ杯ぱいな有あり様さま。動けもしないのに、身体中の汗かん腺せんから汗が噴ふき出してくる。

　大声を上げれば誰だれかが駆かけつけてくれるかもしれない。それなのに、鋭するどい視線に射い貫ぬかれ怖おじけて身体が震ふるえても、声の出し方を忘れたように声帯を震わせることはできなかった。

　中学で教師の怒りを買ったとき、お調子者としてとらえどころなく教師の追及をかわすのとはわけが違う。それでも。

「そうだ。いい子だね、坊や。そうやっておとなしくしてな。アタイ等らが用があるのは、うしろにいるその娘だから」

　カンナが身動きのできないタケルに身を寄せる。背中に触れたカンナの細い指が静かにタケルのＴシャツをつかむ。

　タケルの頭の中は相変わらずひどい混乱状態で、自分の身体からだにすらまともに命令を下せない。

「坊やは知らないだろうね。その娘こがどんな存在かって」

　さらに女が近付く。もう、タケルと女の間には数十センチの距きよ離りとも呼べない隙すき間ましかなくなっている。

「いいかい、坊や。ナイトを気取るのは悪くないが、それができるのは力がある者だけだってことを覚えておいて損はないよ」

　女はそう言いながらも、タケルのことなど眼中に入れていなかった。女の伸ばした手は、怯おびえて身を震ふるわせたタケルを通り越し、カンナに届く。

「そんな綺き麗れいな瞳ひとみで、アタイを見ないでおくれ」

　女が言った。次の瞬しゆん間かん、女の手がカンナの麦わら帽子を取り上げる。

　白銀の髪が硝子ガラス窓まどを透すき通る夏の直射日光に赫かがやく。カンナは微動だにせず、タケルに寄り添ったまま、女の目を見つめ返した。

「さあ、お散歩はここらへんにして、アタイ等らと一緒にきてほしいんだけどねぇ。──神さま、そろそろ鳥とり籠かごに戻る時間じゃないのかい？」

「いいえ」としかし、カンナは首を振った。

「カズラさん。飛ひ行こう艇ていの中でもお話したけど。ずっと閉じこめられていたあたしを外の世界へ連れ出してくれて、鳥籠の中から出てタケルと出で逢あうきっかけをくれた。それにはすっごく感かん謝しやしてる。でも、あたしはあなたたちの望みは叶かなえられない。あたしは、タケルの『神さま』だから」

　カンナが凜りんとした態度で女に言った。

「ハッハッハッハ。被ひ験けん体たい四號ごうと呼ばれるだけの、名も無き神が、ガキの願ねがいを叶えるか？　なんの犠ぎ牲せいも払おうとしないただのガキの願いは叶えられても、アタイらの願いは聞き届けられないっていうのかい？」

　女は大笑いしながら手に取った麦わら帽子を指先に引っかけて廻まわす。

「あたしには名前があります。タケルがくれた大切な、カンナという名です」

　カンナが言うと声はタケルの耳の奥で響ひびいた。その瞬間、固まっていたタケルの思考が急速に熱ねつを帯び、溶け出した。

　神さま？　どういう意味だ？

　こいつらは何がしたい。何が言いたい。

　腹が立つ。自分だけが蚊か帳やの外にいるような状況が腹立たしいわけじゃない。タケルには、カンナの表情が厳きびしくも何ど処こか哀かなしそうに見えた。そんな表情をさせたくなかった。タケルは、カンナの笑え顔がおが見たい。でも、それができない自分に腹が立った。

「そうかいそうかい。そこのナイトさまにいただいたのかい？　そりゃごたいそうなことで」

　女は笑うことをやめない。つられて、黙だまっていた背後の大男も「ひひひひひっ」と小動物のような声を漏らした。しかし女に「黙ってろっつったろう」という視し線せんを投げかけられ、すぐに黙った。

「なら、此方こつちも名乗らなきゃねぇ、カミサマ……。改めまして。アタイは運び屋アシナガ社長の凌霄花ノウゼンカズラ。そっちの色いろ眼鏡めがねがサイゾウ、デカイのがウドだ。独ウ活ドの大たい木ぼくだからウド。ま、アタイのことは、社長かカズラって呼んどくれ。また一いつ緒しよに旅をすることになるんだ。短い間だろうけど、よろしくお願ねがいしますよ、カ・ミ・サ・マ」

　このままでは、何もしないまま、できないまま、カンナを連れていかれてしまう。タケルは自分に言い聞かせる。「このままでいいのか。いいわけがない」

　身体からだ全部じゃなくていい、もう、指一本でもいい。カンナを助けたいんだ。

　動け。動け。動け。動け。動け。動け。動け。

「もう一度言います。あたしは、あなたたちとは行けない」

　あえて、行かない。と言わず、行けないとカンナは首を振った。しかし、それで、

「はい、そうですか。つって、引き下がるわけにはいかないんだよ！」

　カズラは、カンナの言葉も意志も無視して、カンナの腕をつかんだ。

「悪いが、こっちも命がけの仕事なんだ。時間も限られているんでね。手っ取り早くやりたいのさ。軍や昨日きのうのアレがいつあんたに気付くか判わからないしね。軍はいいが、あっちの〝カミサマ〟が黙っちゃいない、っていうわけで、さっさときておくれ」

「イヤ、あたしはいかない」

　としかし、カンナはかたくなにカズラを拒こばんだ。

「あたしの願いは、タケルしか叶かなえられない。あなたたちや、あなたたちにあたしを連れてくるように依頼した人たちじゃ、ダメなの」

「願い？　カミサマが願うのかい？　こいつぁお笑わらい種ぐさだね。カミサマはいったい何に願うんだい？　別のカミか、それとも、この役立たずのガキかい」

　カズラが言って目線で合図をすると、大男が、

「ごめんよぉ」

　と情けない声を出しながらも、タケルの身体をつかんでカンナから引ひき離はなした。易やす々やすとタケルの身体は下に押し付けられる。

「グ……ッ！」

　信じられないほどの力でタケルは、抵抗することもできずに太陽光線に熱ねつされた廊下に這はい蹲つくばらされた。

「タケルっ！」

　悲痛な声がタケルの耳に届く。大男に乗りかかられているため、顔も上げられず、カンナがどうなっているのかも確かく認にんできない。

　幼いころから合あい気き柔じゆう術じゆつの道場に通って、同世代よりも少しは対人での取っ組み合いなら負けないつもりだった。が、情けない話、圧倒的な力を持つ者の前では、無に等しいことを痛感させられた。

「タケル！」

　彼女の声が遠くなっていく。しかし、それは意い識しきが薄うすれていくのとは様よう子すが違っていた。

　身体からだの奥底で、もうひとつの声が聞こえてくる。

「願ねがいを叶かなえるんだ」

　それは自分の声なのか、他ほかの誰だれかの声なのか判わからなかったが、ひとつ明はっきりしている。

「カンナの願いを叶えるのは……──オレだ」

　タケルは大男の手から無む理り矢や理りに顔を上げた。ゴム質の廊下に頰ほおが摩ま擦さつされ、痛みを生じる。が、すぐに消えてなくなった。

「火事場の馬ば鹿か力ぢからってやつかい、坊や？　そんな状態でナイトを気取られてもさぁ。腕の一本くらい、いっとくか？」

　しゃがみこんでカズラが、タケルの顔を見下ろした。その瞳ひとみは、今、口にしたことなど本当に平然と行えるだろう冷たい色をしていた。

「どうする？」

　カズラはタケルにじゃなくカンナに訊きいた。

　もちろん「自分たちの言う通りにしなければ、タケルがどうなっても知らない」という意味だ。しかし、それでもカンナは首を縦たてに振らなかった。

「やっと外の世界に出られて、はじめてできたお友達じゃないか。それを失うことになるけど、いいのかい、カミサマ？」

　カズラが念押しに訊たずねる。と同時に、大男に目め線せんを送る。「やれ」と。

　大男は、哀かなしい表情を一いつ瞬しゆん見せたが、その手に力を込めた。左手がさらにタケルの顔を床ゆかに押しつけ、右手がつかんだタケルの腕をひねり上げる。骨が軋きしむ音が聞こえるようだった。

「うぁああああ……っ！」

　呻うめくタケルの姿からカンナが「くっ」と、つらそうに目を背そむけた。

「これが最後だよ。この坊やの腕がもげて、あんたはまた軍の奴やつらのところに戻るのか、それとも、お仲間の〝カミサマ〟の迎えを待つか？　あんなバケモノの仲間になって、どうする？　いや、もともと人ヒ間トの姿をしているだけで、あんたはヒトじゃない、バケモノさ。まあ、そんなことはどうでもいいか。カミサマ、アタイらがあんたに用意した選せん択たく肢しはひとつだ。アタイ等らといっしょにくるんだよ！」

　はじめてカズラが感情をあらわにした。

「どうする？　昨日きのうの〝神威カムイ〟の助けを呼ぶかい？　けど、あんたのチカラは願われなきゃ叶えられないんだったね。呼んでも叫んでも誰だれもあんたを助けたりしないよ」

　最後通告と共ともに、カンナに現状やすべてがカズラたちに有利だということ、それを認にん識しきさせようという。カンナは答えなかった。カズラから視し線せんを外はずして、

「ごめんね、タケル」

　そう言って、目を伏せた。

　カズラはそれをカンナが自分たちのほうへと転んだと思った。が、とんだ勘かん違ちがいだった。

　そのとき、あたりに、エノシマ中に響ひびき渡わたるけたたましいサイレンの音が鳴った。

「なんだい!?」

　カズラはカンナから視線を外し、サングラスの男に問う。すでにサングラスの男は手早く懐ふところから取り出した無線機きを耳に当てていた。

「きました！　〝カミサマ〟の〝カムイ〟です。軍ももう動き出しました」

「チィ！　予定より早いね。どういうことだ!?　まさか、カミサマ。あんたがお仲間を呼んだのかい」

　顔を上げたカズラがカンナを見やる。

　カンナは、空を見上げていた。

「いいえ。あたしじゃない。彼らは、存在に気付いただけ」

「存在？　あんたのか？　それじゃ、あんたが仲間を呼んだのと変わらないさ」

「それも違う。あたしが呼びかけたのは、あたしの神威カムイ」

「そいつぁ、面めん倒どうだねぇ」

　口ぶりと異なり、カズラの表情にはまだ余裕が見えた。こちらの優ゆう位いには変わりない。そのはずだったからだ。

　ところが、

「あ、姐ねえさん！」

　大男が図ずう体たいに似合わない助けを求める弱々しい悲鳴を上げた。

「なんだい、ウド！　ったく、あんた……は!?」

　驚おどろいた。

　タケルが大男ごと持ち上げて、立とうとしていた。

「手加減なんかいらないんだよ！」

　カズラが言うが、大男は手加減などしていなかった。それでもタケルの身体からだを押さえ付けられない。

「オレの……願ねがい……叶かなえる」

　タケルの様よう子すが変わっていく。声が低く獣けもののごとく響く。突風も衝しよう撃げきもないのに、廊下中の硝子ガラスが怯おびえるように震ふるえ、そして、一斉に砕くだけ散った。破片が煌キラ々キラと雨のように降りそそぐ。

「まさか！」

　カズラが大きく目を見開いた。

「あのときのカムイ！　この坊やだったのか……!?　じゃあ、あの巨大デカイのは、コイツの存在を見付けてきたのか!!」

　刹せつ那な。タケルの額ひたいを破って光が生はえてきた。

「がぁぁぁああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁぁッ」

　獣けものの声でタケルが空に吼ほえる。

「坊や、おまえ！　その小娘カミサマに願ねがったんじゃないだろうね……ッ!?」

　カズラは聞いたことがあった。でもお伽とぎ噺ばなしや老人たちの戯たわ言ごとだと気にも留とめていなかった。

「神のチカラを分け与えられし、神の威いを借かる者。だとしたら、小娘が一時的にチカラを失っているのだとしたら、この坊やにチカラを与えたからなのか……！　坊や！　おまえは、チカラを望んだのか!?」

　タケルは答えなかった。額から生えた光は校舎を突き破り、空に駆かけ上がっていく。光は溢あふれ、内側から外側へとタケルの存在を書き換えていく。

　光と肉体が解け合いタケルは別の存在へと、変わる。もはやタケルだった者はそこには居いなくなっていた。角つのを思わせる突起があり流りゆう線せん型けいの身体からだは前まえ屈かがみに、巨大な白い『化物バケモノ』がカンナに寄り添っていた。
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「坊や、それがどういうことだか判わかっているのかい？　あんたの願いによって、この世界が滅んじまうかもしれないんだよ。その覚悟もないくせに、莫ば迦かなことを……！」

「違う」

　カズラの言葉を遮さえぎったのは、カンナだった。

　カンナは、愛いとおしそうに、そしてひどく哀かなしそうに、「ごめんね」と呟つぶやきながら、白いバケモノに手を触れさせる。

「タケルが望んだのは生きること。あたしは、あたしの願ねがいを叶かなえるために。タケルの願いを叶えた。だから、これは、あたしの願いのカタチ」

「人がカムイになるなんて……！」

　これが真実だ。

　昨晩、エノシマに現れたバケモノや軍の魔神マシンを退しりぞけ、『御神体カミ』こと神さまの女の子と共ともに姿を消した『神威カムイ』がいた。それは、元は人間。空渡ソラワタリタケルだったモノ……だ。

　あのとき、カンナと出で逢あったタケルは倒れ命を失った。はずだったが。願うことでカンナに願いを叶えられた。

「生きたい」という願い。

　それによって持たされたのは、人ヒ間トではない別の存在としての『生』だったが。

　今、タケルとしての意志はない。神に従えられし人ならざるバケモノになった。

「我わが願いを叶えるため、そのチカラを示せ。我が命を与えし──神の威いを借かる者。天そ穹らの神威よ」

　カンナの命に従い神威は、チカラを解き放たれる。

「ガァァァァァァァアアアアアアァァァァァァアアァァァァァァアァッ!!」

　バケモノ──神威が吼ほえる。周囲の空気が怯おびえるように震ふるえた。

　そして、一いつ瞬しゆんにしてあたりが暗くなった。

「次から次へとなんだい、まったく！」

　予定外のことが起こり動揺はあるが、カズラの思考は停止していなかった。大男とサングラスの男と共に、カンナと神威から距きよ離りを置き、すばやく状況を確かく認にんする。

「おいおい、来ちまったじゃないか！　あの巨大天使デカイカムイがさ！　世にも珍しい人型の神威のあとは、強大な天使の彫刻ってかい。ＳＦ映画じゃなんだよ、勘かん弁べんしておくれっ」

　太陽を覆おおい隠かくすほど巨大な物体が空に浮かんでいる。トリやＫＭＥスーツなど軍のマシンじゃない。昨夜ゆうべ、街に飛来した天使の彫刻のような巨大な何か──それは、カムイと呼ばれる神の御み遣つかいだ。
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　エノシマに響ひびき渡わたるサイレンは、市民への避ひ難なんを勧告する。同時に、

「これは演習です。市民の皆さんは直ただちにシェルターへの移動を開始してください」

　という女性の声で無感情で形式的な放送が流されていた。

「これの何ど処こが演習だよ、それで納得する市や民つらもどうかと思うがねぇ」

　軽口を叩たたくが、凌霄花ノウゼンカズラの頭脳は回転数を増し、次の一手を模も索さくしていた。

　すでに、空では巨大な天使の彫刻のようなカムイと、さっきまでひ弱な少年だった神威カムイが激はげしく戦せん闘とうを繰くり広げていた。

　天使型のカムイは近付いてくるモノがあると、光の環わを出現させ、その環を飛散させた閃せん光こうで攻こう撃げきを仕かける。

　もう一方の神威は、直接的な打撃をしかけたり、その合間に粒子砲のような光を放つ。驚おどろくことに、神威は、神さまの女の子を大事そうに懐ふところに抱え、丁てい寧ねいにも判わかりやすく神の御み遣つかいを思わせる羽根を（おそらく）頭部や背中から生はやしている。この神威には光の環がなく、その動きは何処か赤ん坊が玩具おもちやに戯たわむれている姿を想像させた。

「どうするの、姐ねえさん？　あんなところにいたんじゃ、おれたちじゃ捕まえられないよ？」

　恐れか不安か、大男の様よう子すが落ち着かない。

「莫ば迦かが！　だーかーらー、泳ぐ鳥の整せい備びを急がせてたんだろう！　こんなことぐらいある程度、想定済みさ！」

　確たしかに、ある程度は想定していた。ある程度だ。人が神威になることや、あんな巨大なカムイが出現するところまでは想定していない。つまり、ほぼ想定外のことばかりだ。素早すばやい作戦の変更が求められる。

「アタイは泳ぐ鳥トリで出る。おまえ等らは残りの連中と合流しなッ！」

　言って、カズラは停車してあったバンの後部ドアを開いた。荷台には、カズラ用のチューニングが施ほどこされた泳ぐ鳥が翼つばさをたたんだ姿で納まっていた。ついさっき届いた。

「あ、姐さんでも、あんなデカイやつ相手に何もできやしないよ！」

　泳ぐ鳥にまたがり幼虫石エレメンタラーのトリガーキーをセットしてエンジンに火を入れるカズラに、大男のウドが訴える。

「うっさいんだよ、呆ぼけ！　誰だれがあんなバケモンと戦やり合うっつった！」

「ち、違うんですかい？」

　虚きよを突かれたらしいウドが目を丸くする。

「当たり前だ。ったく。すぐに軍も来る。アタイは最後まであの依頼品カミサマを手に入れる方法を考えるから、おまえたちは態勢の立て直しをしてなって、ことだよ！」

　カズラのトリがホバーリングを開始すると同時に、ウドを轢ひきそうになるのもかまわず、荷台から飛び出した。

「気を付けて姐さん！」

「社長だっつってんだろ、弩ど阿あ呆ほうが!!」

　カズラは口こう角かくをつり上げ唾つばきまき散らした。ゴーグルをかける。泳ぐ鳥の風切りウイングが開き、一気に空へと上昇した。

　人型の神威カムイと天使型のカムイの戦せん闘とうは、一見しただけでは、どちらが優ゆう勢せいなのか判わからなかった。遠くからでは大きな光の点滅、まるで花火のようにさえ見えた。

　天カ使ム型イは攻こう撃げきを仕かけているというよりも、神威の腕の中にいる少女の姿をした神さまを捉とらえようとしているようにも見える。

「やっぱり、あの天使サマも目的はアタイ等らと同じなのか？　しかし、どうしてみんなあんな小娘ひとりに躍やつ起きになってるんだろうねぇ……って！」

　神威が放つ閃せん光こうがカズラの駆かる泳ぐ鳥トリのすぐ脇わきをかすめていった。その余波に操そう縦じゆうを取られ、機き体たいが大きく揺れる。後方では、激はげしい爆ばく発はつ音おんがした。

「ったく、軍の連中まできたのか」

　神威とカムイの存在に出撃した軍の泳ぐ鳥トリの小隊が、カズラのよけた閃光に撃うち抜かれ、墜おとされたらしい。

「いつもよりも軍の動きが早いね。さっきの避ひ難なん勧かん告こくもそうだ。タイミングが良すぎる。神威同士で戦やり合いはじめてすぐだ……。予測していたということか。なら、どうしてあの小娘を連れ戻そうとしなかった。──チッ、あっちの〝カミサマ〟にしても軍人にしても、偉い人間の考えることなんて判りそうにないねッ！」

　泳ぐ鳥のハンドルを押さえつけ機体を滑かつ空くうさせる。軍がカズラの泳ぐ鳥に気が付くなり勧告もなくいきなり、マシンガンを放ってきた。一見軍のモノと似ているカズラのトリだが、識しき別べつ信号が出ていない。軍が管理する魔神マシンのデータにない泳ぐ鳥は、つまり、敵や対する者となる。

「そんな旧型じゃ、アタイのエジソン印のトリには追いつけないってんだよ！」

　スピードを上げる。戦闘空域の外に出るためだ。とりあえず、神威と軍の板挟みにはなりたくない。あっという間に軍の射程距きよ離りからは離脱した。

「クライアントも、軍も、カミサマもどうして、あの小娘を求めるんだ。人が創造つくりし『神』か。本当にそんなことがあるのかねぇ。しかし、捕らわれていたのは本当らしいしね。ってことは、さしずめ、鳥とり籠かごの中の姫、いや、姫ヒメ神ガミさまってところか」

　何にせよカズラたち運び屋アシナガのやるべきことは決まっている。

「問題は、どうやって、あのバケモノや軍を出し抜くかだ」

　数百メートルほど離はなれたが、天使型カムイの巨大さは変わらず、時折、神威が放つ閃光のカケラがここまで届く。あれに巻きこまれればひとたまりもなさそうだ。

「ったく、無む茶ちや苦く茶ちやだね。あの神威まだ生まれたばかりで戦い方を知らないのか」

　神威は閃光をまるでデタラメに四方八方に放っている。

　天使型や軍、地上の街にまで降りそそいでいる始末だ。けれど、街はすでに対戦争用の形態に移行しつつあった。

　地面からは防ぼう護ご壁へきが出現し、軍の施設や一部の主要または重要な住宅地などは、地下へと収納されていく。

「さすが『決戦都市』の異名は伊だ達てじゃないってね。神々と戦争するために建造された島なんて、人間は何ど処こへ行こうってゆうんだい。……ま、アタイは生きたいほうに行くさッ」




　神の威いを借かる者同士の『戦争』はあっさりと終結を迎える。

「ぐおぉぉぉぉぉおおぉぉぉぉおぉぉぉぉぉおぉおぉぉぉぉぉおっぉおぉぉん！」

　天そ穹らに神威カムイの咆ほう哮こうが突き刺さる。

　すると、空が割れ雲の合間から超ちよう弩ど級きゆうな大きさの剣または槍やりを思わせる十字の光が降ってきた。

　人型の神威がそれを手にする仕し草ぐさをした。光の剣をつかみ、振り下ろす。

　糸を金属でこすったような音がしたかと思うと、巨大な天使の彫刻のようなカムイが真っ二つになっていた。

　二つになった巨大彫刻は、中から沸ふつ騰とうしたように不ふ揃ぞろいに凹おう凸とつができ、さらに二倍以上の大きさになるとやがて、光になって空に滲にじんで消えてしまった。

「ちっこいほうが勝ったのか？　それともデカイほうが逃げたか？　どちらにせよ、今が千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機きじゃないかッ！」

　嬉き々きとしてカズラは瞳ひとみを輝かがやかせた。スロットルを全開にし、泳ぐ鳥を急発進させようとした。が、

「なっ!?」

　目の前を一筋の線せんが駆かけ抜けていき、それは、人型の神威まで引かれた。次の瞬しゆん間かん。

「ウワァァァッ！」

　視界を失うほどの爆ばく発はつが起こり、衝しよう撃げき波はにカズラの泳ぐ鳥が吹き飛ばされる。コントロールを失った泳ぐ鳥トリはカズラを乗せたまま地上へ落下していった。

　今の一撃は、この空域より後方に控えていた軍の主力飛行戦せん艦かん、通称白鯨クジラの主砲によるものだった。だが、直撃ではなく、神威の直前で強制爆破された。




　白煙の中、神威の咆哮が聴きこえ、




　その日、空渡ソラワタリタケルが街から消えた。







[image: ３話◎「僕たちは世界を変えることができない〈前篇〉」]
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「戦争って、あんなものを相手にしてたのか？　あんなバケモノを……!?」

　石倉イシクラテツナリはまるで悪い夢にうなされたように、しかし、落ち着いた様よう子すで空の見えない天てん井じようを仰あおいだ。

　地下数十メートルにある軍用兼民間人の避ひ難なんシェルターは、エノシマの一般市民で輻ふく輳そうしていた。午後七時現在、非常時警けい戒かい態勢にあって、市民たちは本当にシェルターとして機能する数カ所に集められている。それだけ状況は差し迫ったものだということかもしれない。

　しかし、地上で、エノシマで起こっている真実について、何も知らない半数以上の市民たちの緊きん迫ぱく感かんは稀き薄はくだった。その人々の、一部のオトナが「狭い」だの「窮きゆう屈くつ」だのと軍人や軍関係者、政府関係者に詰め寄っている。ひとりに対して二畳ほどあるスペースは決して広くはないが、窮屈でもない。

　オトナの憤いきどおりは、ストレスによるものだ。シェルターに入ってから数時間が経たった。今これまでならとうに解放されて地上に、それぞれの家庭に戻っている。行動も範はん囲いも限定され、夥おびただしい人間の熱ねつと窮屈さと圧迫感に、みんな苛いら立だっているのは判わかる。

　が、テツナリは、冷めた目でその光景を眺める。

「バカだな。地う上えのアレを目にしてまだ、あんなふうにお門かど違ちがいな怒りをぶつけてるのか。なら、さっさと思い出したほうがいいよな。この世界が、ずっと戦争中だったってことをさ」

　記き憶おくに焼き付いた光景にそれを気付かされた。ここにいる人々の中にも地上で、軍とバケモノが戦っているところを見た者がいるだろう。まさか、あれを演習だなんて本当に信じているのか。だとしたら。

　もしかすると、これまでも演習と偽いつわって、あんな戦争がエノシマの街で起こっていたのかもしれない。そして、市民を混乱させないための配はい慮りよかそれとも、何ど処こかの誰だれかがあの得体えたいの知れない存在を隠したがっているのか。または、すべてを『演習だ』と言って信じさせるために長い時間をかけてきたのか。

　だが、テツナリは、はっきりとアレを見た。他人の言葉に惑まどわされるよりも、真実は自分の網もう膜まくに鮮せん明めいに残っている。

「あのバケモノ、何だと思う？」

　テツナリは天井を見上げたまま、近くで膝ひざを抱え丸くなっていた笠原カサハラナツミに訊きいた。

　膝を抱えたまま髪の毛の一本も揺らさず、ナツミは無言のままだった。

「おまえも見ただろ、アレ。あのバケモノをさ」

　人ではない他ほかの何か──化物バケモノ。アレはまさにバケモノだった。

　石倉テツナリと笠原ナツミのふたりの幼おさな馴な染じみは、もうひとりの幼馴染みの姿を追って中学校へ向かう途中、バケモノたちを目もく撃げきすることになった。

　巨大な天使の彫刻。異様な姿。天使の環わ。軍の魔神マシン部隊を一撃でなぎ払う閃せん光こう。

　あんな巨大な像が動き、光で攻撃をする。現代科学でなしえるモノなのか。それも人を護まもるためじゃなく、人を攻撃するために創つ造くられたとしたら、

「誰だれがなんのために？　戦争をするためか？　相手は何だ？　同じ人間か、それとも……」

　ナツミに訊きいたんじゃない。が、

「戦争って何？　誰と誰が何のために戦ってるの？」

　膝ひざを抱えたままの状態でナツミが言う。

「軍とあのバケモノが戦争しているんだろう」

　簡かん単たんに応こたえようとしたテツナリだったが、状況はそれほど安直でないことも知っていた。知ってしまっていた。

　シェルターに避ひ難なんする前、テツナリは、空に浮かぶ巨大な彫刻バケモノと、軍の基地から飛び出してきた夥おびただしい数の戦せん闘とう車両の他ほかに、もうひとつの存在を目にしていた。

　そいつは、軍の泳ぐ鳥や走る鳥に似たフォルムをしていたが、鳥型でも鯨くじら型でもない、人のカタチをしていた。人間のカタチを辛かろうじて彷ほう彿ふつとさせる姿し態たいがよけいに人ヒ間トのカタチをしたヒトではない別の何か、ただただ異質な存在を思わせる。

「あんなもんが同じ世界にいるなんてな。アレじゃ、軍じゃなくても──殺したくなる」

　テツナリが吐き捨てる言葉に、ナツミは小さくした自分の肩を抱き結んだ腕に力を入れた。

「やめてよ……」

　弱々しくナツミの声が震ふるえていた。

「もういいでしょ。テツが言ってるのって、わたしたちが知らなくていいことだよ」

「どうして？　俺おれたちは見たんだぞ。この目で、そうだろ？　それが真実以外のなんだっていうんだ？」

「噓うそでも本当でも、どっちだっていい……このまま眠って目が覚めたら、誰かが『全部夢だったよ』って言ってくれるのを待つわ。タケルなら、きっとそう言ってくれる」

「バカじゃないのか？　タケルが、あいつがそんなこと言うわけないだろ。そんなの待っても無む駄ださ。今日きようみたいなことが繰くり返されれば、嫌いやでもみんな気が付くんだ。そして、あいつがあいつじゃなくなったってこともさ……」

「わたしは気付かないままでいる。そのときが来ないように祈ってる」

　ナツミは、膝を抱えさらに身を小さくする。

「逃げんのかよ……ッ」

　テツナリに苛いら立だちの色が見える。

「現実から目をそらしても、現実はなんにも変わらないんだ。だってそうだろ？　俺も、ナツミ、おまえもアレを見たんだ」

　そう。ふたりは──もう一匹の天使バケモノを見ていた。神秘的な外がい貌ぼうの巨大な天使の彫刻とは違うもう一匹を。そいつは空を駆かるだけの獰どう猛もうで強きよう暴ぼうで理性のないちいさなただの化物バケモノだった。二匹のバケモノに共通していることがある。神秘に満ちた美しさに反比例し、あまりに巨大な天使の彫刻のような容姿に覚える感情。姿も存在も得体えたいの知れないものを目の前にしたときの危き機き感かんの中にある感情。そのどちらもが『恐怖』だ。見る者すべてにそれを抱かせる。

「もういいよ」

　ナツミの身体からだも声も震ふるえていた。地上でバケモノを見たときの恐怖が蘇よみがえってくる。

「おまえも、見たんだ」

「やめてよ……」

「見ただろ？　アレを、あの醜みにくいバケモノを……！」

「見てない」

「噓うそ吐つくなよ、ちゃんと見たろ？　その目で見たんだよな？」

　追及は続いた。テツナリは腰を浮かし、うずくまっているナツミの肩をつかんだ。震えていた。それがナツミの震えだったのか、それともテツナリ自身のものだったのか、ふたりとも判わからなかった。あるいは、ふたりとも身を震わせていたのかもしれない。

「俺おれたちは見たんだよ。あのバケモノが──誰だれなのかを」

「見てない……」

　ナツミが言う通りあのもう一匹のバケモノが何なのか、〝誰〟なのか、ナツミもテツナリも見ていない。

「噓だ。おまえと俺は、〝アイツ〟がアイツでなくなってるのをちゃんと見てたはずだ」

　としかし、テツナリは興こう奮ふん気味にナツミの肩を揺さぶった。その力で膝ひざを抱えていた腕がほどけて、ナツミが少し顔を上げる。

　見てはいない。なのに、ナツミもテツナリもそれが〝アイツ〟だと思った。

　バケモノは、中学校の校舎を突き破り外へ飛び出してきた。それは丁ちよう度ど、もうひとりの幼おさな馴な染じみのクラスがある教室の辺あたり。だから、というわけではない。そのバケモノが腕の中に、さっき逢あったばかりの女の子を抱えていたからでもない。ふたりはそれを確かく認にんできなかった。

　では何な故ぜか？

　ただ、なんとなく、そうなんだろうと。ナツミとテツナリは感じていたんだった。

　おそらくそれは、そのバケモノがかつてふたりがよく知っているはずの、もうひとりの幼馴染みだった存在に違いないからだろう。

「ナツミ、俺を見ろよ」

　顔をもたげたままで、しかしナツミはテツナリのほうを見ようとしなかった。

「俺は俺だ。あいつとは違う。俺なら──大丈夫だ」

　その言葉の意味をナツミは判っていた。でも、判りたくない。それを理解することは、認めることになるからだ。地上でナツミが見たあの光景のすべてを。幼おさな馴な染じみが──人ヒ間トでなくなっていくどうしようもない恐怖や哀かなしみも。

　ナツミが、タケルとカンナという女の子のことを気にしていたから、冗じよう談だん半分でテツナリはあとをつけてみようかと言ってみた。それを真に受けて、ナツミはふたりのあとを追って、学校までやってきた。そして、そこで見てしまう。

「ちゃんと思い出してくれよ。目の前で、見ただろ？　おまえも、俺おれといっしょに、アイツが、化物バケモノになるのをさぁ……！」

　テツナリは恐怖に心を犯されそうになっていた。

　幼馴染みがバケモノになるのを見てしまったんだ。一人ひとりきりでこの事実を抱え切れそうにない。だから、テツナリは執しつ拗ようにナツミに迫っていた。もう、ナツミしかいなかった。

　だが、ナツミは、認めたくなかった。信じたくなかった。

　どうして幼馴染みはあんな姿になってしまったのか。

　エノシマを襲おそった、べつのバケモノ、軍の兵器や街を破は壊かいしていたひどく醜みにくい姿。

「おまえもそうだろ？　気持ち悪かっただろ、あんなのさ!?」

　ナツミも見たその光景をテツナリは思い出して、吐き捨てた。

「違うよ、テツ……」

　否定したかった。全部、あんな姿になった幼馴染みも、それを受け入れようとして受け入れられずに必死でもがくテツナリも、そして、バケモノになった幼馴染みの姿に恐怖を感じた自分自身も。

　ナツミは、自分がそれを認めなければ、真実は噓うそに変わると思いこもうとしていた。

　あしたまた、たわいない話をして、自転車のうしろに乗せてもらうんだ。

　そしたら、変わらずに笑って、笑いあって、また明日あしたを迎える。それだけでいいのに。

「頼むよ、ナツミ。見たって言ってくれよ。俺、頭がどうにかしちまいそうなんだよ。気味が悪いんだよ、なぁ!?」

　ナツミはこたえられなかった。ただ何度も何度も首を横に振るだけだった。認めたくない。そんなナツミの肩をテツナリが揺らす。

「なあ、なあ、なあッ！」

　ナツミの首を縦たてに振らせるように強引に、激はげしく。

　周囲でオトナたちが騒さわいでいる。「いい加減、ここから出せ」と。その騒がしさに誰だれも、テツナリとナツミの様よう子すに気が付いていなかった。オトナはそうだ。いつも自分勝手で、子供のことなんて考えていない。テツナリはもうそれに怒りすら覚えなかった。

　みんな、気持ち悪いんだ。オトナも、軍も、バケモノも、アイツも──タケルも。

「アイツは、──タケルは、バケモノになったんだ。あんな気持ちの悪い……！」

　その瞬しゆん間かん、強い衝しよう撃げきが、テツナリの頭部を正面から横に傾けさせた。

「……もう、いいでしょ！」

　ナツミの手のひらがテツナリの頰ほおを打った。乾いた音にさすがに周囲から視し線せんが集まる。

　それがテツナリとナツミだと判わかると、ふたりを知っている人々はすぐに視線を外はずした。幼おさな馴な染じみのふたりが喧けん嘩かしたところで、いつものことですぐに仲直りするんだと、オトナたちは知っていたからだ。

　しかし、いつも一いつ緒しよでお互いのことは何でも知っていて、判りあって通じあっていたはずの幼馴染みの関係に罅ヒビが入りはじめていた。しかし、それは以前からのこと。ふたりはこのときそれに気が付いた。




　原因は、もうひとりの幼馴染みではない。それはきっかけにすぎなかった。

　もう、少し以前から、幼馴染み三人の意い識しきは違っている。

　ナツミは、幼馴染みの関係を壊こわしたくないと考え、テツナリは、幼馴染みの関係から卒業したいと思っていた。もうひとりは、幼馴染みという関係が当たり前に続くと楽らつ観かんしていた。

　それぞれの考えや思いが、わずかなズレと隙すき間まを生み出した。それが今、音を立てて幼馴染みの関係を壊そうとしている。

　タケルはずっと前にそれに気付いたのに何もしなかった。

　いつもそうだ。タケルは最後の一歩を踏みこんでこない。ひとりで先にオトナになろうとして、無理に楽観しようとしたり、お調ちよう子し者ものを演じて。あんなにヒトに好かれようとしているのに、嫌われないようにしているのに、でも、ひとりで本を読んでいることが多い。無む意い識しきに他人を遠ざけようとしていたんだろう。

　寂さびしいときや哀かなしいときにそれを悟られないようにするためだ。一人ひとりでいれば、誰だれにも哀しい、寂しい顔を見られなくてすむから。気を遣つかわせないように、必要以上に前向きで、母親の想おもい出でを失なくすほど前ばかり見て。そのくせ、手に入らないと思うとすぐにあきらめてしまう。望んでも手に入らないものがあると知っている。

　だから、自分の未来に希望が持てなくて、夢も将来の展望もなかった。タケルは、そういう男の子だった。でも、自分に絶望をしていない。他人といることが好きで、他人といる自分に希望を持って、他人に対して何ど処こまでもやさしく、お人ひと好よしで。

　ナツミは、そんなタケルが大好きだった。

「わたしは知らない。信じたくもない。じゃないと、もう、戻ってこなくなっちゃう気がして、怖いの……」

　テツナリの頰を打った右手をナツミは左手で覆おおい隠した。震ふるえが止まらない。

　幼馴染みを殴った手の痛み、幼馴染みを恐れる心の痛み。幼馴染みに殴られた頰の痛み、幼馴染みに恐怖する心の痛み。様さま々ざまな頭痛と感傷が少年少女を襲おそう。

「じゃあ、俺おれはどうすればいいんだよ？　見過ごせっていうのか？　忘れろっていうのか？」

　テツナリは、顔を引きつらせた。哀かなしいのか笑いたいのか、感情が入り乱れて自分自身の身体からだすらコントロールできない。

　それほどのことだった。信じられない。信じたくない。でも、どうすればいいのか判わからない。

　恐れるのか、嘆なげくのか、笑うのか、泣くのか、怒るのか？　誰だれに対して？

「あいつはもう、バケモノになっちまったんだよ」

　テツナリが言う。テツナリが考えた答えだった。

「見たろ。べつのバケモノや軍の魔神マシンや飛ひ行こう艇ていをなんの躊ちゆう躇ちよもなく破は壊かいしていた。あんなのが、アイツなわけないじゃないか。だって、俺おれたちの知ってるアイツは、たとえ自分が傷付けられても相手は傷付けたくないっていう、ただのお人ひと好よしのお調ちよう子し者ものだったんだぜ？」

「それは、判ってる。ずっといっしょにいたんだもん、判るよ。だから、テツナリが今、どうすればいいかすごく迷って悩んで怖がってるのも、判ってるつもり。わたしも同じだから。でも、目の前で起こったことを認めたら、──タケルがもう戻ってこないんじゃないかって、不安で不安で……」

　ナツミは涙の代わりに震ふるえる言葉をこぼした。

「あんなのは、タケルじゃない。〝化物バケモノ〟だ」

　としかし、テツナリの答えは変わらなかった。

　アレは軍と戦っていた。だから、自分たちの──敵だ。

　軍はこのエノシマを、この国を護まもるために存在している。だったら、それが戦っていたということは、敵以外の何者でもない。テツナリじゃなくても、この国の人々は誰だってそう考えるに決まっている。

「あのバケモノは、おまえを傷付ける可能性だってあった。アレはもうアイツなんかじゃないんだ。だって、ナツミを護るって俺たちの『誓い』なんだぜ？　だとしたら、アイツは俺たちを裏切った。そうだろ？」

　怒りに充みち満ちた表情で、テツナリは奥歯を嚙かみしめていた。

　けれど、ナツミには、それがひどく傷付いたときの表情に見えた。と同時に、羨うらやましさに似た感情が湧わき上がってきた。

「自分だけが傷付いたなんて思ってるんだ、きっと。そんなのズルイよ」

　口にはしなかったが、傷付けられた怒りを覚えている自分自身に気付けないテツナリをやはり、羨ましく思った。

　傷付いたのは、テツナリだけじゃなく、ナツミもだ。そして、そのことがナツミの心身を震わせる原因なのかもしれない。

　タケルが今どうしているのか、確たしかめられない。すぐにでもタケルに逢あって、いつものように下くだらないことで笑っていたいけれど、このシェルターの中に閉じこもっていなければいけなかった。

　あのとき、タケルは、カンナという名前の女の子と一いつ緒しよにいた。

　タケルが好む雰囲気を持った女の子だった。そう丁ちよう度ど、タケルが話をしてくれた『夢の中で出で逢あった女の子』のような。

　タケルが、理想とする夢のような女の子と出逢ったんだとしたら、それはとても喜ばしいことで、「ほら、笑われるようなことじゃなかったでしょ」と言えたらいい。

　でも、本当なら、タケルの傍かたわらにいるのが自分でありたかった、なんて口にできない稀うすい望みなんだ。

　神さまがいるとして、願ねがいを叶かなえてくれるのは、それに値する努力や何か行動を起こした者だけなんだ。だとしたら、ナツミはその真ま逆ぎやくに、あえて努力をしてこなかった。

　このシェルターが繫つながっている街の全域にいたる地下道。何ど処こかにタケルはいるんだろうか。

　それすらも確たしかめられない自分が歯がゆくて仕方がない。力のない自分が悔くやしい。合あい気き柔じゆう術じゆつの道場に通って、それなりに強くなって「護まもられなくていい。好きな人を護れればいい」その力を手に入れたつもりになっていた。自分にはそんな力も、資格もなかったんだ。

　空渡ソラワタリタケルという少年は、今何処で何をしているんだろう。

「逢いたいのに……」

　弱音がため息に交じってこぼれる。

　それを耳にして、テツナリが、また、傷付いた表情をした。怒りと哀かなしみが入り乱れた複雑な感情をコントロールできずに、テツナリは、

「クソ……ッ」

　舌打ちして、天てん井じようを見上げた。シェルターを照らす明かりが眩まぶしくて、目を閉じた。瞼まぶたを閉じてもまだ光を感じる。瞼の裏は、想おもい出でなんかじゃなくて、流れる血液の紅あかい色で染まっていた。

　その日、タケルがいなくなって、友達でもなく、恋人でもなく、家族でもない、幼おさな馴な染じみという関係は、誰だれにも告げずに終わりを迎えた。

　それは、此こ処こに居いないタケル以外、ナツミとテツナリが望んだ終わりだったはずなのに、ふたりの心の中は、望みを叶えた満足感よりも、正体不明の痛みで空カラっぽだった。




　　　　２．




　哀しい顔の彼女が自分をずっと見つめている。ただ、それだけの夢を見た。

　いつも彼女の夢を見ると、幸せや喜びの感情で心がいっぱいになるのに、一ひた向すらに空くう虚きよだった。

「……なんだっけ」

　記き憶おくが曖あい昧まいだ。起きたとき、それから、どうしていた？

　とてもたいせつに想う誰かと一緒にいたんだ。

　女の子だった。白銀の髪と虹にじ色いろの瞳ひとみを持った不ふ思し議ぎな女の子。

「ああ、何を思っていたんだ……」

　感情の一部を何ど処こかに落っことしてきたように、タケルの心は軽かった。その軽さがやけに哀かなしい。なのに、哀しくない。感情が湧わき上がってこない。

　長い夢を見ていた。そんな目覚め。いや、まだ半分その夢の中に心ごと身体からだごと取り残されているようだ。

　いつもなら目覚めると忘れてしまう夢もちゃんと覚えている。彼女は、「ごめん」と謝あやまっていた。どうして、謝るんだろう。

「謝らなくていいんだ」

　タケルは夢の中で、カンナにそう伝えた。何度も伝えたが、彼女は、何度も首を振っていた。

「ごめんね。あたしは、タケルをつらくさせるばっかり」

　哀しそうにうつむくカンナに、今度は、タケルが首を振った。

　真実を、自分のこと、戦争のこと、神さまのこと、神威カムイという存在、いろんなことをもっと早くタケルに伝えたかった。

　でも、望まれなければそれも叶かなえられない。カンナは、無力だった。タケルへの罪悪感だけが彼女を満たしている。ただ、願ねがうだけの神など在ある意味があるんだろうか。

「そんなことないよ。オレが望んで、自分で決めたんだ。君の『願い』を叶えたいって」

「でも、あたしの願いはきっと、タケルを傷つけるの」

「それでもかまわないよ」

　タケルは笑った。穏おだやかな表情で、カンナを安心させたかった。本当に大丈夫だから、気にしてほしくない。傷付けられてもかまわないんだ。

「ごめんね、タケル」

「だから、謝らなくていいからさ」

　タケルは、一歩前へカンナの傍そばに歩み寄っていく。そこは、よく知った場所だった。タケルが通う中学のそれも自分の二年Ｂ組の教室。

　ここにはふたりっきりだ。カンナがタケルの机の前に立って、花きや車しやな手で椅い子すに触れる。

「あたしにはないわ」

「なにが？」

「ここにある想おもい出で。たくさん、タケルとみんなの記き憶おくで溢あふれてる。とても、綺き麗れいなもの。あたしじゃ、触れられそうにないけど」

「なんでだよ。そんな哀しい顔して、そんなこと言うなよ」

　まるで自分には想い出がないみたいに、カンナは、タケルの机を愛いとおしそうに、羨うらやましそうに眺めている。

「ごめん」

　また、彼女は謝あやまった。違う。謝ってほしいんじゃない。タケルがカンナの口から聞きたいのは、そんな謝しや罪ざいの言葉じゃなくて……けれど、タケルには思い浮かんでこなかった。

　タケルがほしいのは、カンナの言葉だとしたら、それはどんな言葉だろうか。少なくとも彼女にこんな哀あい寂じやく滲にじむ表情をさせないものだ。

「想おもい出でがないなら、作ればいいんじゃないか？」

「え？」

　タケルの言葉にカンナは驚おどろいた。困った風ふうに首をかしげる。どうしたらいいか判わからないらしい。

「想い出ってさ、作るもんだから」

　タケルにとってもそうだった。幼おさな馴な染じみのふたりや、歳としを取るごとに新しい想い出が増えていく。その傍かたわらで歳を取るごとに母親の記き憶おくが薄うすれていく。やはりそれは哀かなしいが、それ以上に、笑え顔がおの想い出がたくさん増えている。

　カンナにもそんな記憶と想い出はないんだろうか。

「記憶はあるけど、想い出はないの。あたし、ずっと鳥とり籠かごの中にいたから」

　としかし、彼女は言った。

「とりかご？　君はだって、鳥じゃない。羽根は生はえてたけどさ」

　夢の中で彼女の背中にはいつも羽根が生えていた。それは空を飛ぶことを知っているはずなのに、羽ばたこうとしない、羽ばたけない金カ属ラ機ク関リの羽根。

　冗じよう談だんのつもりで羽根のことを言ってみたが、彼女は困った顔のままでタケルを見つめていた。

「えっと、まあ、つまり……」

　誤ご魔ま化かすのは、やめて、思いついたことを口にしてみた。普ふ段だんなら気が引けたり、気を遣つかいすぎるクセがあったタケルも素直すなおに言えた。ここは、夢の中だ。不可能も可能になる。

「想い出は作ればいいんだ。君に想い出がないなら、協力するよ。いっしょに想い出を作ろう」

　タケルは自然と笑顔になれた。いろんなことが浮かんでくる。彼女との想い出が作れるなら、どんなことをしよう。どんな話をしよう。どんなところへ行こう。

「出で逢あったばっかりでこんなことをいうのもなんだけどさ」

　本の読みすぎかもともとそういう素質があるのか、彼女と一いつ緒しよにいる時間を想像しすぎている自分が急に照れくさくなった。それに。今の「いっしょに想い出を作ろう」なんて、プロポーズの科白せりふのようだ。

「この街ならイベントごとも多いし。これからだと、エノシマ神社の祭りは終わっちゃったんだけど、もうすぐ、商店街のお祭りとかあるんだ。別名、忘れ夏祭りって言ったりするんだけど。終わりゆく夏を惜おしむっていうか。夏に別れを告げて、秋を迎えるお祭りってかんじかな」

　照れ隠しで、やたら早口にまくし立ててしまった。少し恥ずかしくて彼女の目をまともに見られなかった。カンナは、真まっ直すぐにタケルを見ている。静かに、タケルの言葉に耳を傾けながら。

「それで、秋になったら、基地祭ってゆうのがあって、これは春にもあるんだけど、軍が日ごろの演習に付き合ってくれてるお礼とか、地域密着をアピールするための祭りで、巨大な鍋なべで、カレーを作ったりするんだ。商店街がある地区の子供会で、キャンプに行ったりさ。平ひら山やまってゆう名前そのまんまの平たい山の紅葉も綺き麗れいだし。エノシマ神社の落ち葉で焼やき芋いもとか、あれも最高にうまいし」

　それらはこの街で、タケルが経けい験けんしてきたことばかりだった。同じようでも、一度たりと同じ想おもい出ではない。毎年、違う別の想い出が新たに生まれる。今年ことしからは、カンナも一いつ緒しよだといい。

「冬は、海のほうで月がみっつにもよっつにも見えるって不ふ思し議ぎな現象が起こったりもする。あれ最初に見たときはびっくりしたから、きっと、カンナも驚おどろくよ」

　ここで、ようやくカンナの顔をまともに見ることができた。

　彼女は、穏おだやかな表情で微ほほ笑えんでいた。「うん。素敵すてきな想い出ばっかりだね」と、目を細めた。

「そうなんだ。この街にはたくさんの想い出がある。これから、うん、カンナもたっくさん、できるよ。もう、いらないってくらいにさ！」

　両手を広げて、身振り手振りで大おお袈げ裟さに表現した。「何をはしゃいでいるんだ」とテツナリになら鼻で笑われてしまうだろう。でも、カンナは、うれしそうに笑ってくれた。笑え顔がおをタケルにくれた。

　そうなんだ。タケルがほしいのは、カンナの笑顔。謝しや罪ざいはいらない。

「やっぱり、タケルは、あたしの『願ねがい』を叶かなえてくれるひとだね。あたしのほしいものを全部くれる」

　カンナが言った。

「そんな、違うよ」

　としかし、タケルは首を振った。恥ずかしくて照れくさいのもあったが、タケルのほうがカンナに貰もらってる。

「こうしている時間の想い出も、君の笑顔もたくさんほしいって思ったんだ」

　テツナリどころかナツミにさえも、「うぇぇ」と身もだえされそうな科白せりふが口を突いて出る。ここは夢だから、それくらいは許してほしい。

　夢だから。それは、同時に目覚めと共ともに覚めてしまう儚はかない時間かもしれないが。

「だいじょうぶだよ、タケル」

「え？」

「目が覚めて、タケルが忘れてしまっても。ちゃんと、あたしが覚えているから」

　カンナはそう言って微笑んだ。その笑えみは、ひどく綺麗で、とても儚くて、やけに寂さびしそうだった。

　それが、これからのことを想像させるまでには至らなかった。

　タケルの意い識しきは、すでに夢から醒さめようと、いや、強制的な覚かく醒せいを迎えようとしていたからだった。

　それと同時に、周囲の景色けしきが歪ゆがんでいく。

「また、あっちで」

　これは夢だから。現実の向こうで、また逢あえるはずだから。タケルは、笑え顔がおで手を振った。

　まだ、出逢ったばかりなんだ。時間はこれからまだたくさんある。だから、想おもい出でもたくさんできる。きっと。

　すると、歪んで稀うすくなって消えていこうとする夢む幻げんの世界で、

「ううん」

　カンナは、首を振った。

「ほんとはね。タケルのこと、ずっと前から、知ってたよ」

　どういうことだ？

「うん。夢の中でずっと逢ってた」

　でも、目覚めたらほとんど忘れてしまう。

「それでもいいの。あたしが覚えているから。それに、タケルだから、あたしは夢で逢えた」

　どういうことだろう。しかし、タケルが考える間もなく、

　そこで夢から醒めた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　寝台の上に横たえられたそれはまだ幼さの残る少年の姿をしていた。

　数分前に軍の科学者が投与した薬品の効果が出はじめているのか、目覚めの兆候がある。しかし、はっきりとした覚醒はない。目覚めを拒こばんでいるようだ。

　人ならざるモノのはずの〝神威カムイ〟が人間の姿をしている。これは非常に興きよう味み深ぶかいことだ。対神類戦争の戦況を飛ひ躍やく的てきに有利にする起き爆ばく剤ざいとなるかもしれない。

　科学者も技術者も慎重に少年の姿をしたカムイを調しらべていくことにした。幸運にもここは軍の駐ちゆう留りゆう地ちで、世界の中でも飛び抜けて高度な技術を持った施設を有する、対神類・カムイ戦争専用に造つくられた人工島『恵乃島エノシマ』だ。実じつ験けんや研究のための施設も機き材ざいも最新のモノがそろっている。

　それに、この神威の主ぬしである『御神体カミ』も軍の手中にある。神を閉じこめておく鳥とり籠かごは完全に起動して、カミをおとなしくさせている。

　これでまた、人類は神に近付くことになるだろう。

　小さな一歩は、やがて偉大な一歩になる。

　人ヒ間トの野望。欲望。

　いずれ、人は神に代わる。




　そうだ。

　この戦争は、




　──神を殺すための戦争だ。




　　　　３．




　海軍司令本部地下施設にて、捕ほ獲かくされた神威カムイは厳げん重じゆうな警けい備びの下にあった。

　現在、本国の対カムイ用マニュアルに従って、科学者により薬物および拘こう束そく機きによる意い識しきレベルでのコントロールがほどこされている。

　元が人間らしいことは判明した。これまで世界中に現れたカムイとは違い、言葉によるコミュニケーションが期待されるが、いまだ目覚めず、数時間が経過している。

　基地は二十四時間態勢でレベルＥでの警戒態勢が敷しかれる。少年の〝神威カムイ〟を担当する科学者や技術者も、基地にいる軍人や関係者のほとんどが先日からの騒さわぎもあって、すでに二十四時間以上の労働を強しいられていた。皆一様に疲労からくるピークを迎えつつある。

　コントロールブースから強化硝子ガラスを隔へだてた寝台に横たわる少年の姿をしたカムイにも変化は見られなかった。今なら休息を取れるだろう。そこにいる科学者も技術者も同じように考えた。と、そこへ、

「ちわーっす。交代にきやしたー。代わりまーっす」

　やけに軽い調ノ子リで、防ぼう護ご服ふくとマスクをした交代要員が二人ふたりやってきた。最初に入ってきたひとりは女らしい。寝不足と疲労によるナチュラルハイなんだろう。もうひとりのほうは、ひと言も発することなく黙だまって、コントロールブースのマニピュレーター席に座る技術者と交代した。こちらはほかの連中と等しく疲労があるのかもしれない。

「ふたりだけか？」

　交代したマニピュレーター役の技術者が、女の交代要員に訊たずねた。カムイのために配置されている専門員は今ここに四人いた。コントロールブースには、メインマニピュレーターがひとり、サブがひとりで、二人の技術者。それと、それらをサポートする科学者がひとり。カムイがいる部へ屋やには、計器類などの操そう作さとカムイの監かん視しを務める科学者がひとり。しかし、やってきた交代要員は、ふたりだ。

「ああ、人手が足りないのさ。でも、アタイ等らに任せて休んでかまわないよ」




　としかし、女交代要員は、力強く胸を叩たたき自分に余裕があることを示した。そう言われ、疲労と睡すい眠みん不足が限界に近かったその場の技術者も科学者もふたりに任せることにした。

「んじゃ、アタイはあっちのと……」

　女交代要員は、先に交代したマニピュレーターとアイコンタクトを交わし、厳げん重じゆうな扉とびらを開かせると自分は、少年カムイのいる部へ屋やへと入っていった。

「交代だよ」

　女の交代要員が科学者に声をかける。カムイが横たわる寝台傍そばの計器を前に、科学者は椅い子すに座り睡すい魔まと格かく闘とうしていたが、すでに根負けし首が船を漕こいでいた。

「お……あ、わ、悪い……っ」

　あわてて姿勢を正したが、傍かたわらに立つのが交代要員だと判わかり、すぐに身体からだの力を抜いた。

「すまん、よろしく頼む」

　科学者は立ち上がるなり、大あくびをした。そのまま、「あいよぉ」と軽く手を振った交代要員に手を振り返すことなく、おぼつかない足どりで部屋の外へ出て行った。

　硝子ガラス向こうのコントロールブースから、四人の科学者と技術者が連れ立って施設をあとにするのを確かく認にんしてから、

「いってらっしゃーい」

　と、つぶやき女交代要員は、椅子に腰を下ろした。

「んー、なんだ。元に戻ってるんだねぇ。バケモノの姿もわりとイケてたんだけど」

　寝台上の少年の姿に軽口を叩きながら、女は防ぼう護ご服ふくのポケットに手を入れる。

「苦労して潜せん入にゆうしてみれば、『お姫さま』のいる場所は一部の人間しか知らないみたいでさ。とりあえず、あんたに話を訊きこうと作戦変更したら、寝てやがる」

　女がポケットの中から取り出したのは、一般的な万年筆よりも一回り二回りほど大きい金属の筒だ。マスクをずらし、笑うようにむき出した歯で筒の尖せん端たん、半透明のキャップを嚙かむ。筒を引くとキャップが外はずれ、鋭するどい針が現れた。

「あんたが軍に捕まったとき、荷物、いや、あの娘こは、急におとなしくなっちまったんだ。もしか、あんたとあの娘が繫つながってるなら呼び出すこともできるんじゃないのかい？　アレは、あんたの親玉カミサマなんだから、さあっ！」

　筒を逆ぎやく手てに躊ちゆう躇ちよなく女は、少年の腹部に針を突き立てた。持ち手にした筒の逆の尖端を親指で押しこむと、空気が漏れるような音がして筒の中に入っていた液体が混ざり合って少年の中に注入される。

「さてと、これで起きるかどうなるか判んないけど、ま、死にゃしないかっ。人間じゃないんだし」

　針を抜き、悪びれることなく女は歯を見せて笑った。

　すぐに反応があった。少年につながれた計器類がけたたましく音を鳴らし、少年自身も一いつ瞬しゆん、寝台の上で身体からだを跳はねさせ痙けい攣れんを起こした。

　女はコントロールブースのもうひとり交代要員としてやってきたその男に、大おお袈げ裟さに肩をすくませて見せる。男が巧たくみに手もとのパネルを操そう作さし、計器類の警けい告こく音おんを止めた。さらにその後ろからもうひとりやたら大おお柄がらだが怯おびえた挙きよ動どう不ふ審しんの男が入ってきて、先に入った男のサポートをはじめた。

「軽い劇げき物ぶつだから、たいしたことないわ。ま、あんたが本物の〝神威カムイ〟ならね」

　女は寝台の少年を見下ろす。表面では判わからないが、計器は少年の体温が普通の人体なら危険な値まで上昇していることを示していた。

　やがて痙攣が激はげしくなり、少年の身体が大きく脈を打った。というより、細胞から身体を造つくりかえるように肥ひ大だいしたり収しゆう縮しゆくしたり、神威化を起こしていた。

「ふーん、効いてるか。薬物や拘こう束そく機きで抑おさえこまれていたカムイの活動を、今打ちこんだ劇物によって細胞から活性化させる。もともとカムイは異常に快かい復ふく力りよくがあるらしいからね。それを逆ぎやく手てに覚かく醒せいを促うながす。──ってことらしいわよ？　アタイはよく判んないけどさ」

　呟つぶやきは独り言にはならなかった。

「おはよう。ご機き嫌げんはいかがだい？　化物バケモノくん」

　女が少年の顔をのぞきこむ。少年の目がはっきりと開いていた。周囲の情報を得ようとしているのか、激しく眼球運動をして、やがて、止まった。と同時に、細胞の変化も終わり、少年は少年の姿をとどめていた。

「……夢を見ていた」

　少年の唇が薄うすく開き、視点の定まらない瞳ひとみは女の顔にピントが合わず、白い天てん井じように向く。

「夢、かい。吞のん気きな奴やつだね。あんたの主人カミサマは行方ゆくえ知らずだってのに」

　憫びん笑しようしつつ、女はマスクを取り防ぼう護ご服ふくのフードを脱ぎ去った。すでにマニピュレーター席のもうひとりの男が監かん視しカメラを停止させてある。よって、正体をさらしてもかまわなかった。すでに少年には明かしてしまっているから、やはり正体を隠す必要がない。

　少年の明めい瞭りようになりつつある瞳に映っていたのは、昼間出で逢あった──凌霄花ノウゼンカズラと名乗る人物だった。マニピュレーター役の男は、側近のサングラスの男、サイゾウ。大男のほうは、独ウ活ドの大たい木ぼくのウド。三人がどうして此こんな処ところにいるかという疑問よりも、少年が最初にカズラに訊たずねたのは。

「オレ、人間だよな？」

　少年の瞳が不安の色で染まる。

「いいや。オマエは、〝神威〟という名の化物さ」

　としかし、ひどく淡たん泊ぱくにカズラは答えた。その言葉に少年の意い識しきが大きく揺さぶられた。

「しょうがないだろう、事実なんだから。それに、そんなに驚おどろくことかい。あれだけのことをしておいて。そして、今はバケモノのくせに人ヒ間トの姿に戻っているときた」

　少年の瞳ひとみがカズラに向けられ、「あれだけのこと？」と問う。

「やれやれ覚えていないのかい？　オマエ、別の『カミサマ』が送り込んできた刺客カムイと殺やり合ったんだ。あっさり追い返しちまってたが、暴あばれ足りなかったんだろ。ついでに軍の魔神マシン部隊までなぎ倒そうとしてね。でも、これまたあっさり対カムイ用装備をした部隊に捕まっちまって。傑けつ作さくだったね。んで、オマエは今、此こ処こに寝っ転がってるというわけさ」

「……そんな、まさか」

　少年はずっと、それは夢の出来事だと信じきっていた。

「覚えていない上に、信じられないのかい？　なら、これを見な」

　女が手にしたモニターを少年の視界の中に捉とらえさせる。そこには大男が転送してきた映像が出されていた。

「…………ッ」

　その映像には、一匹のバケモノが映っていた。人間のカタチをかろうじて想像させるがまったくべつの存在。もう一匹の天使のカタチをしたバケモノと争い、そして軍のマシン相手に立ち回りを演じている。街まで破は壊かいしようとするその姿は──人ヒ間トではない化物バケモノそのものだ。

　人間の姿を捨て、心を失なくした。破壊衝しよう動どうに駆かられたバケモノ。それを見た街の人々の目が怯おびえていた。

　タケルは確たしかにバケモノだった。それが自分自身だと判わかる。

「どうして……？」

　こんなことになってしまったんだ。

「さあてね。オマエのカミサマがやったことだろう？」

「カンナが？　オレを？」

　カズラの無責任な科白せりふはにわかには信じられなかった。それでも神威カムイになっているとき失っていた記き憶おくと感情が今は蘇よみがえり、少年に──タケルに教えていた。

　すべて、夢、幻まぼろしなんかじゃない、ただの真実だと。

「なんで……ッ」

「およしっ。動くんじゃないよ。まだ細胞の活性化が終わっているわけじゃないんだ。それにまだ拘こう束そく機きの影えい響きようは受けている。そんな状態だ、腕の一本くらいもげても何の不ふ思し議ぎもない」

　一方的に言って、カズラは身体からだを起こそうとしたタケルを寝台に押しつけた。

「やれやれだよ、まったく。何も知らないのかい、あんた……？」

　呆あきれた風に、でも同情しながらカズラは大きく肩を落とし、寝台の傍かたわらの椅い子すに腰を下ろした。ポケットから莨タバコを取り出し、口にくわえる。伏目に腕うで時計どけいで時刻を確かく認にんした。基地に潜せん入にゆうしてからずいぶん時間が経たっていた。

　カズラの目的はあくまでも少女の存在だ。依頼され、運び屋として『荷物』をクライアントのもとへ運ぶ。それが仕事。

　基地内の軍の連中は疲れ切っていた。イージークリアだ。問題はそれよりも、『カムイ』のほうだ。タケルじゃない。べつのカムイ。ここ数日、散さん々ざん、この街を、エノシマを襲おそってきている。いつまた、天使型のカムイが襲ってくるかもしれない。時間はないが、しかし、あせってもろくなことがない。

「急がば廻まわれって諺やつさ」

　カズラは、火を点つけた莨タバコを燻くゆらせ、独り言と共ともに煙を吐き出した。

「じゃあ、オレはいったいなんなんだよ。人間じゃないなら、なんなんだ。本当にバケモノかよ、知ってるんだったら教えてくれよ、頼むよぉ……」

　巨大なカムイと軍を相手に一いつ騎き当とう千せんの戦いを見せたのと同じ存在とは思えないほど、タケルの声は怯おびえ震ふるえていた。

「チッ、なさけない男は嫌いだよ」

　皮ひ肉にくるがタケルは余計に怯えるばかりだった。

「ハァー。コレが人類の敵だっていうのかい。まったく、答えならアタイが知りたいよ。あんたはさ、ヒトじゃなくなっちまったのさ。軍や、まあ、アタイ等らみたいな特別な例もあるが、その存在を知るのは一部の人間だけ。ヒトではない存在バケモノさ」

　煙を吸いこんで、また、吐き出す。

「さっきも言ったが、そいつらは〝神威カムイ〟と呼ばれている。神の御み遣つかいさ。どうやら、あんたもそうなっちまったみたいだな。いや、もともとそうだったのか。あんたの様よう子すじゃ、前者だろうが」

「……カム、イ？」

「そう。神の威いを借かるモノ。それすなわち神威。カミサマが遣わした人類の敵」

「敵……？　どうして？」

「戦争しているからだろ」

「人間は、いったい誰だれと戦争してるっていうんだ？」

「ったく。そんなことも知らないんだねぇ、カムイのくせに。昨日きのうまでただのクソガキだったんだから仕方ないだろうが。しかし、このエノシマって街の連中はまんまと騙だまされちまってるねぇ。まあ、誰も『神さまカミサマ』と戦争しているなんて言っても、易やす々やすと信じられやしないだろうさ」

　それが真実。

「そんな、バカな。神さまと戦争？」

「莫ば迦かだと思うかい？　アタイもさ、大莫迦野郎だと思うね。カミサマに戦争なんか仕掛けたヤツを」

「なんで……そんなこと」

　神さまという存在すら曖あい昧まいなのに、まして、戦争なんて。

「どうしてかは判わからない。これはアタイ等らの勝手な想像でしかない。それでも世界中を渡り歩いて、見て聞いてきたことだ。この何十年という間、人間は『カミサマ』と戦争をしていたのさ。で、カムイってのは、神のチカラを与えられた神の御み遣つかいだよ。愚おろかな人類を滅ぼすためにね」

　知りもしなかった。知らされなかった。違う。知ろうとしなかったんだ。

　ずっと戦争をしていたのに、知ろうとしなかった。相手が誰だれだとか、軍が何ど処こで何をしているかなんて、知る必要ないと思っていたんだ。何な故ぜなら、世界は平和だったからだ。

　平和の中で、戦争なんて言葉はすぐに薄うすれてしまう。遠くで命の奪うばい合いをやっていても、それは遠くのことで、自分たちには関係ないと。

　でも、関係ないなんてこと、なかった。

「カミサマと戦争なんて、狂気イカレてるとしか思えない。が、残念ながら真実さ。現に、あんたみたいな神ヤ威ツが存在している。ほかのカムイだって見たことがある。あんたも見たんだろ？　カムイになってるときは人間の記き憶おくも意い識しきも失なくなってるようだがね」

　夢だと思っていたあのバケモノの姿。自分の姿。神さまが人類を滅ぼすために送りこんできた使者。それが自分だというのなら、

「オレは……人間を殺さなきゃいけないのか？」

「知らないね、そんなこと。それが判わかったからなんだっていうんだい。んじゃあ、何か？　まずはアタイを殺してみるかい？」

　しかしカズラは恐怖心など微み塵じんも感じさせない。逆にタケルの喉のどもとに食らいつきそうな強烈な目ヂカラを持っていた。一いつ瞬しゆんにして、タケルの心を萎い縮しゆくさせる。それが判って、カズラは苦笑した。こんな子供タケルが人類の敵になり得るのか。

「あんたがそれを望まなきゃいい。ヒトを殺すか殺さないか。あんたが決めればいい。それとも、全部何もかもあんたの『カミサマ』に決めてもらうかい？　あの小娘のさ」

　タケルを神威カムイにしたのは、カンナだ。

　カンナは、望みがあると言っていた。そして、それを叶えるのがタケルだと。

　彼女の望みとは、なんだ。人類の滅亡か。それとも、べつの何かか。

「なんで、人間は神さまに戦争を……」

　心は落ち着かず、カズラが目で制止するのもかまわず、タケルは半身を起こした。自分の身体からだなのに鉛なまりのように重い。力も入らず、意識と肉体が別々になってしまっているよう。これが拘こう束そく機きの影えい響きようというやつか。

　そうか。自分は本当にもう人間じゃないのか。そんなことがふと脳のう裏りをよぎる。すると、タケルの中で、不安や哀かなしみではなく、もっと別の感情がわき上がってきた。

「カンナが望んだんだ……」

　うつむき、呟つぶやく。

「そうかい。だったら、喜びな。あの娘この願ねがいを叶かなえてやったんだ。女の願いを叶えるのは、男の甲か斐い性しようじゃないか」

　可お笑かしそうにカズラが笑った。厭いや味みも冗じよう談だんも半分半分で。

「でも、オレが望んだことでもある。オレが望んだから、カンナはそれを叶えてくれたんだ。カンナはオレの『神さま』だから」

「アタイは、神が望みを叶えるなんて信じちゃいないけどね。だってそうだろう？　望みは自分の手で叶えるのさ。そのほうが、おもしろいじゃないか」

　今度は厭味も冗談もない。カズラは本気でそう想おもい、己おのれや仲間を信じている。それがカズラの強さでもある。

「じゃあ、人間もそうなのか。自分たちの願いは自分たちで叶えるから、もうカミサマは必要ないって思ったから」

　そうして、戦争をはじめた。神を殺すために。

「かもしれないねぇ」

　カズラも否定はせずにうなずいた。莨タバコの煙を肺一杯に吸いこんで、大きく噴ふき出した。ため息の代わりだ。人間はなんて愚おろかなんだと。

「神を殺して、自分たちがカミサマにでもなるつもりだったのさ。でも、ヒトは神になんかなれやしないんだ」

　煙を吐く。カズラは、短くなった莨を床ゆかに捨て踏みつけた。また、ポケットから莨を取り出し、二本目に火を点つけた。

「だから、ヒトは考えた。自分がなれないなら、神を造つくればいいってね。もちろん、自分たちのいいなりになる都つ合ごうのいいカミサマさ。可か哀わい想そうなもんだよ……」

　強気なカズラが僅わずかに強こわ面もての下の顔を覗のぞかせた。

　薄うす々うすタケルも感じていた。というよりも、神威カムイになってカンナとつながることでカンナの中の想いも伝わってきていた。

　カンナは人間が創造した『カミサマ』だ。人間のために願いを叶えるために生まれてきた。

　心を与えられず、望むことも、夢を見ることも、できなかった。そんな中で、タケルの夢に触れ、カンナに変化が起こっていった。

「神に戦争をしかけて、もちろん、神の怒りをかった人間たちは、死に逝ゆく運命にあったんだろうが、それすらもヒトは拒こばんだ。神になれないなら、神を殺す。それでも神になれないなら、神になれる奴やつを自分たちで創つくって、そいつに代わりのカミサマをやらせよう。ってね」

　自分たちの願いを叶えてくれない神はいらない。自分たちの願いを叶えてくれる神を自分たちで用意する。

「そんなのは身勝手なエゴで、浅はかな欺ぎ瞞まんさ。世界はそれほど腐ってるんだよ。アタイ等らに鳥とり籠かごの中の少女を連れてくるよう依頼した連中もそうさ。そいつらは少女を神と崇あがめ奉たてまつるアブナイ奴やつ等らでねぇ」

　そんな胡う散さん臭くさい依頼に応じたのがアシナガだけだったというのもあるが、連中が考えていたのは、事が済んでからの処理だ。アシナガはまだ発ほつ足そくしてから間もない、名もない運び屋。そんなのがひとつ、世界から消えたとしても誰だれが気にするだろう。

「仕事をこなせる可能性があり、かつ、処分が簡かん単たんそうなのが、アタイ等だったんだろうけど」

　危あやうくカズラたちアシナガは最後までそれに踊らされたあげく、この世から消されるところだった。が、それに気付かないほど、カズラたちアシナガは愚おろかではない。これから世界にその名を轟とどろかせると決めている。いや、そうなるに決まっている。

「全部判わかってて、なんで、オバサンは今此こ処こに？」

「お、オバサン？　誰がだよ！　誰がオバサンだいっ！」

　あからさまにカズラが不ふ機き嫌げんになった。身だしなみを気にしていない見た目とかもし出す雰囲気からタケルは自分よりもずいぶん歳とし上うえだと思いこんでいた。が、カズラはオバサンと呼ばれるにはまだまだほど遠く。実じつ年ねん齢れいも、みずからが代表取とり締しまり役やく社長を務める運び屋アシナガメンバーの中で抜きん出て若い。 たしかに、十四歳の少年からすれば、カズラは歳上なのは間違いないが。

「オバサンは、やめな。カズラだっ。ったく、そうだね、社長でいいよ。部下共どもにはそう呼ばれている」

　取とり繕つくろってカズラは莨タバコを燻くゆらせた。しかしながら、部下には『姐ねえさん』と呼ばれ、社長などと呼ぶ者はいない。噓うそっぱちだった。ただの願がん望ぼう。

　硝子ガラス向こうにいるふたりの部下と視し線せんがぶつかった。

「結局、姐さんは、おれたちみたいなつまはじき者の面めん倒どうまで背負い込んじゃうお人ひと好よしだから……もしかするともう、あの男の子と神さまの女の子に気持ちを入れちゃってるのかもしれないよ」

　などと、ウドがサイゾウに話しかけていたが、もちろんカズラには聞こえていなかった。

「カズラ社長はどうして、騙だまされているのが判ってて此処にいるんだ？」

　タケルが訊たずねた。普ふ段だん、呼ばれることがないだけに、社長とタケルが呼んだことにカズラは興こう奮ふんを隠しきれなかった。

「アレだよ、アレ。依頼を途中でほっぽり出したとあっちゃ、運び屋アシナガの名折れだ。いや、まだ、折れるほど名は立っちゃいないが。とりあえず、依頼だしな、先払いで貰もらった賃ちん金ぎん分くらいは働くさ。舐なめられちゃ困るんだよ。まあ、仕事が終われば、アタイ等らの勝手にさせてもらうけどね」

　カズラはほくそ笑えむ。ただ、純粋に真実が知りたいという気持ちも、カズラの心の何ど処こかにあった。でなければ、こんな危険を冒して潜せん入にゆうして、タケルのような子供に長話をすることもない。

「自分だけ蚊か帳やの外な気分にむかついた、のかもねぇ」

　あの少女の『神さまカミサマ』が人類にもたらすのがなんなのか。カミサマとして、願ねがいを叶かなえてくれるのか。それもと、破は壊かいか。

「あの娘こがどうして神にならなければならなかったのか。神でいなければならなかったのか。それと、これから何をしようとしているのか。興きよう味みがない。と言ったら噓うそになるさ」

　彼女を生み出した人間たちの望みではなく、カンナは『カミサマ』としてみずからの願いを叶えようとしている。カミサマだから、願いを叶えるために生まれたからか、それとも。

「誰だれも知らない存在だったのが、外の世界に出たことで、気付かれちまったのさ。おそらくだ。こないだのカムイは、あの娘を捜してたみたいだったね」

　タケルの記き憶おくは曖あい昧まいだが、一方的に攻こう撃げきをしたのは、軍や神威カムイ化したタケルで、街に現れたカムイから殺意やそれに近い意図も感じられなかった。タケルにそれを確たしかめるすべはないが、カンナを殺すならそのタイミングはいくらでもあっただろう。

「アタイの目には、あの天使カムイが、あの娘を『保ほ護ご』しようとしていたみたいに見えたけどねぇ。ま、殺す前にいたぶってやろうって腹かもしれないがね。あ、そうそう。思い出したよ、どっかの偉い学者の論ろん文ぶんにあったね。ただ、神はヒトを殺せないのさ。神が与えるのは死ではなく、死へ向かう試練だけ。ただし、人ヒ間トは平気で殺し合いをするからね。それはつまり、神は手を汚けがす必要がないってことでもあるのさ」

　学者の論ろん文ぶんというが、難むずかしい話じゃない。神は創造主であって、破壊者じゃない。だからこそ、カムイを創つくって、神の威いを与えた。タケルでも判わかることだ。

「それから、人々は神を殺すためにまず『魔神マシン』を造ったんだ。マシンが妙ちくりんなカタチをしているのは、カムイを模もしているからさ。いわば、人類は神で、マシンは神殺しのための道具。カムイを抑おさえこむ拘こう束そく機きもマシン開発やコントロール技術のオマケみたいなもんだね。ま、アタイ等らもその技術を使って商売しているんだけど」

　今、タケルの動きを縛しばっているのも、その神殺しの技術だということ。それから、カンナを生んだのも、カンナを鳥とり籠かごの中に閉じこめていたのも、人間が神と代わるための技術チカラだった。

　そんな中、カンナはずっと長い間、世界から切きり離はなされ、軍の一部の人間以外とは接触を持てないようされていたが、密ひそかに〝夢〟を見ていた。

　自分には何の想おもい出でも豊かな記憶もないから、夢も見ることができない。それで、カンナは他人の夢に入りこんだ。それは、一人ひとりの少年の夢。温かくて寂さびしくて、やさしくて儚はかない夢。

　他ほかの誰でもない。その少年の夢でだけ、カンナはひとりの少女として存在できた。それがうれしくて、それが哀かなしかった。本当の自分は鳥籠の中。少年の夢の中ででしか、世界とつながれない、世界に存在できない。

　少女は、神さまカミサマ。人ヒ間トの願いを叶える存在。

　だったら、少女の願ねがいは、誰だれが叶かなえるんだろうか。神の願いは誰が叶えるんだろう。

　少女を存在させることができたのは、少年の夢だ。

　少女を唯一存在させることができるのは、少年だけ。だとしたら、少女の願いを叶えられるとしたら、それはやはり少年だけだ。

「もしかして、……この小僧がいたから、あの娘こは、この街に現れたのか。誰でもよかったわけじゃなく、この小僧に……」

　そのことにカズラは気付いた。だとして、この、タケルという少年には何があるんだ。

　ただのひ弱で臆おく病びような子ガ供キじゃないか。タケルに何かがあるなんてまったく思えない。

　カズラは考えを改めるため、頭を振った。

「フゥ、ただのガキじゃ意味がない。ったく、つい熱あつくなって長々話しちまったじゃないか。アタイもまだまだだねぇ」

　はじめて、カンナを見たとき、カズラは胸が苦しくなった。こんな花きや車しやな少女に世界の運命が背負わされているなんて信じたくなかった。

　次に少女を見たとき、心が痛くなった。少女が笑っていたからだ、タケルと一いつ緒しよにいるときカンナは笑っていた。

　あのとき、タケルもカンナも、そこらへんを歩いてる普通の子供と何も変わらなかった。

　なのに、このふたりはとんでもない運命を背負わされてしまったんだ。

　神と神の御み遣つかいとして。

「いいかい。アタイ等らは自分の仕事をする。小僧、あんたは、此こ処こからさっさと逃げな。基地にはアタイの部下が潜せん入にゆうしてるから逃げさせるくらいならしてやるよ」

　そして、願わくば、普通の人間としての生活に戻れれば。カズラは、タケルに背を向け、部へ屋やを出て行こうとした。しかし、

「待ってくれ……！」

　タケルが叫んだ。さっきまでの震ふるえた弱々しい声じゃない。凜りんとして、強く響ひびいた。

「オレも連れていってくれ」

　それがタケルの願いだった。




　　　　４．




　たった一日前まで、タケルにとって、カンナという女の子は、夢の中で出で逢あうだけの〝幻まぼろし〟だった。

　記き憶おくでも想おもい出ででもない、目覚めれば忘れてしまうような儚はかない夢。

　歳としを取るごとに、日々、大好きだったはずの母親の面おも影かげも忘れていく不安を感じていた。幼いころは毎晩のように夢で逢あっていたのに、少しずつその回数も減っていった。母親のことを思い出すこともできなくなるんじゃないか。

　不安が恐怖に変わっていく中で、出で逢あったのがひとりの少女だった。白銀の髪に虹にじ色いろの瞳ひとみを持った夢の中でだけ出逢う少女。もしかすると、タケルは知らず知らず、母親の面影を見ていたのかもしれない。

　現実にはいないと判わかっていて、いつか、その姿を捜すようになっていた。いるはずがないのに。だけど、奇き蹟せきは起こった。

　夢の中の少女にタケルは、出逢った。

　タケルの願いが叶かなった瞬しゆん間かん、タケルは命を落とした。

　その少女は、カムイというバケモノから、軍から逃げていた。タケルはそんな中で光に撃うち抜かれ、死んだ。

　それを救ってくれたのは、やはり、少女だった。

「死にたくない」

　とタケルが願ねがったから、

「死なないで」

　それが、少女の願いだったから。

　タケルは──神威カムイになった。天そ穹らの光を受け、醜みにくい醜いバケモノになった。

　少女の願いを叶えたくて。

　これは、その願いの証あかしだ。少女とタケルをつなぐ糸だ。

　いつかタケルはバケモノになって人間だったことも忘れてしまうかもしれない。ただのモンスターになって、街も建物もヒトもカタチあるものも、この世界からすべてが失われるまでその破は壊かい衝しよう動どうがつづいてしまうかもしれない。

　全部を失なくして、最後に残るのは、彼女だけ──カンナだけかもしれない。

　カンナは、いつも、

「ごめんなさい」

　と、ただ謝あやまるだけだった。

　夕焼けの赫あか色いろが世界を燃もやす。この世の果てで、たったふたり。金属の羽根を生はやした少女と、醜みにくいバケモノ。

　彼女は泣いていた。ごめんねと謝りながらただ泣いていた。

　自分をこんなバケモノの姿にしたのは、彼女。不ふ思し議ぎなチカラで、世界を壊こわすほどのチカラ──神の威いを借かる天そ穹らの光を与えられた。バケモノになったせいで、壊して傷付けて、世界を失って感情も失くすだろう。

「それでもかまわない」

　だけど、そう思った。

「世界を敵に廻まわしてでも、彼女を護まもりたい」

　たとえ、友達や家族を裏切ることになっても、それが正しいんだとバケモノは──少年は信じていた。

　哀かなしい顔をさせたくない。彼女には笑ってほしい。だから、彼女の願ねがいを叶かなえるために、バケモノにでもなる。彼女がそう望んだんだ。世界が終わったってかまわない。

　彼女は自分の『神さま』だ。

「彼女に哀しい顔をさせたくないんだ」

　タケルは、言った。顔を上げて明めい確かくな言葉で、それがタケルの願いだ。その願いを叶えられるのは、彼女だけ。そして、彼女の願いを叶えられるのがタケルだけなら。

　カンナの願いを叶えたい。

　タケルは横になっていた寝台から身を乗り出した。全身を覆おおっていた拘こう束そく機きを引きちぎる。

「オレもいっしょに連れていってくれ」

「お断りだね」

　としかし、足は止めたが、カズラは背中を向けたまま振り向きもしなかった。

「こちとらギリギリんとこで命張ってんだ。あんたみたいな小便臭い餓が鬼きを連れていけるもんか」

　吐き捨てるカズラに、それでもタケルは縋すがる。このときを逃のがせば何ひとつも残らずに失ってしまう気がした。それでは自分自身、本当にただのバケモノになってしまう。

「オレ、今までなんにもなかったんだ。あったのは想おもい出でだけでさ。そんな想い出をくれた友達やみんなに何ひとつ返せなくって……」

　タケルは手を伸ばし、カズラの服をつかんだ。身体からだの自由を奪うばおうとする拘こう束そく機きのせいで膝ひざから崩れ落ちる。が、つかんだ手は離はなさなかった。

「知ったこっちゃあないねッ」

　カズラが横目にタケルの様よう子すを窺うかがった。さっきまで怯おびえきっていた少年の瞳ひとみの色が変わっている。弱々しいが確たしかな意志を秘めた目だ。

「おかしいけど、はじめて逢あったのは夢の中だったんだ。出逢う前に、カンナはオレに逢いにきてくれてたんだ。オレ何も知らないし、さっきカズラ社さ長んが教えてくれなかったら判わかんないことばっかりでさ」

「だったら、さっきのは全部忘れな。そんで、また普通のガキに戻るんだね。今ならまだ、間に合うさ」

　口は悪いが、カズラはとてもやさしい人だ。面めん倒どうくさがりで、でも他人をほっとけない。タケルはそれを感じていた。よく似ているんだ。タケルの母親はそういう人間だった。

　だから、無む謀ぼうで身勝手な願いを聞いてくれるのは、今、この人しかいない。

「戻れなくていい。幼おさな馴な染じみには怒られるんだろうけど、いいんだ。こんな醜みにくいバケモノになったオレをカンナが必要としてくれるから、嫌われたっていい……ッ」

　タケルは拘こう束そく機きを引きずりながら立ち上がる。

「どうして、そこまであの娘こに固こ執しつする？　あんたの周りには同い歳どしの普通のガキの友達もいるんだろ？　忘れなよ。あの娘は人間じゃない『神さまカミサマ』なんだ」

「幼おさな馴な染じみも街のみんなもたいせつだけど。オレがいなくたって、なんとかなるんだ。オレがいなくたって、笑って明日あしたを迎えてくれると思う。でも、カンナは、オレだけだって……ッ」

　ついにカズラが振り返って、自分にしがみつくタケルを見下ろした。タケルを払いのけようと思えばいつでも可能だが、それをしなかった。タケルの想おもいがチカラを持ちはじめていた。

「何もなかった自分に、願ねがいや夢をくれたのは、カンナなんだ。助けたいんだ。カンナの願いを叶かなえられるのは、オレだけなら。オレはそれを確かめたい……！」

　理由なんて、それだけで十分だ。

「頼むよ、連れてってくれよ。オレひとりじゃ何もできないんだ。カンナがいないと、神威カムイっていうバケモノにもなれない」

「じゃあ、余計嫌いやだね。カムイになれるってんなら、また話は別だったんだけどね」

　話はこれまでだ。カムイになれないならそのほうがいい。まだ元の生活に戻れるはずだ。カズラは服をつかむタケルの手を取った。

　と、

「鳥とり籠かごの中だ」

　タケルが言った。

「なに？　鳥籠がどうした？　もしかして、鳥籠の場所が判わかるのかい？」

　カズラが訊きく。だとしたら、話は少し違ってくる。

「はっきりとは判らない。でも、カンナがオレを呼んでるのは判る。声がするほうに、きっとカンナがいる」

「ほう」

　ここまででついつい長い時間を浪費してしまった。どうも必死な人間を見ると肩入れしてしまう性しよう分ぶんらしい。カズラは時計とけいに目をやり、硝子ガラス向こうのコントロールブースでマニピュレーター席に座る男に視し線せんの合図を送った。

「姐ねえさん、『カミサマ』から使者が送られたようです。例の天使型と思われます」

　男の低い声が部へ屋やのスピーカーから鳴った。基地内外の状況をモニタリングしてた男が、軍の無線の内容をカズラに知らせてきた。

　どうやら、本当に時間がなくなってしまったらしい。カンナを迎えにきたらしいカミサマからの御み遣つかい──天使の姿をしたカムイがこの基地に迫っている。一刻も早く鳥籠のところへ行かなくては。とするなら、選せん択たく肢しはひとつになる。

「小僧」

　カズラは、タケルに視線を移す。

「足手まといになるならその場に置いていく」

「判わかってる……！」

　タケルは強くうなずいた。

　拘こう束そく機きで立っているのもやっとのくせに強がるね。と、心の中でカズラは苦笑した。

「コイツの拘束機を切ってやんな」

　カズラはマイクを通して、マニピュレーターの男にそう伝える。すると、

「ダァ……ッ！」

　タケルの自由を奪うばっていた力が解け、踏ん張っていた分のエネルギーが放たれた。タケルは勢いあまって、つんのめりそうになる。そのままカズラにもたれかかりそうになるが、カズラは「よっ」軽々と身をかわし、結果、タケルは床ゆかを転がった。

「寝てる暇ひまなんかないよ。さっさと起きな、小僧っ！」

　重い音を立て二重扉とびらが開いた。カズラはさっさと部へ屋やを出て行く。

「手足がもげたって、行ってやるさ……！」

　まだ薬物や劇げき物ぶつの影えい響きようも抜け切れておらず、長時間拘束機に捕らわれた身体からだがしびれていたが、タケルは立ち上がり歩き出した。

　強く彼女のことを想おもう。

「タケル……っ」

　自分を呼ぶカンナの声が聴きこえた。
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　それは短い夢だった。

　世界の終わりが小波さざなみとなって押し寄せる砂浜に、女の子はひとり立っていた。世界の終わりなど見たことがないが、此こ処こはそういうやつだろう。確かく証しようはない。が、確信できた。

　これから沈むのか昇るのか。滅めつ紫しと緋ひ色いろが少しずつ混ざり合う空を滲にじませた水すい平へい線せんの向こうの太陽に身体からだを向け、女の子は歌を唄うたっていた。その淡あわく白い花きや車しやな素足に波たちが寄せては戯たわむれて去っていく。また寄せて、去っていく。空で鳥が泳ぐ。大きさも種類も判別できない夥おびただしい数の鳥たちは太陽を覆おおい隠そうとしているように見えた。世界の終わりに女の子は歌を唄っていた。ひとりで。

　それを一匹の化物バケモノが少し離はなれた場所で眺めていた。バケモノは醜みにくい姿で所しよ在ざいなげにたたずむ。そこに居いるがひどく不ふ確たしかで陽炎かげろうのように稀き薄はくだ。

　自分が何者だったのか思い出せない。記き憶おくを何ど処こかに落っことしてきてしまったらしい。世界の終わりがそこにあるからといって、恐れていない。が、女の子がこちらを振り向いたとき、泣いているんじゃないかというほうが恐かった。女の子の背中はとても哀かなしそうだった。金属と機き械かい仕掛けの羽根が生はえている。それは人が創つくり出したモノだ。そのすべてを女の子が背負っている。機械の羽根はそういう意味だった。バケモノは啼ないていた。いや、泣いていた。

　女の子の歌が途と絶だえた。バケモノと目が合う。この場合、バケモノに目などあるのか不確かだったが、女の子はたしかにその虹にじ色いろの瞳ひとみを向けていた。バケモノが見ているのも女の子だけ。

「記憶を落としてきちゃったんだね……」

　女の子はとても哀しい表情で哀しい声で囁ささやいた。

　違うよ。と、バケモノは笑った。顔と思われる頭部があるだけで、笑ったという表現で正しければだが。いつの間にか、バケモノは波なみ打うち際ぎわに立っていた。波がバケモノの足に絡みついて世界の果てに連れていこうとする。

「イタズラはダメだよ」

　そう女の子が波に言うと、波は去っていった。

　記憶は失なくしたんじゃないんだ。想おもい出でをプレゼントしたかったんだ。きみに。バケモノは啼いた。それがたいせつな人たちとのたいせつな記憶や想い出だったとしてもかまわない。

「ごめんね」

　と女の子は哀しい瞳の色で、バケモノを見た。指先を伸ばしてバケモノに触れようとする。

　バケモノは、大丈夫だからと首を振った。ただし、それが首であればだが。それから、バケモノは、記憶は失くしたんじゃない。想い出は忘れたんじゃない。と、微ほほ笑えんだ。

　女の子にも笑ってほしい。笑え顔がおが欲しい。それだけでバケモノは己おのれのすべてを捧ささげられる。

　だけど、女の子は、「ごめん」と泣きそうにつぶやくだけだった。

　バケモノは、とても哀かなしくなった。
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　どうして、自分だったのか。

　カンナはどうしてタケルの夢に現れ、タケルを神威カムイにしたんだろうか。

「コレは、アタイの推測、もしくは想像にすぎないが。あの娘こは、他人の願ねがいを叶かなえることはできるが、自分の願いは叶えられないのかもしれないよ」

　カズラが話したことだ。

　タケル、カズラ、その部下の男は、あえて堂どう々どうと基地の中を闊かつ歩ぽしていた。周囲をはばかってばかりいては逆に怪あやしまれる。なにしろ、すでに神威を幽ゆう閉へいしていた施設からその姿がなくなったと騒さわぎになってもいいころだ。

「そう考えると納得がいくことがある。神のチカラがあるなら、軍から抜け出すことも、迎えのカムイを追っ払うことも容易たやすいはずだろ？　やらないんじゃなくて、できない。今人間が戦争をしている『カミサマ』だってそうさ。自らの手で人間共どもを消滅させてやりゃいいのに。わざわざ、カムイをよこしているんだ。人類に反省を促うながしているってふうにも解釈できないこともないがね。ま、アタイは神なんか、信じてないが」

　信じる信じないの話は置いておくにしても、カズラの推測には、タケルもある程度納得ができた。カンナは、「あたしの願いを叶えて」とタケルに言っていた。そして、タケルに望んでくれと。つまり、タケルが望まなければ、カンナはその願いを叶えることができないということかもしれない。

　でも、どうして自分だったんだ。

　神さまカミサマは自分で自分の願いを叶えられない。そして、その願いを叶えるためにタケルを選んだ。それが偶ぐう然ぜんで誰だれでもよかったのか、タケルしかいなかったのかは判わからない。

　だけど今、カンナが自分を選んだことに疑問はなかった。神威にしたことに対しても怒りも憤いきどおりもない。その醜みにくい姿も神の威いを借かるチカラも、カンナを護まもるために与えられたんだとしたら、感かん謝しやしたいくらいだ。それに、神威にならなければタケルの人生はあのとき終わりを迎えていた。

「こっちだ」

　タケルは身体からだを引きずるようにして、基地の中を進んでいく。

　カズラやサイゾウ、ウドはそれぞれ科学者、技術者、軍人の変装をしている。タケルも、カズラが失敬してきた技術者のツナギを着用し、申もうし訳わけ程度の偽ぎ装そうをしていた。軍服のウドはその体格からか軍人然としていて連れて歩くには一番のネックだと思ったが、そこにいることに何の違和感もなく自然だった。むしろ一番浮いているのは、幼さの残るタケルだ。

　しかし、すでに何人もの軍人や基地関係者とすれ違っているが、呼び止められるようなことも、不ふ審しんに思われることもなかった。それどころじゃない。基地の中は、騒そう然ぜんとしていた。人手が足りずに海軍学校、士官学校の生徒たちまでかり出されている。このおかげで、タケル少年も目立たなくてすんだ。カムイの襲しゆう来らいにより怪け我が人にんも多数いた。タケルが身体からだを引きずるようにしてもまったく問題がなかった。

　そして、すぐそこまでまたあの巨大な天使カムイが迫っている。基地は殺気立っていた。

「ったく、小僧。あんたがトドメ刺してりゃ、こんな面めん倒どうなことにならなかったんだよ」

　足どりの危あやういタケルの背中を押しながら、カズラが文句を口にした。口く調ちようは強いが、なんだかんだとカズラはタケルを助けてくれていた。「あんたとあのカミサマのお嬢じようちゃんを見てるとアタイの若いころを思い出すねぇ」などと追つい憶おくして、タケルに肩入れしていた。

「大丈夫？」

　図ずう体たいに似合わない心配そうな表情でウドもタケルに手を添える。見た目と違いこの男は人なつっこく、加えて人当たりのいい大が付く善人だった。「姐ねえさんは口は悪いけど、おれたちみたいな人間の面倒を見てくれたりすごく心のおっきな人なんだよ。悪く思わないでおくれ」と伝えてきた。本当にカズラに感かん謝しやしているんだろう。

　カズラもウドも、無口で無表情なサイゾウも、根っからの悪人じゃないのがタケルにも判わかる。カズラが自分の過去とタケルたちを重ね合わせて、多少思い入れを持ちはじめていることに気付くほどの余裕は今のタケルになかったが。今、カズラたちの助けが何よりもありがたかった。それだけは確たしか、だ。

「トドメって、そんなこと言われても……ッ!?」

　タケルは神威カムイになったばかりで、いわば、生まれたままの赤ん坊のような状態だった。衝しよう動どうのまま件くだんのカムイと殺やり合ったタケルにその記憶はほとんどない。それどころか、神威になると過去の記憶や想おもい出でも少しずつ失なくしている。そのことすらも判わかっていない。当然、神威になっているときの映像の断片すらもタケルは思い出せずにいる。

　それでもタケルは前だけを見つめていた。たくさん読んできた小説や物語の中の主人公たちは、みんな強くたくましく凜り々りしく勇ゆう敢かんに、想う人たちを助けていた。自分はそんなチカラも魅み力りよくもない、それこそ、カズラの言うただの子ガ供キだ。ただ真まっ直すぐに、今自分を突き動かす想いが真実だと信じればいい。

　タケルにはカンナが呼ぶ声が聴きこえている。耳の奥で、心の中で。その声に従って、基地を地下へ地下へと潜もぐっていく。エノシマ中のシェルターにつながっている通路トンネルへ降りていく昇しよう降こう機きを使い最下層までやってきた。

　大型の飛ひ行こう艇ていを収めてもまだ十分に余裕があるくらいの広さだ。暗がりでサングラスを装着するサイゾウが照明に灯あかりを入れた。

「まだ、下だ」

「これより下はさっきのエレベーターにも表示されてなかったし。基地の見取り図に記されてなかったよ」

　タケルの言葉に、カズラが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「しかし、だからこそ、か。判わかりやすいんだか、判りにくいんだか。下への入り口を捜すよ」

　すぐにカズラは頭を切りかえた。

「声がするほうに入り口はあるはずだ」

　とカズラが言って、タケルやウドがうなずいた。

　カンナの声が聴きこえるたび、タケルの中の〝神威カムイ〟が呼こ応おうする。身体からだの奥からわき上がってくる衝しよう動どうを抑おさえながらタケルは一歩一歩、前へ出る。

　しかし、辿たどり着いたのは、壁かべだった。行き止まりだ。荒い打ちっ放しのコンクリート壁へきがタケルの歩みを遮さえぎる。

「どうしたっていうんだい？」

　カズラが隣となりに並び、タケルと同じように壁を見上げた。

「何もないよ……」

　不安そうにウドが口を大きく開いて床ゆかから天てん井じようまでを見つめる。天井まで『入り口』なんてものはなく扉とびらどころか、目立つ凹おう凸とつもない。

「ったく、しっかりしておくれよぉ……これだから、ガキは、」

　カズラが言いかけたときだった。

「うわっ！」

　タケルの身体が揺れた。思わずよろけてしまったのをカズラがその胸で受け止めてくれた。が、ふたりはそのまま地面に倒れこんだ。地面が、いや、基地全体が大きく揺れ、衝しよう撃げきが断続的につづく。衝撃ではがれた天井の一部が降ってきたが、

「姐ねえさんっ！」

　ウドがその丸太のような腕を振ふり廻まわし、弾はじいてくれた。

「アイツだ──」

　あのカムイの気配けはいが強くなった。神威であるタケルと呼応しているかのよう。

「あともう少しだってのに……。あっちのカムイは、鳥とり籠かごの中にいるせいで、あの娘この居場所が判らないんだ。だからって、基地自体をぶっ壊こわして見付けようっていうのかい」

　カズラが舌打ちする。言葉通り、カムイは基地を無差別に攻撃していた。軍の魔神マシン部隊が出動してそれに対しているが、これまでの疲労も睡すい眠みん不足も兵士たちにはある。どちらが劣れつ勢せいなのか考えなくても判りそうなものだ。

「姐さんっ、ここもアブナイよ」

　天井から降ってくる瓦が礫れきを払いながらウドは悲鳴を上げた。

「うっさいんだよ！　わめくな！　ったく、ぐずぐずしている暇ひまはなくなっちまったね。てか、いつまでアタイに抱きついてるつもりだい？」

「す、すいませんっ！」

「謝あやまる暇ひまがあったら、さっさと立ちな」

　不格好に抱きついていたタケルは、慌あわてて身を起こす。カズラも咄とつ嗟さのことでついタケルをかばってしまった。

「小僧、本当にこの壁かべの向こうにあの娘がいるんだな」

「はいっ。でも、こんな壁の向こうにどうやって……」

　タケルに聴きこえている声は、この今立っている場所の向こう側だ。

　すると、

「どうした？」

　カズラが、サイゾウの動きに気付いた。さっきの揺れのときから床ゆかに這はい蹲つくばっていたが、トカゲのような姿勢のまま、地面を凝ぎよう視ししていた。

「姐ねえさん、ここに」

　サイゾウが指さした場所に、凝視しても判わからないほど稀うすく線せんが一本引かれていた。タケルには、ただの傷にも見える。

「どうやらカードキーの差し込み口のようです。ウド、出せ」

　言いながらもサイゾウは動いていた。サイゾウに促うながされたウドが服の中から隠し持っていたタケルの両手のひらならあまるほどの長方形の奇きっ怪かいな端末を取り出して、渡す。

　サイゾウは、端末から伸びたバラバラのコードを地面の線に差し込んでいく。長方形の端末は、半分にわかれ、一方はコードが繫つながっていて、もう一方はモニターになっていた。サイゾウは同じ人間とは思えない速さで指先を動かし、モニターに表示されたキーボードを打つ。

「てか、オレのほうが人間じゃないのか……」

　こんなところで妙に冷静になってしまった。タケルがこぼした科白せりふに何を考えたのかを察したカズラが苦にが笑わらいする。

「莫ば迦かが。そんな悲ひ哀あい丸出しの顔で好きな女に逢あいに行こうってのかい？」

　カズラがつぶやく。

「あ、いや……てか、す、好き、っとかじゃなくて……」

「はっきりしない奴やつぁ、嫌いだね。好きでいいじゃないか。カミサマだろうがバケモノだろうが、感情があるんだろ。それに従うのは悪くないよ。少なくともアタイ等らは、そうやって生きてきたのさ。己おのれに正直にな」

「カズラさん」

「カズラ社長だろ？　ま、好き勝手にやりすぎて、ちょっとばかし住みにくい世の中になっちまったけどね」

　自分を皮ひ肉にくり微笑を浮かべるカズラは、初対面のときの悪人そのもののイメージじゃなかった。魅み力りよく的てきなひとりの尊敬できる女性だった。

「姐ねえさんッ、いけます」

「やったね、姐さん」

　サイゾウとウドが声を上げる。

「社長とお呼びよ！　よし、やりなっ」

　まさに早はや業わざ。男がキーを解除し、入り口を開く準備は整ととのった。カズラの号令により、男は最後の入力をする。その刹せつ那な、

　カードキーの差し込み口が淡あわく蒼あおく耀かがやいた。蒼い光の線せんは、左右に広がり、壁かべを這はうと、扉とびらをカタチ取った。そして、耳鳴りのような音がしたかと思うと、蒼い線が描いた部分が少しずつ陥かん没ぼつしていき、やがて、そこにさらに地下へとつづく通路が現れた。

「小僧、今さら迷いはないね。行くよッ！」

「はいっ!!」

　間かん髪はつ入いれず、タケルは頭を振った。

　この向こうに、彼女がいる。

　カンナに逢あえる。




　　　　６．




「サイゾウとウドは、他ほかの連中と合流しな。この騒さわぎに乗じて泳ぐ鳥トリを地下のフロアに運んでおくんだよ。こういうときのマンパワーだ。靴底、減らしてこい！」

　カズラは、サイゾウとウドに命じ、別れた。

　今、タケルとカズラはふたりで薄うす暗ぐらい通路を進んでいる。

「あの娘こが狙ねらいなんだ。早くしないと、カムイがきちまうよ」

　カズラがタケルの首に手を廻まわし小走りになる。基地全体を襲おそう震しん動どうが大きくなっている。カンナを迎えにきたカムイがこちらに近付いていた。

　カンナがいると思われる場所まで、隠し入り口から電動の簡かん易い台車に乗れば一直線のはずだった。が、カムイの襲しゆう撃げきにより、電力が地下の一部で途と切ぎれて使えなくなっていた。

　だから、ふたりは今、カンナがいる場所までみずからの足で向かっていた。

「まったく、何してんのかねぇ、アタイは……！」

　さっきからずっとカズラがぼやいている。悪人の振りをしていても、根っこに情の厚さがある。もう、カンナの場所は判わかったようなもの、タケルを放り出していけばいい。でも、カズラはそんなことを考えていなかった。

「やっぱり、いいひとなんだな」

「ん？　なんか言ったかい？」

「い、いや、何も……っ」

　聞こえなかったんなら、それでいい。聞こえてたら怒られそうだ。

「そういえば、昔……っ」

　こんなことがあった。それを思い出そうとして、しかし、タケルは言葉を失った。

　思い出せなかった。カズラとの会話のようなことが以前にもあったはずだ。でも、タケルはそれを思い出すことができなかった。そこだけがすっぽりと抜け落ちてしまっているように。

　そして、タケルは、自分の中の記き憶おくが所々欠けていることに気が付いた。

　忘れたとかじゃない。失ったんだ。

　タケルには判わかった。神威カムイになるたびに、記憶を失っている可能性がある。それに伴って、そのとき経けい験けんした、喜び、哀かなしみ、苦しみ、痛み、様さま々ざまな感情が薄うすれている。

「どうしたんだい、急に静かになって？　今さらビビってるんじゃないだろうね？」

　カズラがタケルの様よう子すに気が付いて訊たずねてきた。

「う、ううん。なんでもない」

　記憶と感情を失なくした恐怖に心しん臓ぞうをつかまれたように気が遠くなった。でも、一いつ瞬しゆんだ。

「大丈夫だよ、カズラさん」

「社長とお呼び。まったく、──ん？」

　怪け訝げんそうにするカズラだったが、次の瞬間、表情を変えた。

「小僧、見なっ」

　首根っこをつかまれているタケルは下を向く格好になっていた。首をねじって顔を前に向ける。

「光が漏れてきてる」

　外は時間的にまだ夜明け前だ。人工の光だろうか。

「あそこだ。あそこに、カンナが……！」

　タケルの中のカンナの声が大きくなる。

「よし、走るよっ！」

　カズラの号令に、タケルも無む我が夢む中ちゆうで地面を蹴けった。さっき感じた恐怖を振り落とすように。

　ふたりは、重なって光が射さすその場所へ飛びこんだ。
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　室内だというのに、其そ処こには陽が射していた。

　天てん井じようが眩まぶしくて見えないほどの明るさ。どうやっているのかは判らないが、それはまぎれもない太陽の自然光だ。

　其そ処こは、草や花や木々が生おい茂っていた。鳥の歌声や小川が流れる音まで聴きこえてくる。

　凜りんとした神秘的な、まるで、森林に迷いこんだ気分だった。

　さっきまでは、地下深い、硬い土石材の人工のトンネルだったのに。それが、いったい。

「カンナ……？」

　不ふ思し議ぎな森の中心に、大きな樹きが生はえている。その傍そばに巨大な黄金の鳥とり籠かごを見付けた。

「タケルっ」

　鳥籠の中にカンナがいた。タケルの名前を呼ぶ。

「カンナ！」

　白銀の髪と虹にじ色いろの瞳ひとみを持ったその少女の姿を脳が映像として処理する前に、タケルは鳥籠に走り寄った。

「おい、小僧。不用意に近付くな……ッ」

　注意を促うながすカズラの声も耳には届かず、逸いつ散さん走ばしりに巨大な鳥籠に飛び付いた。と、

「グァァァッ！」

　身体からだ中に夥おびただしい電流が流れ、タケルは鳥籠に弾はじかれ、宙を舞まった。

「タケルっ！」

　カンナの声が一いつ瞬しゆん、遠のいたが、すぐに細胞が活性化をして電流に痺しびれた身体を立ち上がらせてくれた。これが普通の人間だったら即死だったかもしれない。

「此こ処こは『神さまカミサマ』を幽ゆう囚しゆうしておくような場所だよ？　おまえは『神威カムイ』だ。何が影えい響きようしても不お可か解しくはないさ」

　カズラがタケルに駆かけ寄って身体を支えた。そのとき、タケルの身体にまだ残っていた電気が走って小さな痛みを生じさせた。それがいかに今の電流が凄すさまじかったを物語る。

「タケル……っ」

　心配するカンナの声に、

「大丈夫大丈夫」

　タケルは微ほほ笑えみを浮かべて、右手を振った。

「何ど処こが大丈夫なんだよ、おまえは……ッ」

　カズラが囁ささやいた。タケルはカズラに支えられなんとか立っていた。電流の衝しよう撃げきで全身の皮ひ膚ふが裂けて血が流れ出している。

「ごめん、タケル」

　その姿にカンナが目を伏せた。

「大丈夫だ、って、言ってるだろ……？　だって……ほら、オレ、カンナの願ねがいを叶かなえにきたんだから」

　強がって無理をしてでも、タケルは笑え顔がおを見せる。カンナに哀かなしい顔をさせたくない一心だった。

「莫ば迦かだねぇ」

　タケルの心が本当にカンナを想おもっているんだと、支える身体からだから嫌いやと言うほどカズラに伝わってきた。

「どうすりゃいいかなんて判わかんないんだから、おまえたちで何とかするんだよ」

　力の入らないタケルを支えて、カズラが歩き出す。あの電流を喰くらってはタケルもそうだが、生身の人間のカズラはひとたまりもなさそうだ。慎重にタケルを鳥とり籠かごの前に連れていく。

「待たせちゃったね」

　鳥籠の前。コレがデートなんかだったらどんなによかったか。そんなことを考えなくもなかった。タケルは、ゆっくりと鳥籠の向こうのカンナに手を伸ばした。

　電流がくるかもしれない。と、カズラが身構える。

　けれど、電でん撃げきは襲おそってこなかった。タケルの伸ばした手が、鳥籠の中から伸ばされたカズラの手に触れる。重なりあって、指が絡まった。カンナの花きや車しやで白い肌にタケルの赫あかい血が伝っていく。

「血は赤いんだな……」

　余裕なんてないくせに、そんな自じ虐ぎやく的てきな冗じよう談だんを口にする。

「タケル、ごめんね」

　と、カンナが謝あやまった。

「オレこそ、遅くなってゴメン」

　彼女が謝ったことを誤ご魔ま化かすため、タケルは話をそらす。自分は神威カムイになったことを悔くやんでないんだから。

「いいの、タケル。ちゃんときてくれた」

　カンナは大きく首を左右に振った。タケルが自分の声を聴きいて此こ処こへ来てくれただけで、十分すぎるくらいだ。

「カンナの願ねがいを叶かなえたいんだ」

　タケルは真まっ直すぐにカンナの虹にじ色いろの瞳ひとみを見つめる。

「ごめんね、タケル」

　タケルの血で潤うるんだ目にカンナの姿が滲にじむ。

「さあ、君の願いを叶えるよ」

　そう言うと、タケルの身体に変化が起こった。カンナがきっかけを与えなくても、タケルの意志で、神威化がはじまる。

「グッ……」

　右腕が融ゆう解かいして再さい構こう築ちくしていく。痛みとも快楽ともつかない感覚が右腕を這はい回り、独特の凹おう凸とつを持った神威の右手に変わった。

　愛いとおしそうに、哀かなしそうに、カンナの両手が鋭するどく尖とがった醜みにくいバケモノの手に触れる。タケルには彼女の柔らかさも温度も弱さも伝わってこない。タケルは人間じゃなくなっていく自分を哀しく想おもったが、その感受性ももうすぐ失う。

「でも、まだ感情があるから。その間に、君にふれていたいんだ」

　言って、タケルは笑った。笑っていたつもりだったが、ちゃんとできていたかどうか判わからない。記き憶おくの扉とびらが閉じようとしている。破は壊かい的てきな衝しよう動どうが溢あふれ出てきて、たいせつな想い出を壊こわしていく。

　テツナリとナツミと過ごした時間がまたひとつ、ふたつ、とタケルの中から消えていく。まもなく、たいせつだった幼おさな馴な染じみの顔も思い出せなくなるだろう。

「痛いよね、つらいよね、苦しいよね……」

　それが判っているカンナは、ただ哀しそうにしていた。自分のせいでタケルにつらい想いをさせてばかりだ。それでもカンナはタケルに頼るしかない。

「ごめんね、でも、あたしにはタケルしかいないの……あたしの願いは──」

　そのとき、大きく地面が揺れた。

「なんだってんだい!?」

　立っていられなくなって、支えていたタケルの身体からだが離はなれてしまう。鳥とり籠かごの部へ屋や全体にヒビが走っている。ヒビ割れは大きくなり、やがて天てん井じようを突き破って、巨大なカムイが姿を現した。

　予想よりも早く、神の御み遣つかいのカムイがカンナを迎えにやってきてしまった。

「いい雰囲気だったろうが、タイミングを考えな……！」

　カズラの叫びは虚むなしく部屋が砕くだける音にかき消された。

　さらに、

「小僧タケルッ!?」

　タケルが地面を蹴けって、宙に飛び出した。出で来き損そこないの巨大な天使の彫刻のような姿をしたそのカムイと鳥籠の間に、腕だけが神威化したタケルは飛びこんでいった。

「何するつもりだ、タケル!?」

　カズラは、鳥籠の前で巨大なカムイに立ちはだかるタケルに目を向けた。

　神威化した右手を前に、タケルは巨大カムイを牽けん制せいしている。睨にらみ合いだ。

　カムイはゆっくりと天井を破壊しながら、鳥籠に近付き下降してくる。

「ガァァアアァァァアアァァァァアアァァァアアァァァァァァァァアァァァッ!!」

　タケルが吼ほえる。その身体が内側から液体のように膨ふくれ上がり、全身が神威化していく。

「あいつ、神威になれば我われを忘れるんじゃなかったのか!?」

　だとすると、神の御遣いを二匹も相手にしては自分の身も危なくなってくる。カズラは鳥籠から距きよ離りを置き、後ずさっていく。いつでも逃げられるように、出口に向かってだ。

「バケモノか……いや、アタイに言わせりゃ、同じ種族を平気で殺せるような人間のほうが、あのふたりよりもよっぽど人でなしなんだろうさ」

　鳥とり籠かごの傍かたわらでタケルだったバケモノが完全に神威カムイ化し、戦せん艦かん級の巨大なバケモノと対たい峙じしていた。巨大彫刻のような天使カムイは羽根をはためかせることもなく、波動で基地を揺らした。ますます鳥籠の部へ屋やが崩れていく。緑の木々がなぎ倒され、草花が折れ、瓦が礫れきの下した敷じきになる。

　カムイと睨にらみ合っていたタケルだった人型の神威だが、百八十度方向転換した。何を思ったのか、鳥籠に腕を伸ばす。

　その刹せつ那な、激はげしい電流が神威を襲おそう。しかし、それをものともせず、神威は鳥籠の格こう子しを引きちぎり、中にいる少女に手を差し伸べた。

「うん、行こう。あたしの願ねがいを叶かなえて……っ」

　そう言うと、カンナは神威の手に触れ、鳥籠の外へと出た。神威はしっかりと大切そうに右腕にカンナを抱きかかえた。その脚あしもとに光の環わが生じる。

「光の環……。タケルのやつ、神威として覚かく醒せいしちまったのか……。お姫さまを助けるのがヒーローじゃなく、モンスターとはね。まったくとんだ美女と野や獣じゆうだよ」

　その光景の奇妙さに場の状態も忘れそうになり、カズラは苦にが笑わらいを浮かべた。

「この場にいても、何もできそうにないか。結局、最後までまともに仕事もできなかったってんじゃお話になんないねぇ。アタイもまだまだか……っ」

　人間の無力さを痛感させられる。故ゆえに、カミサマと戦争していることがいかに莫ば迦かげたことか、虚むなしいことか再さい認にん識しきした。

「死ぬんじゃないよ、二人ふたりとも」

　聴きこえないと判わかっていても口にせずにはいられなかった。そう、願わずにはいられなかった。

　でなければ、あのふたりの存在は世界にとってあまりにも異質なモノで終わってしまう気がした。生きてさえいれば、また、別の道も開けるかもしれない。運び屋をはじめる以前、カズラは与える側ではなく、奪うばう側だった。他人からたいせつなモノを奪う鼠そ賊ぞくにすぎなかった。

　今も他人に何か施ほどこしができるなんてつゆほども考えていないし、盗人ぬすつとの類たぐいを抜け出せていないかもしれないが、だからこそよけいに想おもう。

「哀かなしみから生まれるモノなんて、なんにもないんだよ」

　カズラは地面を蹴けった。少年と少女の行く末を案じるしかできない無念さに、身も心も悲鳴を上げていた。あのふたりだけの世界に自分は必要のない人間だ。

「アタイが感傷的になってどうする。本当に泣きたいのは、あの子たちかもしれないのに」

　空渡ソラワタリタケルだった神威と神さまの女の子カンナは、鳥籠から解き放たれ天そ穹らに翔か上けっていった。光の環が空に描かれた。







　エノシマ海軍司令本部上空。残存する兵力、泳ぐ鳥やＫＭＥスーツを含む魔神マシン部隊の数すう機きが天使型の巨大なカムイと交戦する。カムイが放つ閃せん光こうや軍の銃じゆう砲ほう撃げきをすり抜けて、疾しつ風ぷうのごときバケモノが戦場を天か翔けていた。『御神体カミ』を腕に抱いた人型の神威カムイだ。

　この神威のことを誰だれも知らない。

　カミと呼ばれる少女のことを誰も知らない。

　昨日きのうまで名前もなく、存在も明かされず、ずっと鳥とり籠かごの中だった女の子のカミサマ。

　少年の夢の中でだけ世界と繫つながり、世界に存在しえたこと。

　何も願ねがうことも、望むことも許されなかった。少女の願い、望み。

　誰も知らない。

　少女の願いを叶かなえられるのが、少女を護まもる唯一の存在、人の形をした神威だけだということ。

　少年だった神威が、記き憶おくも感情も失なくしてそれでも少女の望みを叶えようとしていることを、誰も知らなかった。

「グォォォオォォォォォォォオォォォォォッォォォオォォォォォォォォォォオオォンッ!!」

　人型の神威が天てん穹きゆうに哮たける。

「きゅぉぉぉぉぉぉぉ─────────────────────────────っっ」

　神威に呼こ応おうするかのように、天使型の巨大なカムイが啼なき交わした。と、頭部あたりに光が集まり、もう一度、啼き声と共ともに下部から光の環わを出現させると閃光を放った。

　カムイは三百六十度回かい頭とうする。光の環から放たれた閃光が数十メートルを円形になぎ払った。その範はん囲い内ないにいたマシン部隊が音もなく地上から消きえ失うせていた。人のチカラはまだ、神に及ばないことを知らしめるように。

　しかし、人型の神威のチカラはそれを凌しのごうとしていた。願いのチカラ。想おもいのチカラ。人が創つくりし新たな神のチカラ。神威が覚かく醒せいの咆ほう哮こうを高らかに響ひびかせる。

「グオォオォォォォォォオォッ」

　神威は手にした光の環を盾たてに変え、閃光から自分の身というより、腕の中の少女を護った。

「きゅおおぉお─────────────────────────っ」

　つづけざまに二発目が放たれようとした。

「グォオオォォオオオォ……ッ！」

　構える神威に腕の中の少女が言った。

「大丈夫だよ、タケル。怖がらないで、天穹の光がタケルにチカラをくれる。神の威いを狩かるチカラを」

　神威が右腕を突き上げ、天そ穹らを仰ぐ。昇りはじめた太陽が燦さん々さんと光を放ち、地上を照らす。それは、神威のチカラを注いだ。そのチカラはまさに神の威を借るモノ。

「うん。そうだよ、タケル。恐れないで。その大きなチカラがあたしの願いを叶えてくれるから。望んで、チカラを。そうすれば……」

　少女の声が、天使型のカムイの嘶いななきにかき消えた。

「きゅぉぉぉぉぉぉぉおぉぉ────────────────────────んっっ!!」

「グォオォォオォォォォオォォオォォォォォォォォォオオォオォォォォォオォオオッッ!!」

　空に突き刺さるほどの光の剣が神威カムイの右腕に耀かがやいていた。




　それはいつか、世界を照らし出す希望の光にならんことを。

　誰だれかの願ねがいの証あかしとならんことを。




　光が交こう錯さくした。
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「どうなってんだ……？」

　地下のシェルターから地上に出てきた石倉イシクラテツナリがはじめに呟つぶやいたのがそれだ。まるで世界に終わりがきてしまったかのような絶望的表情をしていたが、石倉テツナリだけじゃなかった。皆がそうだ。

　しかし、つい二日ほど前の夜に、ひとりの少年が同じ表情で同じ言葉を呟いていたことは誰も知らないだろう。

　人々は、互いの顔を見あい、相手がどうしようもない顔をしているのを見て自分も同じような顔をしていると気が付いた。これは現実だと。これが戦争なんだ、と。朝焼けの緋ひ色いろの中で、エノシマが黒煙を上げ燃もえていた。自分たちの街が瓦が礫れきの山と化している。人間とはひどく脆もろいモノだ。またそれは人間が創つくりしものも同様だった。その日、人々はそれを厭いやと言うほどに思い知らされる。

　これは世界の終わりのはじまりなのかもしれない。人々が神に逆さからった罪の重さを悔くいる瞬しゆん間かんの、はじまりの火が上がった。人間はいつから道を誤ったのか。誰も知らない。

　そして、ここで、ひとりの少年と、女の子が、世界から消えたことも誰も知らなかった。

　ただ、ひとり、笠原カサハラナツミをのぞいては。

「……タケル」

　笠原ナツミは泣いていた。ほかの人々とは違う。自分の街が燃えているのを見て、哀かなしいから泣いているわけじゃない。本当の戦争を目にした恐怖からでもない。

　たった今、みずからが口にしたたいせつな人の名前がもう思い出せなくなっているからだ。

　自分の中で、もうひとりの幼おさな馴な染じみの想おもい出でが消えようとしていた。それは想い出を共有していたかつて空渡ソラワタリタケルだったモノから記き憶おくや想い出が消えてしまったからだ。テツナリやその他ほかの、空渡タケルだったモノを知るこの街のすべての人々からも、タケルの存在が消えようとしている。それに気付いたのは、笠原ナツミだけだ。

　だが、哀かなしみの理由すらも消えそうで、笠原カサハラナツミは、どうしようもなく哀しくて寂さびしくて、涙を流すことしかできずにいた。

　それでも笠原ナツミは考える。街が燃もえていても、記き憶おくが失なくなっても。もしかして、この瓦が礫れきの山の中に、その下した敷じきに、たいせつな想おもい出でが埋まっているかもしれない。

「わたし、行かなきゃ……っ」

　つぶやいて、笠原ナツミは火の手の上がるほうへと歩きはじめた。

「な、ナツミ!?」

　それを石倉イシクラテツナリが慌あわてて制止するが、笠原ナツミは、

「捜さがさなきゃ、わたしが捜さなきゃ」

　譫うわ言ごとのようにそう言うだけで、ついには、石倉テツナリがつかんだ手を振り払い走り出した。

　瓦礫に躓つまずいても、靴が脱げても、膝ひざをすりむいても、アスファルトにこぼれた火に足を焼かれても、笠原ナツミは捜し廻まわった。たいせつなモノを。

　けど、もう、たいせつなモノがなんだったのかも、思い出せなくなっていた。

　けど、もう、哀しくて、寂しくて、悔くやしくて、辛つらくて、愛いとおしい、その何かに涙を流すだけしかできなかった。燃える街の中、瓦礫の山に囲まれながら、笠原ナツミは呆ぼう然ぜんと立ちつくした。




　見上げた空。光が昇っていく。とてもとても綺き麗れいな光の環わは、やがて、弾はじけて流れ星のように朝焼けの天そ穹らに煌きら々きらと鏤ちりばめられて、消えていった。




　これは、終わりではない。はじまりだ。




　世界のはじまりの日。

　世界は、こんなにも光で満たされていた。

　誰だれかが「これは願ねがいを叶かなえる希望の光だよ」と微ほほ笑えむ。

　泣きながら。




　　　　８．




　光の環は、剣つるぎとなってヒトのカタチをしたその神威カムイの中にあった。

　壮絶な、光と光の交こう錯さくのあと、もう一匹の天使型のカムイは、地上から滅めつした。

「グォオオォオォ……」

　羽根をはばたかせた神威が地に降り立つ。光の環が脚あしもとに広がり消えると、腕の中の少女を静かに地面に降ろした。

　少女は神威カムイの手を取って、顔を寄せる。

「タケル、ごめんね」

　小さくなっていく神威の中の、タケル少年の心に語りかける。

　少女が目を閉じると、刹せつ那な、そこは焼け落ちた戦場の跡ではなく、朝焼けに燃もえる平和で穏おだやかな世界だった。

　タケルの心の中──夢の中だ。まどろみの世界は、やさしさと温かさで充みち満ちている。

　静かに波が打ち寄せる海かい岸がん線せんがある。波なみ打うち際ぎわで少年が昇る朝あさ陽ひを眺めていた。

「タケル」

　少女がタケルに近付いてくる。波が少女の白い素足に絡みついて遊んではまた引いていく。

「おはよう、カンナ」

　タケルは少女の名前を呼んだ。その名を呼ぶだけで、タケルは笑え顔がおが溢あふれた。

「やっぱり、タケルだったんだね」

　カンナは、ひどく穏やかにやわらかく頰笑ほほえむ。

「ん？」

　首をかしげるタケルと向き合って、カンナが密ひそやかにその手をにぎった。カンナの左手とタケルの右手が緩ゆるやかに胸のあたりの高さまで持ち上がった。重なって、指が絡まる。

「だって、タケルしかあたしを求めてくれなかった。神さまなんかじゃなくて、ただの女の子のあたし」

「うん」

　うなずくが照れくさくて、朝焼けの茜あかね色いろよりも紅あかくタケルの頰ほおが染まる。

　タケルの瞳ひとみには、カンナしか映っていない。

　カンナの瞳には、タケルだけが映っていた。

「あたしには時間も記き憶おくも想おもい出でも、何ひとつなかったの。それをくれたのは、タケルだよ」

「でも、あれは夢の中だったし」

「ううん。夢の中であたしは普通の女の子だった。タケルと同じ物を聴きいたり、食べたり、吞のんだり、唄うたったり、見たり、いろんな想い出をタケルがくれたの」

「オレの想い出でよかったら、いくらでもあげるよ。これからもそうだよ」

　未来はまだこの先もつづいている。

　だけど、

「これで最さい期ごだよ」

　カンナは首を振った。左右にちいさく。

「……なんで？」

　当然だ。タケルは、大きく目を見開いた。

「あたしは、神さまカミサマとして、誰だれかの願ねがいを叶かなえるために生まれた。だから、あたしはカミサマでいなくちゃいけなかった。望んではいけないの。だから、願ねがっちゃいけないの、何も」

「そんなのいいんだよ。カンナは望んだって、願ったって。オレが叶かなえるよ全部。だから、」

　泣きそうなのに涙が出てこない。神威カムイになって記き憶おくと感情を落っことしてしまったせいだ。でも、今はカンナとの想おもい出でがある。このあたたかでやすらかな感情があれば、これからまたたくさん想い出が作れる。カンナと一いつ緒しよに。

「だから、最さい期ごなんていうなよ……っ」

「ごめんね、タケル」

　結局、最期までカンナは、タケルに謝あやまってばかりだった。タケルは、

「ありがとう」

　って、ひと言でよかったのに。その言葉は最期までもらえなかった。

「あたしを創つくった人たちは、あたしが人間みんなのためのカミサマになるようにって思ってたの」

　カンナはずっと、ひとりぼっちだった。

　けれど、いつか、鳥とり籠かごに射さす光の中にあたたかい感情を見付けた。それは希望で、誰だれかが見た〝夢〟というものだった。

　もしかすると、ただの偶ぐう然ぜんだったのかもしれない。でもカンナは必然だと信じた。

　ある少年が見た夢。その夢はたくさんのことをカンナに教えてくれた。

　夢も、希望も、想い出も、いろんな感情を。

「あたしもみんなのためにカミサマになると思ってた。考えることとか、未来とか、夢とか何も知らなかったから。けど、夢が、タケルが教えてくれたんだよ」

「オレ、何にも……」

　してない。できてない。カンナの望みも叶えてない。

「違うよ。タケルがいなかったら、あたしはきっとこの世界がこんなに綺き麗れいだなんて知らなかった。タケルの夢はすごく綺麗だったんだよ」

　微ほほ笑えむカンナは、何な故ぜか寂さびしそうに見えた。タケルはつないだ手を離はなさないように強く強くにぎった。何ど処こにも行かせない。

「世界を知って、人間を知って、その望みを知って、あたし知っちゃったの。だって、ほら、あたしは神さまカミサマだから」

　そう言って、カンナは空から笑わらいした。

「誰かが望んだとき、あたしは、その願いを叶える。みんなのカミサマになって、世界を思うままにする。あたしは知った。いつかその願いがこの世界を壊こわすこと」

「壊す。誰が？」

「あたしがだよ。ヒトの望みの果ては終わり。そんなあたしでも、ほかのカミサマが迎えにきてくれようとしたの、でも、そっちにいってカミサマの仲間になっても同じ。また人間はカミサマを裏切る。そして、神の怒りが人間を滅ぼす。同じことなの。そんなのはダメ。タケルが教えてくれた美しい世界を壊こわしたくなかったの。ここで終わりにしないと」

　タケルは、ようやくカンナが何を願ねがっていたのかに気がつきはじめた。それが間違いであってほしいと、願った。

「だったら、オレが世界を終わらせない。カンナに貰もらったチカラでこの世界を護まもってみせるよ……っ！」

「うん。タケルならそう言うと思った。だから、タケルの『神さま』になったの。タケルだけの神さま。だって、タケルは世界の終わりなんか望まないから、この世界がたいせつなものでいっぱいに溢あふれていることを知ってる。未来を望んでくれる」

「望むよ。ずっと、カンナといっしょにこの世界のつづきを望むよ。いっしょに、たくさん笑ったり泣いたりしながら。そうだ、想おもい出でがないなら想い出を作ろう。想い出を失なくしたらまた、作ればいい。きっと楽しいよ。いっしょに学校に行ったり、図と書しよ館かんに行ったり、映画も観みよう。オレの好きな本も紹介するよ、きっと気に入ってくれると思う。たいせつな想い出は楽しいものばっかりになるんだ」

「うん。楽しそう。笑え顔がおでたくさん溢れてる」

「ああ、楽しくするよ、たくさん笑おう……だから、」

「ごめんね、」

「──カンナ？」

　タケルの右手が、勝手に変化していた。彼女の左手をにぎっていたはずなのに、いつの間にか離はなれ離ばなれになって、タケルは醜みにくいバケモノの姿になっていた。

　夢の終わり。現実の世界にも朝あさ陽ひが昇っていた。街を照らす光。

　タケルの手の中で、カンナが目を閉じて、静かに静かに微ほほ笑えんでいた。タケルはカンナを抱きしめて、灼やけた地面にうずくまっていた。

「なんで……なんで……ッ」

　カンナは神さまだった。神さまは自分の願いを叶かなえることができない。

　そのために、カンナはタケルに神の威いを借かる──狩るチカラを与えた。戦いの中で神威カムイはチカラを増し、カンナの願いを叶えるチカラを手に入れた。




　神さまカミサマを殺すチカラだ。




　神は神を殺せない。だから、自分自身も殺せない。

　カンナはそれが判わかっていたから、神威に自分を殺させることにした。

「ごめんね、タケル……ごめんね……」

　カンナの手がタケルの頰ほおに触れる。けれど、何も感じない。

[image: ]

　タケルの姿は右手だけが、神威のまま戻っていなかった。感情が失われたままだからだ。感情を失ってしまったタケルは、人間の姿を取り戻せなくなった。

　バケモノの腕は、カンナの身体からだを貫つらぬいていた。カンナの腹部から背中に突き抜けている。

「ゴメ……ン……ネ、……タケ……ル……」

　カンナの手が力をなくして地面に落ちる。

　最さい期ごまで、謝あやまってしかくれなかった。

　カンナは判わかっていたんだ。最初から、タケルにとてつもない哀かなしみを与えてしまうこと。神威カムイになって、感情や想おもい出でを失なくすこと。

　ただ、せめて神威になれば感情が失くなって、自分を殺すことに何も感じなくなっていればいいと願ねがった。

　夢の中で逢あった女の子に逢いたいと望んだ少年の願いは叶かなった。

　世界を壊こわしたくないと望んだ少女の願いは、叶えられた。

「タケルはあたしの願いを叶えてくる」

　彼女の声を思い出した。

　どうして、自分は気付けなかったんだ。願いを叶えるなんて。カンナの願いは死ぬことだったのに。そんな願いもその重さも苦しみも知らずに、彼女の願いを叶えようと必死で、ただ必死で、醜みにくいバケモノよりも醜くて愚おろかだ。

　タケルは、カンナを失ったことで動かなくなったバケモノの右手を必死に引き抜こうとした。が、自分の身体からだじゃなくなってしまった右手は石のように重く、微動だにしない。

　やがて、カンナの身体は淡あわく白い光を帯びはじめる。

　いってしまう。カンナがいってしまう。大切な人がいなくなってしまう。

　やっと出で逢あえたのに。

　いなくなってしまう。

　光が羽根のように広がって、そして、天そ穹らに散り散りに飛んで消えてしまった。

　カンナがいなくなった。




「あぁあぁぁぁあぁぁぁっぁあああぁぁああぁぁぁああぁぁぁぁああぁぁあぁあぁぁっ」

　哀かなしみなんて感じないのに、どうしようもなく哀しくて、少年は、天てん穹きゆうに吼ほえた。

　喉のどが裂けても少年は、叫びつづけた。

　感情を失なくしたバケモノの声で。







　いつか、雨が降り出した。




　感情を失くした少年の代わりに、天そ穹らが泣いていた。








これは、何処にでもある

物語りです。

特別なんかじゃなくて、

普通の、ありふれた




でも、

たったひとつの

〝キミとぼく〟の物語り。




特別なものだけが特別じゃなくて

なんでもないものが、すごくたいせつで




たいせつにしすぎて

傷つけないか、壊れないか

怖くなることもあるけれど。




特別じゃない

たいせつな物語りを

今、たった今

〝キミ〟におくります。




届け、響け！







ハセガワケイスケ
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ハセガワケイスケ

誕生日：12月26日

出身地：福井県

方言：福井弁

趣味：音楽、サッカー、写真

好味：おいも系、甘いもの
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七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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天てん穹きゅうのカムイ
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